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第一章










からかうオトコ




　お姉ちゃんの結納の日、一ヶ月ぶりに幼なじみの湊みなとに会った。神楽坂のこじんまりとした料亭で美味おいしいお料理を食べて、両親と家に戻った帰りに。

　築十四年の家に着いて、父の運転する国産車から一番先に下りた母の声が、嬉しそうに響いた。

「あら～。湊くんじゃない。久しぶりね～。ますますカッコよくなっちゃって」

　隣に住んでいるひとつ年上の本ほん田だ家のひとり息子、本田湊は、母の言う通り整ったキレイな顔をしている。女の私が悔しがるほどに。

　中学校までは私と身長があまり変わらなかったけれど、高校に入ってからグンと大きくなって、モデルにでもなれそうなほどカッコよくなった。細身のスタイリッシュなメガネが、知的な印象を与える。

　紺地のスーツを着ているのを見て、あれ？　と思う。現在、湊は大学のときに株でもうけたお金で都内湾岸地区に二ＬＤＫのマンションを購入し、ひとり暮らしをしている。

　今日は日曜日。どうしてスーツなんだろう？　お見合い？　お見合いしなくてもモテるんだから、そんなんじゃないか。

「ミミ、なにバカ面してるんだよ」

　考えていると、低音で深みのある湊の声が頭の上から降って来た。

「バ、バカ面って、ホント口が悪いんだからっ！」

　からかわれているのはわかっているけれど、いつもムキになってしまう。そんな私をからかうのが湊は面白いみたい。

「珍しく、可愛かわいいスーツ着てるんだな」

　そうそう、私もスーツ姿だった。今日の日のために、お母さんが奮発して買ってくれたベビーピンク色のスーツ。普段自分で買うスーツよりちょっと高いせいか、着心地は抜群。フェミニンなデザインも気に入っている。

「お姉ちゃんの結納だったの」

「ああ。美み加か姉、結婚するんだって？」

「九月にね。で、湊はなんでスーツ着てるの？」

「あ、これから本社に行ってくる」

　湊は株を売買し運用益を上げるトレーダー。そう言っても、私にはまったくわからない仕事なんだよね。簡単に本社って言っているけれど、勤めている外資系金融会社の本社は、アメリカのウォール街にあると聞いている。ってことはこれから空港かぁ。

「ふ～ん。気をつけて行ってきてね。じゃあね。バイバイ」

　海外へ簡単に行けちゃう湊が羨ましい。

　手を軽く振って、とっくに家の中に入った両親を追い歩き始めると、肩を掴まれた。

「ミミ」

　その呼び名に、まるで私は猫になったように感じてしまう。実際、私の名前は安あん西ざい美み海みなんだけど、この名前が気に入らなくて知り合った人には「みうみ」と自己紹介している。

　でも、湊が私を呼ぶときは、猫みたいに「ミミ」。何度もミミはやめてって言っているんだけど、湊は気に入っているからと、やめてくれない。キレイな顔で笑って「今更だろ」って言う。

「なあに？」

　小さくため息をつきながら振り返ると、余裕ありげな笑みを浮かべた湊の顔がすぐ近くにあった。スクエア型のメタルフレームのメガネの奥の楽しそうなブラウンの瞳。

「まだ彼氏できないの？　ミミちゃん」

「そ、そんなの湊に関係ないでしょっ！」

「あれ？　中学のときから、恋愛相談してやっていたのって誰だっけ？」

「もう！　なに中学の話なんてしてるの？」

　なんて古い話。突然なにを言い出すのかと思ったら……。

　今度は湊にわかるように、これみよがしに大きなため息をつく。

「ミミは男心がわからないみたいだから、また相談に乗ってやるよ」

「いいっ！　もう時間ないんじゃない？　行ってよ」

　湊は額に落ちてきた髪をかき上げる。長い指でかき上げる様は妙に色っぽい。

「残念ながら、夜の便だからまだ時間があるんだよね。お茶でもしようよ。ミミちゃん」

　そうか、だから暇つぶしに私をからかっているんだ。最近の湊は会うたびに私をからかう。学生のときは優しくて真剣に相談に乗ってくれたのにな。

「ミミが黙っているときは、ＯＫってことだもんな」

　返事につまっていると、湊は私の腕を掴み、路駐してあったシルバーのＢＭＷの助手席のドアを開けた。

　仕方なく助手席に座ると、革の匂いと湊のアクアマリン系の香水の香りに包まれた。

　まだ二十五歳なのにＢＭＷに乗って生意気な奴。親に頼らずに買ったと聞いている。外資系のトレーダーってそんなに高給取りなの？　まあ、外資系ってどこでもお給料よさそうだからね。

　それに湊は超難関大学卒。私立の女子大卒の私と比較になるわけない。私のお給料なんて、洋服とお昼代、少しの貯金で消えちゃうんだから。

　湊は手慣れた運転で近くのカフェに向かっている。昔からあるカフェ……昔の呼び名はカフェじゃなくて、喫茶店だったけど。数年前改装して、おしゃれな雰囲気になった。

「はい。着いたよ。大人しく外に出ろよ」

　空いている駐車スペースに車を停めてから、私に向き直りそう言うと湊は外に出た。

「ひと言、余計なんだよね。そんなこと言われなくても降りるから」

　待っている湊に向かって小さくため息をついてから外へ出た。




　窓際の席に座り、コーヒーをオーダーすると湊がまじまじと見てくる。

「また髪切った？」

　湊に指摘され、私の手が無意識に髪にいく。

「おとといね」

「ミミのロングヘア、ずっと見てないな。先輩と別れて切ってからかな」

　いっ！　いきなりなんで昔の話をしているのっ！　しかも、ほんの数ヶ月付き合っただけの話を……。う～ん。今日の湊はなにを考えているのかわからない。

「湊？　今日の湊、おかしいよ？」

「俺がおかしい？　別におかしいことなんて言ってないだろ。ショートヘアだから子供っぽく見られるんじゃないか？」

　子供っぽく見られたくないから、ゆるふわパーマで大人っぽくしているのにっ。

「余計なお世話っ」

「長い髪のミミちゃん、見てみたいな～」

　はぁ……だめだ。完全にからかいモード。ついてくるんじゃなかった。

「なにふてくされてるんだよ」

　湊の手が伸びてきて、私の少し膨らんだ頬に指で触れる。

　あ……。

　湊のつけている香水の香りがふわっと漂ってきて、意識なんてしていないのに、心臓がトクンと高鳴った。

　なにか言わなければと思ったとき、コーヒーが運ばれてきた。

　コーヒーのおかげで、ふんわり漂う湊の香水の香りが消された。

　湊はいつものように、コーヒークリームとお砂糖を入れている。私はなにも入れずにそのままで、カップを持ち上げるとそっと口をつけた。

「コーヒーだけ見ると、ミミはオトナだよな。ブラックが好きってところが」

　まだからかうモードは続いているみたい。

「湊、飛行機の出発時間は？」

　現在の時刻は十六時を回っている。

「二十一時過ぎ」

　ゆっくりスプーンでかき混ぜると、湊もコーヒーを口にした。

「まだまだだね……」

　いつまで湊に付き合っていなきゃいけないの？　湊なら、お茶でもなんでも付き合ってくれる女の子は列をなしていそうなのに。あ……そうか、実家に用があって、たまたま私に会ったから、暇つぶしをしようって魂胆なんだ。

「そうだな。親父に用があって早く着きすぎた。時間持て余すな……」

　ということは、もうおじさんとの用は終わったらしい。

　湊はスッと私から視線を逸らし、窓の外を見た。その横顔は少し眠そうに見える。

「眠そうだね……実家で寝てくれば？」

　高校の頃、いつ遊びに行っても湊は寝ていた記憶がよみがえる。寝る子は育つって言うからね。

　外を見ていた湊はコーヒーをもうひと口飲み、カップを置く。

　私も飲もうとカップを持ったところで、湊が信じられないことを言った。

「ミミ、ラブホ行かない？」

　――ガチャン！

　驚いてカップを乱暴に置いてしまう。

「み、み、湊っ？　なに言ってるのっ!?」

「そんなに目を白黒させるなよ」

　口元に笑みを浮かべながら、余裕の表情の湊だけど、今の私はおそらく顔も、どこかしこも真っ赤になっているはず。

　かぁーっと熱くなる身体。

「湊！　からかいすぎだよっ！　心にもないこと言わないで！」

　湊とホテル？　ありえないっ。私たち、恋人同士じゃない。ただの幼なじみ。

「本気だったら、付き合ってくれるの？」

「はぁ？」

　私の語尾が上がる。

「そもそも、その付き合っての意味って、ホテルだけの話でしょう？　好きじゃない人となんて、できるわけないじゃん！」

「ミミ、話ちゃんと聞いて。本気だったらって言ったんだよ？」

「本気なわけないでしょ？　そんなにしたいなら、今からでも彼女呼べば？」

　今、湊に付き合っている女性がいるのか知らないけれど、いたらいたで、簡単にほかの女をホテルに誘う湊はひどいオトコだ。彼女がいるのに、ほかの女の子と寝ようだなんて信じられない。

「今、彼女いないし」

　神様、いったい湊はどうしたのでしょう。ただ……ただ……その……溜まっちゃってるから……だ、出したいとか……？

「百面相して、なに考えてるんだよ」

　湊にじっと見つめられて、思わず顔を引く。

「もう、よくわかんない」

　そう。私の頭の中はパニックを起こしている。

「本当、ミミはお子様だな。今のは冗談だよ。久しぶりに会ったから、からかいたくなっただけ」

　じょ、冗談？　私、がっかりしてる？　ううん。そんなことない。絶対ないっ！

　ドキドキさせられすぎて、急に体の力が抜けた。

「からかいすぎっ！　バカ湊っ！」

「ミミの貧弱な身体じゃ、そそられないしな」

　ひ、貧弱ぅ～？　こう見えても胸はＤカップですっ！

　どこに目をつけているのと言いたいところだけど、開いた口を閉じた。

「湊と会話していると疲れる。もう帰ろうよ」

「冷たいな。ミミは」

「湊のせいでしょっ。湊が誘ったんだから、おごってね。ごちそうさまっ！」

　私は立ちあがると、湊を待たずに出口に向かった。

　ＢＭＷの前で待っていると、キーを弄もてあそびながらゆっくりした足取りで湊が戻ってきた。楽しそうに、少し口元を緩ませている。

「どうやら俺たち、見合いしているように思われたらしい。見合いの相手怒らせちゃったみたいですね？　って、レジで言われた」

「え？」

「俺たちの格好が、そう思わせたみたいだな」

　助手席のドアを開けた湊は、前を回って運転席に乗り込もうとした。そこでまだつったっている私を見る。

「なにボケッとしてるんだよ？　早く乗れよ。送っていくから」

　さっきの会話はなんだったのだろうかと思うほど、ごく普通の湊。送ってもらわなくてもいいと言おうとしたけど、ちょっと距離があるから歩いてヒールを傷ませずに済む。そう考えて助手席に座った。

　自宅に戻る道すがらステアリングを握る湊が、不意に口を開いた。

「土産、なにがいい？　買ってきてやるよ」

「本当になんでもいいの？　それだったら、一番高いやつ」

「がめついの」

　高いお土産が欲しいわけではない。わざと困らせようと言った私に、湊はふっと笑った。




　その夜、お風呂に入っていた私は時計を見て湊を思い出した。たまたま目に入ったデジタル時計が二十一時を過ぎていたせいだ。

「湊、もう離陸したよね……」

　バスタブで温まりながら、カフェでのことを思い出す。

「どこをどう見たら、私の身体が貧弱だって言うかな～」

　湯に浸かっているせいで、友達からは身体の割には豊満だと言われる胸の膨らみが、より膨らんでいるように見える。

「ラブホに行こうだなんて、からかいすぎだよ」

　昔からモテてていたんだから今だって、ガールフレンドのひとりやふたり……。女の子だって湊ならと簡単に抱かれそう。モテるから、湊はどこか感覚が狂っているんだ。

　湊が女の子を抱いているシーンがぽわんと脳裏をかすめ、思いっきり頭を振る。

　私ったら、なに意識しちゃってるんだろう。

　熱くなった顔をパタパタと手で扇ぐようにして、バスタブから出た。










『美び人じん堂どう』という名の




「ありがとうございましたー」

　最後のお客様を出入口まで見送り、シャッターの開閉スイッチを作動させた。

　私が勤めているのは大手旅行会社。女子大を卒業してから、この旅行会社の渋しぶ谷や支店に勤務し、お客様を接客するカウンター業務を担当している。

　湊と会ってから、二週間が経っていた。

　最近、どういうわけか湊の姿が頻繁にチラついて睡眠不足気味。そのせいでお客様と話している最中にも眠気に襲われて、送り出した途端にあくびが……。

　――トン！

　大きな口を開けたとき、肩が叩かれた。

「うへっ」

　驚いて、私の口から変な声が出てしまう。

「安西さん、今日これからの予定ある？」

　肩を叩いたのはこの旅行会社に同期入社した久く我が晴はる香か。すっとした面立ちの日本美人で、彼女の自慢はシャンプーのＣＭにでも出られそうな長い黒髪。業務中は邪魔になるから、後ろでひとつに結んでいるけど、シュシュを外しても跡が残らず羨ましいほど健康な美しい髪。

「これから……？」

　私は壁にかけられたごく普通の時計を見た。

　現在の時刻は十九時を少し回ったところ。これから最後に入った予約を確認しなければならない。

「ええ。さっきね？　菊きく池ちさんとお店の話で盛り上がっちゃって。それなら今日行こうってことで」

　菊池さんというのは、発券課に配属された同期。彼女は恐ろしくキーボードを打つのが速い。毎日大量のチケットを発券する発券課にうってつけの人物。

「行きたいところってどこ？」

「新宿にある美人堂ってところへ飲みにね」

　初めて耳にするお店。飲みに行くだけなら、駅前の居酒屋でいいのではないかと思う。しかもここは渋谷で、居酒屋ならいくらでもあるのにと、私は少し迷った。

「予定、なにもないんでしょ？　明日、安西さんはお休みだし。ＯＫでいいわね。じゃあ、二十時までに仕事を終わらせてね～」

　土日の集客が大事な旅行会社。私たちの休みはシフト制で、明日の月曜日、私は休みになっている。久我さんは私の返事を待たずに行ってしまった。

　背中で左右に揺れる黒髪を見ながら、「明日は休みだし。ずっと寝ていられる。まっ、いいか」とひと息ついて席に戻った。

　予約を処理し終えたのは、約束の時間の十分前だった。机の引き出しからバッグを出して更衣室に入ると、久我さんと菊池さんがいた。

　同期入社の親睦を深めるために、活動的な久我さんを中心に時々飲みに行ったりしている。

　私はふたりが話に花を咲かせている間に、ロッカーを開けて制服を脱ぎ、細身のジーンズとブラウスに着替え、白いジャケットを羽織る。

　六月初旬のこの季節、日増しに気温が上がり、そろそろジャケットはいらなくなってきた。でも、たまに肌寒いときもあるし……と、薄手のジャケットを最近ではチョイスしている。

　少し高めのパンプスにはき替え、ロッカーに備えつけの小さな鏡をのぞく。鏡の中の自分は、側で待っている大人っぽい彼女たちとは異なり幼い容姿。どんなに頑張ってみても、この髪型だからなのだろうか、高校生に間違われるときもある。会社ではお客様からアルバイトだと思われるときも。

　飲みに行くのだからと、化粧ポーチを開けてファンデーションは軽くはたき、オレンジ系のリップグロスを塗る。透明感のある美肌はみんなから羨ましがられるけど、チークを少し塗っただけで目立ってしまうし、あまり気に入っていない。だから、夏のボーナスが出たら南の島へ行って、思いっきり日焼けをしようと計画を立てている。




　山手線で新宿駅まで行き、目的の場所まで歩く。

　ふたりも場所はわからないらしく、スマホのマップ機能で場所をたしかめながら先を歩いている。

「ねーねー。そこの白いジャケットを着たお姉さん～」

　ふたりのあとを歩いていた私は、少しよれっとした黒いスーツを着た金髪男に腕を掴まれた。強く掴まれた腕。ムッとしながら立ち止まって金髪男に視線を送る。

「あ！　もしかして高校生？　ごめんね～。社会人になったら来てね」

　私の顔を見ると、客引きのホストが苦笑いしながら手を離した。

　高校生に見られて腹が立ったけれど、久我さんたちはこちらに気づかずに歩いていってしまう。置いて行かれないように、ひょろっと背だけ高いホストを睨みつけて、ふたりを追いかけた。

　キラキラ輝くＬＥＤの看板を雑居ビルの二階に見つけたのは、それから少し経ってから。ピンクの看板に『美人堂』って書いてある。

「あったわ！」

　この看板、居酒屋っぽくないんだけど……。むしろキャバクラみたいで……。

　ふたり並んで歩けないくらいの狭い階段を、上がっていく久我さんと菊池さん。私もふたりのあとをついていく。

　あーお腹空いたな。なに食べよう……。

　そんなことを考えながら、お店の中へ入った私を驚かせる声が待っていた。

「いらっしゃ～～～～いませぇ～～」

　目の前に現れた女性に、私は目を大きく見開いた。

　え……？　え？

「三名様ですかぁ～？　こちらへどうぞぉ～」

　おネエ……？

　戸惑う私の腕に腕を絡ませ、久我さんがにっこり笑って席に向かう。

　白いソファに座らされても、私の目は案内の女性……いや、ニューハーフに目が釘付け。

「美み里さとですぅ。あら～どうしたのかしらぁ？　この子、びっくりした顔をしてるわ」

　私に顔を近づけ、長いつけまつげをバサバサさせて聞いてくる。

　この方……美しいニューハーフというより、ごっつい熟女。

「すご～い！　美里さんって、テレビに出てますよね？」

　菊池さんが身を乗り出さんばかりに聞いている。

　そんなに有名なニューハーフさん？

「嫌だわ～。知ってるのぉ～？　うふふ。時々ねぇ～。美里ママって呼んでねぇ。お飲み物は水割りでいいかしらぁ？」

　えっ？　水割り？　お腹が空いているから飲めないよ……。

　ふたりは水割りを注文している。

「あのっ！　み、美里さん、お食事メニューはありますか？」

　美里ママが近くを歩くニューハーフさんを呼び止め、水割りのセットを頼んでいるところを遮って聞いてみる。

「あらっ、この子ったら子供みたいなこと言うわね。本当に成人しているのかしら？」

　私の顔をじっとのぞき込むようにしてみる。

「こう見えても二十四歳です。お腹が空きすぎて……」

「うふっ。わかったわー。美味しいパスタ作ってあげるわ。あ、パスタはお好き？　それから私は美里ママよ～」

「あ、はい」

　美里ママの調子につい引き込まれてしまう。やっぱりニューハーフの人ってすごいなぁ。

　熟女風おネエ様はにっこり笑って席を立ち、腰を妖よう艶えんに振りながらカウンターの方へ行ってしまった。

　代わりに美里ママよりはごつくない、そう言っては失礼だけれど、割とキレイなニューハーフさんが水割りを作り始めた。

「明あき菜なですぅ。どうぞお見知りおきを～」

　手早く作った水割りを、私たちの前に置いていく。その所作はなんとも女らしい。

　そこで気持ちの余裕ができて、私はお店の中を見渡した。それほど広いスペースではないけれど、男性や女性グループがいる。

　あ！　超がつくくらいキレイな人、みっけ！

　奥のテーブルで男性の相手をしている女性。

　あの人もニューハーフ？　それとも男性と一緒に来た女性？　少し暗い部屋だから、よくわからない。

　久我さんと菊池さんは、明菜さんとホストの話題で盛り上がっている。

　ニューハーフといわれる彼女たちのトークはテレビでしか聞いたことがなかったけれど、三人の会話を聞いていると、本当に人を楽しませるのが上手なんだと思う。

　三人の会話に加わった私。でも、ホストの話に盛り上がれず、いつの間にかあの女性に視線がいってしまう。どうしてもあの女性が気になるのだ。

「お待たせぇ～」

　素敵な低いハスキーボイスの美里ママが、大皿を運んできた。

　食欲をそそるいい匂い。美里ママが作ってくれたのはナポリタンだった。おしゃれな感じではなくて、まかない食って感じのナポリタン。

「美お味いしそう」

　早く胃の中におさめないと、お腹が鳴りそうだった。

「美味しそうじゃなくて、間違いなく美味しいわよ。お食べなさいな」

　取り皿にたっぷりよそってくれる。

「いただきま～す」

「お洋服、汚さないように食べるのよ」

　うわっ、なんだかお母さんみたいな発言。クスッと笑ってから言われた通り、注意しながら食べ始める。

　おいしっ！

　久我さんと菊池さんも、ナポリタンの美味しさに目を丸くしている。

　食べていると、露出が少ない水色のドレスを着た先ほどのキレイな女性が視界に入った。思ったより背が高い。モデルのような美しさ。

「紅べに緒おちゃん、熊くま田ださんはお帰りになったの？」

　美里ママが、私たちの後ろを通る美人さんに声をかけた。

「ええ」

　紅緒さんっていうんだ。やっぱりニューハーフなの？

「じゃあこちらへいらっしゃいな。可愛いお客様を紹介するから」

　美里ママが手をひらひらさせて手招きしている。

「失礼しま～す。紅――」

　紅緒さんはにっこりと素敵な笑顔で久我さんと菊池さんに向けてから、私に視線を移したとき、言葉が止まった。

　どうしたんだろう……？

　小首を傾げる私に、紅緒さんは笑みを取り戻し挨拶する。

　ブルーのコンタクトレンズ入れてるんだよね？　彫りが深く、外国人にも見える。

「紅緒です。よろしくお願いします」

　久我さんの隣に座り、優雅に脚を組む。

「うわー、紅緒さんってとてもキレイですね。本当は女の人じゃないんですか？」

　久我さんも紅緒さんがキレイだって思っているんだ。

「あら～。紅緒ちゃんはれっきとしたニューハーフよ～」

　含み笑いにも見える笑顔の美里ママ。なんとなく違和感を覚え、久我さんの隣に座る紅緒さんを、身を乗り出して見る。

　誰かに似ているんだけどな……。

「ほらほらぁ～、お腹が満たされたら、飲みましょぉ～～～～」

　二杯目の水割りを差し出されて口を付ける。

　水割りは、あまり好きじゃない。

　ほかの飲み物を飲みたいと思って周りを見ても、水割りを飲んでいるテーブルばかり。

　う～ん……。まあ、いっか。飲み物より、おしゃべりが楽しいし。

　美里ママや明菜さん、そのほかのおネエ様方は弾丸トーク炸裂。でも、紅緒さんはほとんど話さない。このお店の異色キャラみたい。

　まあ、一番の美人さんだから、きっといるだけでいいんだよね。しかし、誰かに似ているんだけど……女優さんかなぁ……。

「あら～？　みうみちゃん、飲んでいないじゃなぁい？　ぐっとぐっとお飲みなさいな」

　私の水割りのグラスを美里ママは持って、押しつけてくる。それほどお酒に強くないから、これ一杯飲んだら、酔っちゃいそうなんだけどなぁ……。

「美里ねえさん、ちょっといいですか？」

　仕方なく、グラスに口をつけたそのとき、突然、紅緒さんが立ち上がる。

「いいわよ～、紅緒ちゃん。少しお待ちくださいね～」

　美里ママは私たちに断ると、紅緒さんとともにバックヤードに入って行った。ふたりが抜けても絶好調の明菜さんがいる。

「カラオケではさぁ～、どんな歌を歌うのぉ？　あたしはさぁ～」

　大人気の女性アイドルグループの名前を言う。やっぱり歌も女の子の歌を歌うんだ。

　何気にニューハーフさんを分析している私がいる。

　少しして美里ママと紅緒さんが戻ってきた。

　美里ママはフルーツの盛り合わせをテーブルの上に置く。

「これはサービスよ～」

　私はちょうど食べたかったフルーツを見て喜ぶ。

　美人堂が好きになったかも。楽しいし。

「ねえ、ねえ？　みうみちゃんって、漢字はどう書くの？」

　美里ママが突然、メロンに手を伸ばした私に話題を振ってくる。

「え……美しいの美に……海です」

「素敵な名前じゃないっ。でもみうみちゃんって呼びづらいのよね。そうだわ！　うを取って、ミミちゃんはどうかしらぁ。可愛い名前だし、あなたにピッタリよ！」

「そ、そんな！　呼びづらいなら安西で……」

「嫌よ～。せっかく可愛い名前なんだからぁ～。あらっ、子猫ちゃんみたいね～」

　美里ママに抵抗できるはずもなく……ここだけなら、いいか……。

　久我さんと菊池さんのふたりを見ると、明菜さんと話をしていて気づいていない。

　職場で言われたら嫌だから、ホッと胸を撫で下ろした。

　そう思ったのもつかの間、美里ママはやたら「ミミちゃん、ミミちゃん」と名前を連呼するものだから久我さんと菊池さんも「ミミちゃん」って呼ぶようになってしまった。

　はぁ……。

　ため息をついたとき、ふと視線を感じて見ると、紅緒さんがなにやら口元を歪ませ堪こらえている。

　なんで……？　もしかして紅緒さんも、猫みたいなんて思っていたりする？

　それから少しして、紅緒さんは彼女目当てに来たお客様のテーブルへ行ってしまった。

　美里ママや明菜さんとの楽しい会話で、時間があっという間に過ぎ、そろそろ帰ろうか、と言ったときには、終電まであと二十分となっていた。

「また来てねぇ～」

　美里ママたちの賑やかで弾む声に見送られ、私たちは駅まで走った。

　タクシーに乗って帰る余裕なんてない。なにがなんでも終電に乗らないと。

　路線の違う久我さんたちと別れ、ギリギリ終電に乗り込むと、混雑する車内でひと息ついた。

　ふぅ……乗れてよかった。

　ポケットの中のスマホが振動していることに気づく。取り出して見てみるとメールだった。

　開いてみると、【湊】の文字にドキッとなる。

【今どこにいる？】

　え？　なにこのわけのわからないメールは……？

【電車の中】

　混雑している電車の中。やっとこれだけ打つと湊へ送る。

　そして、すぐに……。

【ならいい。気をつけて帰るんだぞ】

　う～ん。まるで今まで私が外にいたのを知っていたかのようなメールなんだけど。もしかして、実家に来ていたのかな。あ！　お土産、渡すつもりだった？　きっと小さな自由の女神像とか、アメリカ国旗柄のカップとか、そんな類なんだろうけど、私はひそかに楽しみにしていた。










突然のデートの誘いで




　翌日は仕事が休み。ゆっくり寝ていられる。そう思っていたのに、九時過ぎに鳴り響いた電話で起こされた。薄目でスマホの画面に出る湊の名前を確認する。

　湊……せっかくのお休みなんだから、早くからかけてこないでよ……。

　スマホが鳴っている中、もう一度目をつぶり思う。しばらく鳴らしておいたけれど、鳴りやまない。

「もしもし……」

　眠気には逆らえないの……不機嫌でごめんね。

　こんな態度ができるのも、幼なじみの湊だからだ。女友達だったら、即嫌われる。

『寝起きの悪さは治らないな』

「知っているなら、かけてこないでよ……」

『デートしようぜ』

「んー」

　えっ？　デート？　今、デートしようぜって言った？

　一気に目が覚める。

『一時間やるから、支度しておけよ』

　湊は私の「んー」を肯定の意味で受け取ったみたいだ。

「あ！　湊っ！　まっ――」

　私の待っての言葉を待たずに、電話は切られた。ベッドの上にガバッと起き上がり、今の会話はなんだったのかと思い返す。

　湊が私をデートに誘った……なんで突然……？　今日は月曜日だよね？　湊は仕事じゃないの？

〝？〟マークばかりが頭の中でたくさん広がっていく。

　断らなきゃ。

　スマホを手に、湊の番号を探す私の手が止まった。

　湊に誘われて嬉しくないわけがない。誘ったのは、きっとお土産を渡す口実なのだろう。




　先週買ったばかりのレモンイエローのワンピースを着て、寒さ対策にカーディガンを手にする。下へ降りるとお母さんがいた。

「あら、早いじゃない。今日は休みなんでしょ？」

　これから干そうと、洗濯かごを持ったお母さんに驚かれる。

「湊と出かけてくる」

「湊くんと？　珍しいわね。どういう風の吹き回しかしら？」

　湊が大学の途中でひとり暮らしを始める前までは、たまに映画とか買い物に出かけていた私たちだけど、最近はそんなことはなかった。

　お母さんはキョトンとした顔のあとに、うふふと薄気味悪い笑みを浮かべると、私の横を通って行ってしまった。

　なんで薄気味悪い笑顔を浮かべるの？

　小首を傾げて階段を上っていくお母さんの後ろ姿を見送ってから、バッグとカーディガンをソファに置いて洗面台に向かう。

　湊は本当に一時間後に来た。あらかじめ門扉の外に出て湊を待っていた私は、近づいてくるシルバーのＢＭＷが停まるのを見ていた。

　車が停車すると、湊が降りるのを待たずに助手席のドアを開けて座り、運転席を向く。

「湊っ、なんでデートなの？」

「たまにはいいだろ。シートベルト締めろよ」

　湊はそっけなく言ってから、アクセルを踏んだ。

　シートベルトをしめた瞬間に車を発進させるから、背中がシートにググッと引き戻される。

「もうっ、デートの相手にいつもそんな乱暴なのっ？」

「そんなわけないだろ」

　前を向いたままさらっと答える湊。

　ってことは、私だからどうでもいいって感じ？

「どこに行きたい？」

「どこでもいいけど、美味しいお刺身が食べたい」

「本当、ミミは食い気だな」

「いいでしょ！　どこ行きたいって聞いたのは湊だし」

「じゃ、デートの定番中の定番、江えの島しまあたりまでドライブしようか？」

　江の島って、デートの定番だったの？　湊は何度も彼女を連れていったりしているのかも。

　月曜日で首都高速道路は少し混んでいたけれど、それを抜けると車はスムーズに江の島に向かっている。

「昼飯にはまだ少し早いけど、先に飯食う？」

　海沿いの国道を走っていると、海の幸を売りにしている食堂を目にするようになった。

「うん！　朝食食べてないからお腹空いてるんだ。ふたり分でも食べられそう」

「恐ろしい食欲だな」

　湊が笑って言う。

「湊っ！　本気にしないでよ。もののたとえなんだから」

「お！　ミミ、あそこにしよう」

『さしみ』と書かれた大きな看板を見た湊は、車のスピードを緩めた。

　お店は広くキレイで、これで美味しかったら文句なしといったところ。

「なににする？」

　席に座って写真付きのメニューを差し出された。

「もちろん！　お刺身定食！」

　湊も同じものに決めて、女将さんにオーダーする。

　湊は、清潔感のある白いカッターシャツとジーンズの、シンプルないでたち。それにターコイズとシルバーのネックレス。

　やっぱりカッコいいわ。会社の男性社員に湊みたいなイケメンはいないから、こうして連れ出してもらうのも目の保養になっていいかも。

「ミミ、今日はわざと大人っぽい服装にしたのか？」

　前言撤回……口を開くとからかう湊に舌を突き出した。

「湊だって、社会人に全然見えないんだからっ」

「口数減らないな。男と付き合って、可愛げのある女になれよ」

「はいはい。そのうちにね。湊も私のことばかり言ってないで、好きな子連れてくればいいのに」

「ミミといるとラクなんだよ」

　私といると、ラク？　それって、完全に女として見ていないってことじゃない。

　でも、湊のひと言ひと言に傷ついていたらキリがない。

「私も湊といるとラクだよ。気を使わなくて済むし」

　本当は湊といると少し緊張する。心臓が急にドキドキしてきたり、身体が熱くなったり……。それを意識しちゃうと、きっと湊と話せなくなる。だから、湊に付き合って軽口を言い合うのがラク。

「ミミ、お前さ――」

「お待たせしましたー」

　湊が言いかけたとき、女お将かみさんが両手にトレーを持って現れたので口をつぐむ。

「わぁ～美味しそう～」

　目の前に置かれた刺身定食の豪華さ。

「ご飯のおかわりサービスですから、言ってくださいね」

　女将さんはにっこり笑顔もサービスして、去って行った。

「湊、おかわりサービスだって！」

「そんなに食べられんの？」

　おかわりに喜ぶ私に、湊は呆れた顔になる。

「それはわからないけど……湊は男なんだから食べられるでしょ？」

　湊は肩をすくめて、お刺身のマグロから食べ始めた。




「結局おかわりしなかったな」

　早めの昼食が終わって、江の島に向けて車を走らせる湊が言った。

「うん。お刺身のほかにも茶碗蒸しや、煮物にサラダまであったから」

「まあな。男の俺でも量がハンパなかった」

「ね、さっき、なにか言いかけなかった？」

「ん？　ああ。昨日、どこに行ってたんだよ。あんな時間に帰ったら危ないだろ」

「昨日ね、面白いところに行ったの」

『美人堂』の美里ママたちを思い出し、自然と顔がにやける。

「面白いとこ？」

「うん。湊はニューハーフのお店に行ったことがある？」

「なくはないよ」

「ニューハーフさんって、楽しいよね～。あの毒舌感が面白いの。それに女の人でも敵かなわないくらいの美人のニューハーフさんもいて」

「ふうん」

　湊は私の話をちゃんと聞いているのか……適当に返事をしているみたい。

「湊、聞いてるっ？」

「聞いてるよ」

　あ！　美人のニューハーフさん、湊に似ているんだ！

　そう思っても、口に出して言えないわ。言ったら、絶対不機嫌になる。俺をニューハーフと一緒にするなって怒りそう。

　江の島に入り、前方左に駐車場が見えてきた。湊によると、ここが参道に近いらしいのだけど、平日のせいか、停まっている車はまばらだ。

　湊は車を駐車場の方向へ進め、空いているスペースに停めた。

「歩いてみるんだろ？」

「うん。もちろん」

　湊がエンジンを切るのを待って外に出ると、潮の香りに包まれた。梅つ雨ゆだけど、今日は晴天に恵まれた。潮風が心地よい天気。両手を上げて伸びをしたくなる。

「そのパンプスで上の展望灯台まで歩ける？」

　湊が私の足元を見て聞いてくる。それほどヒールは高くないから大丈夫だろう。

「平気。ここまで来たなら行かなきゃ」

　そう言ってはりきったのだけど……上に着く頃には脚がパンパンで痛くなってきていた。それに、しだいにカップル率が多くなって、気づくと数組のカップルだけになっていた。私たちもそう思われているのかもしれないけど。

　高台にある柵がびっしりと南京錠で埋め尽くされているのを見て、なんだろうと不思議に思う。恋人の名前が書かれた南京錠がいっぱいあって、びっくりした。国内より海外に興味のある私は、そこが恋人の丘と呼ばれていることなんて知らなかった。

　カップルたちは相模さがみ湾を眺望できる場所にある鐘を鳴らそうと順番を待っている。恋人たちが次々に鳴らしていくのを見ていると、湊が顔をのぞき込むようにして私を見た。

「ミミ、鐘鳴らそうか？」

「まあ、なんでもやっておきたいし……鳴らしたい」

　湊と並んで一緒に鐘を鳴らした。鳴らし終えて湊を見ると、なにやら意味ありげにメガネの向こうの目が笑っていた。

「なんで笑ってるの？」

「この鐘ってさ、カップルが一緒に鳴らすと別れないって言い伝えがあるんだよね」

「えっ？」

　湊は観光案内を私に渡した。受け取った私はそこに書かれてある文を目で追う。

『龍りゅう恋れんの鐘といって、その昔、海に住む五頭を持つ邪悪な龍が、島に現れた天女に恋をし、改心の末に結ばれるという島の伝説があり、ここで鐘を鳴らしたカップルは決して別れないと言われています』

　私たちは恋人同士じゃないんだから、関係ない、関係ないっ。

「もう俺たち、一生離れられないかもな」

「湊っ！　なに言ってるの？　彼女とここへ来たことあるんでしょ？　で、どうだったの？」

「鳴らさなかったから、別れたのかな」

　さらっと言う湊。

「なんで鳴らさなかったの？」

「その話、知ってたから。いくらなんでも数回デートした相手とできないよ」

　え……？　じゃあ、どうして私と？

「湊でもそんな言い伝え、信じてるんだ？」

　聞きたいのはそんなんじゃなくて……。

「たいして信じていないけど、ミミだから一緒に鳴らしたんだ」

「湊？」

　湊の言いたいことがわからない。恋人同士でもないのに……。

「湊、今度彼女と一緒に来て鳴らせばいいんだよ。私と鳴らしたことなんて帳消しになるから」

　私の口から適当な言葉が出る。湊はいつものように私をからかっているんだ。

「ミミ」

　ずいと近づいた湊は私の両肩に両手を置いた。いつになく湊の真剣なまなざしが怖い。

「み、湊？　なんかおかしいよ？」

　ピンと張りつめた空気を和らげるように、私は「ははっ」と乾いた声で笑った。

　じっと見つめる湊は一瞬目を閉じてから、大きくため息をついた。そして私の肩に置かれていた両手が離れる。

「まったく。こういう雰囲気になっても、そうやっているから彼氏ができないんだよ」

　湊は私のおでこを軽く指で弾くと、歩き始めた。

「イタッ！　もうっ！　なんなのよう！」

　おでこを擦りながら、先を歩き始めた湊のあとを追いかける。

　湊の後ろ姿を追いかけながら、昔のことを思い出した。

　私が高一で湊が高二のときだった。同じ高校の三年生だった高たか野の先輩を好きになった私は湊に恋の相談をした。高野先輩は北ほっ海かい道どうの獣医学部のある大学に進学が決まっていて、二ヶ月後には北海道へ行く。それでも好きだった私は湊を介して高野先輩と付き合い始めた。あの頃は遠距離恋愛になってもいいから高野先輩と付き合いたかった。数回のデートのあと、高野先輩は北海道へ。毎日メールや電話で話をしていたけれど、しだいにそれは少なくなって……夏前にはメールを送っても返事が来なくなった。そして、ある日【もう別れよう】のメール。

　好きだった人にそう言われて、落ち込んだ。落ち込む私の側にいてくれたのは湊で、外に連れ出してくれて、元気づけてくれようとした。「あんな奴のことなんか忘れろよ」って。

　昔のこと、思い出しちゃった……。

　ハッと我に返ると、湊は数メートル先を歩いていた。

「あ！　湊っ、待ってよ」

　私がついて来ていると思っているのか、どんどん先に行ってしまう湊を呼ぶ。

　湊は立ち止まり振り返ると、私のところに戻ってきた。

「ミミが短い脚だってこと、忘れてた。ほら」

　手を差し出され、無意識にその手を握る。昔からそうだった。疲れると湊は手を差し伸べてくれる。

　湊は私の歩調に合わせて歩き始めた。ちょっと引っ張り気味だけど。










高価すぎるお土産




「ただいま～」

　ＢＭＷのテールランプが見えなくなると、車から降りるときにもらった紙袋を持って家に入る。

　実家に寄ればいいのに……と言ったのだけど、湊は寄らずに帰っていった。

　おじさんもおばさんも、ひとり息子の湊がいなくて寂しそうなのにな。

「お帰りなさい。早かったのね？　湊くんは？　実家にいるの？」

「ううん。そのまま帰った。はい。おまんじゅう。湊が買ってくれたの」

　おまんじゅうの箱をお母さんに渡し、そそくさと二階へ上がる。

　湊からもらったお土産が早く見たい。きっと、私が想像しているアメリカーンな物だと思う。でも、持った感じでは小さな紙袋はとても軽くて……。

「ん？」

　明るい部屋で紙袋を目の前にかかげてみて目を疑う。

「まさかね」

　湊が高級な宝飾品を買ってくるわけがない。

　目を擦こすり何度見ても、超有名宝石店のロゴが主張するように輝いている。

　ベッドの端に腰をかけ、膝の上の紙袋を開けてみると、中からキレイに包装された小さな箱が出てきた。

　それを手に取り、じっと見る。

　じっと見つめても、中身がわかるわけじゃないんだけれど、どうしてこれがお土産なのか……？

　おそるおそる包装紙をはがし、箱を開ける。ロイヤルブルーのベルベッド台の上にあったのは、リーフの形をしたピアスだった。

　ダイヤモンドだよね……？　それともジルコニア……？

　ジルコニアなわけないか。この宝石店は世界各国、銀座にも店舗があって、予約をして行くのが当たり前なくらいの高級店だ。私には手の届かない世界の宝石店。

　唸うなりながら台座の上のキラキラ無数の光を放つピアスを何度も見てしまう。

　わからない！　なんで、こんなものがお土産なのっ！

　バッグからスマホを取り出して、湊の番号を探そうとする手が止まる。

　そうだ……まだ運転中だよね。

　恐れ多くてピアスに触れられずに蓋を閉めると、紙袋にしまいドレッサーの上に置いて部屋を出た。

　お風呂に入っている間も、ずっと湊の最近の行動や言動を考えてしまっていた。

　いったいどうしたの？　急にデートしようって言ったり、ホテルに誘ったり……。冗談だったけど。お土産だってありえない物だし……。

「美海？　お風呂で寝てるの？」

　バスルームのすりガラスのドアをガバッと開けて、顔をのぞかせたのはお姉ちゃん。

「きゃっ！」

　半身浴中の私は驚いて湯船の中に身体を沈める。

「急に入ってこないでよ！」

「なに慌ててるのよ。もしかしてハダカ見られたくないとか？」

「当たり前でしょっ！」

「ふふーん。湊とデートしたんだって？」

　お姉ちゃんはのぞいた顔を引っ込めずに聞いてくる。

「デートって程じゃないよ。江の島までドライブしただけ」

「それって立派なデートじゃない。そのあとはホテルにでも行った？　もしかしてキスマークを見られたくなくて、首まで浸かっているとか？」

「はぁ？　お姉ちゃん！　なに言ってるの!?　湊と私はそんな関係じゃないしっ！」

　変な想像しないでもらいたいわ！

「もう出るんだから早く出て行って！」

　お姉ちゃんに向かってお湯をかけると、ニタリと笑ってからドアが閉まる。

　もうっ！　キスマークなんてありえないんだからっ。

　のぼせる一歩手前、私はバスタブから出た。




　湊、もう着いたよね。

　ベッドの端に腰をかけると、ドレッサーに置いた紙袋に目が行く。スマホを手にすると、湊の番号を出して呼び出す。

　三回目のコールで、湊は出た。

「湊、あのお土産はいったいなんなのっ!?」

『ミミ、いきなりなんだよ』

　眠そうな湊の声。

「だって！　あれ、本物でしょう？　あんなのお土産じゃないよ！」

『上司についていったら、うまいこと買わされたんだよ。それに一番高いやつってリクエストしただろう？』

「うまいこと買わされたって……そんなレベルじゃないでしょ？　あれは私がもらっちゃいけないものだよ。一番高いのって言ったのは、冗談だしっ」

『あげる彼女がいないんだから、ミミにあげたっていいだろ』

「そういう問題じゃ――」

『ミミ、眠いんだよ。いらないんだったら、これから返しに来ればいい』

「え……」

『今日中に来ないと、返品受け付けないから』

「今日は無理っ！」

『じゃあ、もらうしかないな』

　プツッと通話が切れた。

「湊っ!?」

　もうっ！　なんなのよう……今日中じゃないと受け取ってもらえないって……。

　深いため息が漏れる。

　時計を見ると二十三時を過ぎていた。

　これから行ったって二十四時を回っちゃう。行けないとわかって言っているんだ。明日、会社が終わったら、絶対に返そう。




　翌日、就業時間が終わると湊に電話をかけた。呼び出し音が鳴るばかり。

　電話に出ない気？

　それから何度もかけたけれど湊は出ない。

　マンションの郵便受けに入れる？　ううん。こんな高価な物を入れるなんてダメ。

　行き場のないピアスが入っている紙袋を見て、思わずため息が漏れた。

　それから数日が経った。

　バカ高いであろうピアスは、次の休みが来たら帰そうと、部屋のクローゼットの奥にしまってある。

　今日は忙しい土曜日。次から次へとお客様がやってくる。主に夏休みの海外旅行パッケージの予約だ。ようやくお客様の波が途切れ、乱雑になったパンフレットを整理していると、久我さんが近づいてきた。

「安西さん、今日美人堂へ行かない？」

　美人堂かぁ。お酒も飲みたい気分だし、美里ママの話でぱあっと楽しもうかな。紅緒さんで目の保養も。

　快諾すると、久我さんは嬉しそうに自分の席に戻っていった。




「いらっしゃいませぇ～～」

　美人堂のドアを開けると、世界が一変する。

「あら～。ミミちゃんに久我ちゃん。また来てくれて嬉しいわぁ」

　カウンターの中にいた美里ママが満面の笑みで出迎えてくれる。

「こちらへどうぞぉ～」

　前回と同じ席に座らされる。

「ミミちゃん、今日もお腹空かせているのかしら？」

「ナポリタンの味が忘れられなくて。いいですか？」

　このお店に来たのはナポリタンが食べたいせいもある。

「いいわよぉ～。待っててね。すぐに作ってあげるから」

　美里ママはカウンターに引っ込み、明菜さんがおしぼりを手渡してくれる。

「美里ママはねぇ～昔、洋食屋のシェフだったの。でも作ってくれるのはナポリタンだけなんだけどぉ～」

　そうなんだ。あの味なら納得だけど、ナポリタンだけって……。

　明菜さんが水割りを作っている間、お店の中を見渡して紅緒さんを探してしまう。今日来た目的は、美しい紅緒さん目当てでもある。でも、姿が見えない。

「ミミちゃん、誰かお探しぃ～？」

　明菜さんが水割りを私の目の前に置きながら聞いてくる。

「え……っと、いいえ……」

「そうなのぉ？　誰か気に入った子がいたら、言ってね」

「は、はぁ……」

　紅緒さんは今日来ていないのか、聞けばよかった。そう思っているところへ……。

「紅緒さん、今日はいらしていないんですか？」

　久我さんが紅緒さんの名前を出したことに驚いて、隣を見る。

「そうなの～。紅緒ちゃん、海外に行ってるのよぉ～」

「海外旅行ですかぁ～」

　久我さん、明菜さんの話し方に似てきてる……紅緒さん、海外旅行中なんだ……。

「私たち、旅行会社に勤めているんですぅ」

　久我さんの話し方は直らない。

「あらぁ～、そうだったのぉ～。じゃあ、安く行けるかしら？」

　明菜さんは身体の前で両手を合わせにっこり笑う。

「団体さんで企画しませんか～？　営業に言いますよ～」

　久我さんが何気にセールスしていると、美里ママがナポリタンを持ってきた。

「はい。ミミちゃん、しっかりお食べなさいな」

　美里ママは目尻を下げながらフォークを渡してくれる。

　これで頭でも撫でられたら、本当に猫みたいなんですけど。

「美里ねえさん、久我ちゃんとミミちゃん、旅行会社にお勤めですって。今度旅行企画しましょうよぉ～」

「あら～、そうだったの。旅行会社って、面白そうな職種よねぇ」

　私も最初は旅行が好きだし、面白そうって思ったんだけど……。

　そう言おうとしたとき、久我さんが口を開いた。

「そうでもないんですよ。みんながお盆とかお正月の休暇を楽しんでいる最中に仕事をしなくちゃならなくて、入社して半年で辞めようかなって思ったり」

　そうだったんだ。たしかに、みんなが楽しんでいるときに仕事だけど、まとめてお休み取れるし……お給料がいいわけではないけど、お客様の楽しそうな顔を見るのは好きだし、悪くない職業だと思うんだけどな。

「なんでもお仕事は大変よねぇ～。ミミちゃんは辞めたくならないのぉ？」

「今のところは……」

「それはいいことだわ～」

　それから、お店のナンバー２だというキレイなレイ子さんも話に参加して、楽しい時間があっという間に過ぎていく。

　そして、また私たちは終電に乗り遅れないように、駅に向かって走る始末だった。




「あ～雨降ってきちゃったね」

　カウンターで隣に座る久我さんが外を見て言う。

　今日の降水確率は五十％で、六月の梅雨の時期なんだから必ず降ると思っていた。それでも降り出したのは夕方。結構もった方だと思う。

　ジメジメするお天気で、店内は除湿中。雨のせいかお客様も少なくて、私は定時にあがれて更衣室に行った。制服から私服に着替え終えて、スマホをチェックする。

　あ……湊からのメール。

　急いで開いてみると、【外で待ってる】とだけある。

「外って……？」

　メールの入った時刻は五分前だった。

　急いで外に出てみると、大通りの街路樹の側でモスグリーン色の傘をさした湊が立っていた。

「湊っ！」

　湊の出現はどうしていつも突然なんだか。

　足早に近づくと、湊と目が合いドキッと心臓が音をたてた。

　な、なんで湊を見て、ドキッとしちゃうのよ。

「お疲れ。家に帰るだけだろ？」

「そうだけど……どうして……？」

「これから実家に行くんだ。その前に飯おごってやるよ」

「あ！　うちにも寄ってね。あれ、返すから」

　あれとは、ピアスのことだ。

　湊は歩き出していて、すぐ近くの路上のコインパーキングに停めた車に近づいた。

　もう！　わざと無視しているに違いない。

「ミミ、なにしてるんだよ。早く来いよ」

　振り返った湊はむすっとした顔をしている。

　イケメンの顔がそんな顔になると、服従しなくてはいけない気持ちになってしまう。ごはんおごってもらって、家まで送ってくれるのは嬉しいけれど、最近の湊は扱いづらいから戸惑う。

「なに食べたい？」

　助手席に乗り込むと、エンジンをかけた湊が聞いてくる。

「んー　どうしようかな。湊は？」

「俺はなんでもいい」

　車が動き出すと、大きな雨粒がフロントガラスに強く当たり出す。

「雨も降ってるし、車だし、家の近くのファミレスでいいよ」

　ファミレスなら和洋中、なんでもある。

「そうだな。じゃ、ファミレスな」

「ね、湊。実家になにか用があるの？」

「特にない」

　特にないけど、顔を見に行くんだね。

　おそらく私と湊がこの間ドライブに行ったのが、お母さんからおばさんに知られ、「来たのなら顔を見せなさい」と、小言を言われたのかも。




　自宅最寄り駅近くのファミレスに到着した。

「いらっしゃいませ」

　夕食時間帯を少し外し、雨も降っているせいでファミレスは空いている。

　湊はハンバーグセット、私はオムライスに決める。オーダーを済ませると、椅子の背もたれに身体を預けた湊は、ポケットからスマホを取り出した。

　メールが来たようで、湊はスマホをいじり出した。少し悩んでいるみたいで、手が何度も止まっている。

　きっと仕事のメールなのだろうと思う。株のトレーダーなんて、私にはわからない世界だけど。

　ぼんやり見ていると、湊はスマホをポケットにしまった。

「悪い」

「仕事、忙しいの？」

「まあね。新規の顧客の注文が細かくてな」

「ふうん……」

「お前は暇そうだな。仕事中に大きなあくびしてた」

　湊は口の端を上げて、思い出したように笑う。

「えっ!?　いつ？　私、あくびしてた？　って、なんで見てるのよっ！」

　たしかに眠くてあくびをしたかもしれない。見ていたなんて本当、人が悪い。

「退屈している猫みたいだったぞ」

「もうっ」

　いつのものようにからかう湊。でも、なんだかんだと文句を言いつつも、この会話が心地いい。

　三種類のフルーツシャーベットまでご馳走になって、ファミレスを出た。

　まっすぐ家に向かうと思ったのに、家とは別の方向に車を走らせていることに気づく。

「湊？　家に帰るんじゃないの？」

　湊は答えず黙って運転している。

　数分後、河川敷の広い場所に湊は車を停めた。辺りは真っ暗で、川向こうの駅周辺にあるビルの灯りが見えるだけ。

「どうしてここに来たの？」

「ん？　ふたりきりになりたかったのかもな」

　カチッとシートベルトを外した湊は、私の方へ身体ごと向く。

「湊っ！　冗談はいいから」

　目をそらせない強いまなざしで見つめられ、早口で答える。このシチュエーションに胸が暴れ始めていた。

「……ピアスのことだよ」

「ピアスは返すからね」

「そんなに気に入らないのか？」

「気に入るもなにも、お土産にしては高すぎるでしょ。彼女ができたらあげればいいのよ」

「……わかった。返せばいい」

　不機嫌に言った湊は正面に向き直ると、シートベルトをしてステアリングを握った。

　走り出しても口元を引きしめたまま話さない湊に不安になる。

「……怒ったの？」

「…………」

「湊……ねえ？」

「…………」

　ピアスをもらわなかったことで、ケンカをしたみたいな雰囲気にしたくないのに。

　あまりにも気まずい雰囲気が漂う車内。

　家に向かっているのだろうけれど、それまでには湊と仲直りしたい。

　私が強情だったのかな……湊の気持ちを無下にしたのかな……私が喜ぶと思ってた？

　湊の気持ちを考えなかった自分が嫌になる。

「……湊。ごめんね。ピアス、ありがたくもらう。ありがとう」

　そう言うと、湊は小さなため息をついた。

「クローゼットの奥にしまいっぱなしにしないで、ちゃんとつけろよ」

　う……私の行動はお見通しってわけなのね。

「うん。おしゃれしたときにつけるから」

　仕事中につけられるような代物じゃないし。

「ああ」

　ほどなく、車は本田家の二台分ある駐車スペースの片方におさまった。

　車から降りて傘をさした私は、運転席へ回った。ちょうど湊は降りたところで、濡れないように傘を差し出す。

「サンキュ」

　自分の傘をさした湊は、私の家の方に歩き出した。

「夕食、ありがとう。それとピアス……」

「まだ納得してないって顔だな」

「そんなことないよ。ありがとう。大事にするから。高価なプレゼントを湊から貰うのは、最初で最後かもしれないしね」

「まったく可愛げがないな。じゃあな。おやすみ」

　少し呆れたように湊は笑った。

「おやすみなさい」

　玄関を開けて入ると、振り向いて湊の後ろ姿を見送る。すぐに湊の姿が見えなくなった。

「美海？　なにそんなところにつったってるの？」

　後ろから声をかけたのはお姉ちゃんで、廊下から私を不思議そうに見ている。

「ううん。なんでもない」

　湊と食事をしたって言ったら、また変な勘繰りを入れるに違いないから。










昔好きだった人




　今日も雨。梅雨なのだから仕方ない。どしゃぶりの雨のせいか、お客様が少ない。

「安西さん」

　企画営業課の松まつ下したさつきさんが、押してきた台車を止めて、私を呼んだ。

「今日は暇よね？　このパンフに社判押しておいてね。終わったら、目立つ場所に出しておいて」

　返事をする間もなく、指示を出すと行ってしまった。

　私の後ろに置かれた台車を見て、呆気にとられる。

　一束、五百枚のパンフレットが四束……。

「私も手伝うわよ」

　隣の久我さんが、助け舟を出してくれる。

「ありがとう」

「でも、ひとりにやらせようだなんて、松下さんもなんだかな～って感じ。ここの社長令嬢だからって、なんでも指示すればいいってもんじゃないのにね」

「う、うん……」

　一年先輩の松下さつきさんは、私たちが働くインペリアル旅行社の社長令嬢。それに湊と同じ超難関大学卒の才女。課長クラスはもとより、部長クラスでさえ彼女に頭が上がらない。

　時々来店するお客様の接客をしながら、空いた時間を社判押しに回す。

　空模様がどしゃぶりから、小雨になってきた。そこへ自動ドアが開いた。

「いらっしゃいませ」

　その場で立ち上がりお辞儀をしてから、お客様を見ると驚きで目を大きく見開いた。

　まっすぐカウンターに向かってくる男性を見て思わず声が漏れる。

「高野……先輩？」

　平均的身長でスーツを着た男性は、私を見て少し考える表情になる。

「どこかで、お会いしたことが？」

　私を見ても思い出さないみたい。ちょっとショックだ。

　高野先輩の目が私のネームプレートに動く。

「あー！　もしかして美海ちゃん？」

「はい……そうです」

　彼は私が失恋した相手だった。なんかすごく気まずい……。

　私のそんな思いとは別に高野先輩は「懐かしいな～」と言いながらイスに座る。

「キレイになったから、わからなかったよ」

　照れ笑いを浮かべる高野先輩だけど、それは社交辞令だと思う。私は高校のときとあまり変わっていないんだから。

「いらっしゃいませ。今日はなにをお探しでしょうか？」

　仕事モードに徹しようと、にっこり笑顔を作る。

「ハネムーンのパックを探しているんだ」

　そこへ傘をたたみ、傘用のビニール袋に入れながら若い女性が入ってきた。

「いらっしゃいませ」

　その女性はまっすぐこちらへやってくる。

「ごめんなさい。待った？」

　高野先輩に話しかける。ということは、この人が結婚相手なんだ。

　先輩は彼女に優しく笑いかける。

　もう別れようと高野先輩からメールをもらったときは、悲しくて仕方なかった。でもこうして会ってみるとなんの感情もわかない。

　もう八年近く経っているもんね。

　九月に挙式が決まっているカップルは、新婚旅行にオーストラリアを予定しているらしい。一時間ほどいろいろなプランを出し合い、結局数種類のパンフレットを持って帰って行った。

　ふたりが帰ると、どっど疲れが出てきた。やっぱり緊張しながら話していたんだなと思う。

「安西さん、さっきの男の人と知り合いなの？」

　パンフレットに社判を押しながら聞いてくる久我さんは、高野先輩が気になったよう。

「高校のときの先輩なの」

「そうなんだ。やけに男性が安西さんに親しそうに振る舞うから、彼女はムッとしていたみたい」

「そんなに親しくないんだけれど……」

　それは私にもわかっていた。自分たちのハネムーンを決めるのに、彼女ではなく私に行きたいところを聞くとか、ベッドはダブルではなくシングルふたつがいいとか。美海ちゃんならベッドはどっちがいい？　とか。いろいろと話しかけられて嫌な気分だったし、彼女が気の毒になった。

「いるよね。ああいう男。なんか彼女が可哀想だったわ。結婚しても絶対に浮気しそう」

　課長が席に戻ってきたおかげで、私は返事をしなくて済んだ。

　高野先輩は久我さんの嫌いなタイプみたい。まあ、誰だって婚約者をそっちのけにする人なんて嫌だろうけれど。どうして私は好きだったのかな……。高校のときの甘酸っぱい想いは、よみがえってこない。

　それからは接客の合間を見つけて、パンフレットに社判を押す作業をして、なんとか就業時間内に終わらせることができた。

　退社して自宅のある駅に着き、改札口を出たところで背後から肩を叩かれた。帰宅時間がよく合うお姉ちゃんだと思い、笑みを浮かべて振り向く。

　予想に反して、後ろに立つ人物を見て笑顔が驚きに変わる。

「高野先輩っ！」

「美海ちゃん、今帰りなんだ。お疲れ様」

　高野先輩はひとりだった。一日に二回も会うなんて驚いてしまう。

「今日はいろいろありがとうね」

　親しげに笑う高野先輩だけど、仕事なんだからお礼を言われる必要はない。

「いいえ。ハネムーン、楽しみですね」

「まあね。美海ちゃん、ちょっとお茶しない？」

　高野先輩は駅に隣接しているコーヒーショップを指さす。

「でも……早く帰らないと……」

「コーヒーぐらいおごらせてよ。ね？」

　私の手首を掴んだ高野先輩は、強引にコーヒーショップを目指して歩き出す。

　お酒を飲みに行くわけじゃないし……コーヒーぐらいなら……。

　掴まれた手首を見て小さなため息を漏らし、仕方なくついて行く。

　しかし、数分後には、なんでついてきちゃったのだろうと後悔していた。

「美海ちゃん、彼氏はいるの？　可愛いからいるに決まっているよね。いなかったら紹介するよ」

　余計なお世話なんですけど……。

「彼氏、います」

　そう答えた方が面倒にならなさそう。

「そうなんだ。可愛いからね。今思うと、もったいないことしたな」

「えっ……？」

　私はアイスコーヒーを飲もうとストローを口にしたまま止まる。

「あのときはごめんね。別れてから後悔していたんだよ」

「いいんです。もう八年も前のことですし」

「今日、美海ちゃんに会って、まだ好きだったことに気づいたんだ」

　アイスコーヒーのプラスチック容器を軽く掴んでいた手に力が入り、あやうくこぼすところだ。

「高野先輩っ！　なにを言ってるんですか？　婚約者がいるのにっ！」

　婚約者がいてもいなくても、私にはなんの気持ちも残っていないし。

「そうなんだけどね」

　高野先輩は含み笑いを浮かべる。その裏のありそうな笑みを見て、背筋がぞっとした。

　いったいなにを考えているの？

「遠距離恋愛でもいいから、付き合ってくださいって言った、あのときの美海ちゃん、可愛かったな」

「昔の話はやめてください。私、もう帰らないと。コーヒーご馳走様でした」

　わざとらしく腕時計を見ながら立ち上がる。

「美海ちゃん！」

　引き留めようとする高野先輩に頭を下げてコーヒーショップを出ると、足早に歩道を渡った。

　高野先輩はいったいなにを考えているのか。あの笑みを見たとき、背筋に寒気が走った。久我さんの言う通り、あんな性格では、婚約者のあの彼女が可哀想に思える。会社の利益にならないけれど、ハネムーンは別の旅行会社で手配してほしい。




　眠ろうとベッドに横になったものの、眠気はやってこない。何度も寝返りを打ち、とうとうベッドの上に起き上がる。

　高野先輩に会ったせいなのか、湊に無性に会いたくなった。枕元のスマホを手にしてから、シーツの上に放り投げる。

　こんな時間に電話したらダメだよね……。

　立ち上がり、窓に近づくとカーテンをほんの少しだけ開けて、隣の家の窓を見る。この窓から見える向こうの窓は湊の部屋。社会人になってからは、ほとんど泊まらずに帰ってしまう。

　私もひとり暮らししたいな。冗談めいてお母さんに言ったことがあるけれど、美海のお給料じゃ無理だから、ひとり暮らしをするくらいなら、さっさと結婚しなさいと言われたことがある。

　やっぱりそうだよね。ひとり暮らしなんて、お給料事情を考えれば到底無理な話。

　スタイリッシュな高層マンションに住む湊が羨ましい。




　翌朝、寝不足でぼんやりする頭をすっきりさせたくて、急いでシャワーを浴びてから会社へ向かう。

「あふ……」

　電車を待つ間も、あくびが……今日は早く帰って、速攻寝よう。お肌にも悪いしね。

　店内の掃除を済ませ、カウンターの席へ戻る私の背後から松下さんの声がした。

「安西さん、これから外で説明会があるの。一緒に来てくれる？」

「あ、はいっ」

　時々よその会場を借り、団体旅行客用に海外旅行の説明会を行っている。企画営業課の人手が足りないと、お茶くみなどを手伝うのだ。

　バッグを持ち、企画営業課に行くと、重い紙袋を両手に持たされる。松下さんは自分のバッグとファイル型のプラスチックケースだけ。

　内心ムッとしたものの、相手は社長令嬢で先輩。半分持ってくださいなんて言えるわけもなく、そのまま黙ってついていく。

　電車に乗り、新宿まで行き会場を目指す。

　今日はどんよりとした曇り。雨じゃなくて本当によかった。

　たしかに松下さんは仕事ができる人。社長令嬢の彼女は、海外旅行経験も豊富らしく、今回のイタリアとギリシャを巡るツアーを、自信に満ち溢れた態度で説明する姿は見惚れてしまうほど。

　私には松下さんの仕事はできないな……説明なんてとても無理。海外旅行は、大学の卒業旅行に友人たちと行った韓かん国こくと、去年の夏休みに行った香ほん港こんだけだし。

　無事に説明会は終わり、私たちは新宿の駅に向かって歩いていた。帰りは紙袋がひとつになり、楽になる。

　すらっと背が高い松下さんの少し後ろを歩いていると、彼女がいきなり立ち止まった。

「湊！」

　松下さんのいつもより一オクターブ高い声。

　え？　みなと？

　松下さんの知り合いにも『みなと』という人がいるんだと考えていると……。

「さつき、久しぶり」

　私の耳に聞き覚えのある声が。

　声の方を見ると、そこにいたのは私の知っている湊だった。グレー地に細かいストライプの入ったスーツを着ている。アタッシュケースを持ち、いかにも有能なできる男のスタイル。

　松下さんを見ている湊は、私に気づいていない。

「湊の会社って、この近くだったのね？」

　新宿でも繁華街側ではなく、緑があってオフィスビルが建ち並ぶ地域。

「ああ」

　湊は言葉少なに答えているけど、嫌だという感じではない。しかもさっき松下さんのことを『さつき』って呼んだよね。ふと、湊と松下さんが同じ大学だったことを思い出す。下の名前で呼ぶくらいなのだから、ふたりは親しい仲なのかも。

　私は松下さんの後ろに立ったまま、出られない。今更どんな顔をすればいいのか。

「たまには飲みに行きましょうよ。今日は？」

　うわっ。松下さん、湊を誘ってる。ますます顔を出せない状況だ。

「最近忙しいんだ。悪いけど、またな」

　おーっ！　湊が美人のお誘いを断った。

「わかったわ。いつでも誘ってね。携帯の番号は変わっていないから」

　松下さんの声で、がっかりしているのがわかる。

「ああ……じゃ」

「ええ」

　短く別れの挨拶をした湊が私の横を通る。次の瞬間「ミミ!?」と湊の驚いた声。

　俯いていたんだけど……やっぱりバレちゃった。

「ミミ？」

　松下さんがセミロングの髪をふんわり揺らし振り返ると、私をまじまじと見る。

「湊、安西さんと知り合いなの？」

　湊は私の制服姿を査定するみたいに頭からつま先まで視線を動かし、口元に笑みを浮かべてから口を開く。

「家が隣同士なんだ」

「あら、すごい偶然ね。湊のお隣さんがうちの会社の社員だなんて」

「お前、口がきけなくなったのか？」

　湊はおもむろに手を伸ばして、私の唇をきゅっと摘まんだ。

「うーっ！」

　私は湊の手を口から引き離して睨みつける。

「もうっ！　乱暴なんだからっ」

　私の怒りもなんのその。湊は笑っている。その笑顔も爽やかでカッコいい。

「じゃあね。湊」

「そっけないな」

　そっけないなって……松下さんとはさっさと挨拶を交わして行こうとしていたじゃないっ。

「だって忙しいんでしょ？」

「あー。お前の顔見たら、予定なんか忘れた。行くわ。じゃあな」

　湊は軽く手を上げて、去って行った。

　湊が去っていくのを見届けてから振り返ると、松下さんがくっきりとアイライナーを引いたきつい目で私を見ていた。

「仲がいいのね？」

「まあ……幼なじみですから」

「私たち、大学の頃付き合っていたの」

　そうなんだろうなと思ったけれど……やっぱり付き合っていたんだ。

　松下さんの表情から、まだ湊に未練たっぷりって感じを受ける。

　湊は松下さんみたいなタイプが好きなんだね。昔っからそうだった。可愛いタイプより美人タイプ。モデルのようなスタイルの松下さんは、まさに才色兼備という言葉がぴったり。

　そう考えると、私って湊のタイプからかけ離れているんだな……。




「ただ今戻りましたー」

　カウンターに戻ってくると、自分の居場所にホッとする。湊の出現で余計な神経を使って疲れてしまった。

　腰を落ち着け、処理しなければならない予約のファイルを取り出し、確認していると久我さんがイスを滑らして隣にやってくる。

「お疲れ様。大変だった？」

　大変だったなんて言って、回り回って松下さんの耳に入ったらなにを言われるかわからないから、当たり障りのない返事をする。

「ううん。楽しかったし、勉強になったよ」

「あ！　昨日のお客様来たわよ」

「昨日のお客様？　誰だっけ？」

「安西さんの知り合いのハネムーンを検討されてる方。外出しているって言ったら、なにも言わずに帰ったんだけど。予約じゃなかったのかしら」

「高野先輩が……」

　予約ならば、私でなくてもいいのに……。

　そこへ、大学生ぐらいの女の子のグループが入って来て話は中断された。




　一日の業務が終わり、自宅のある駅に着いて改札口に向かっていると、昨日と同じように肩を叩かれた。今日は振り向かなくても誰だかわかった。

「美海ちゃん」

　やはり高野先輩の声。

　立ち止まり振り返ると、Ｔシャツとチノパンというラフな姿で立っている。

「高野先輩……」

「また会えたね」

「高野先輩も、この駅なんですか？」

　高校の頃は、隣の駅から通学していたのを記憶している。

「そうなんだ。引っ越してね」

　それならよく会ってしまうのも頷けるけど……。

「あ、今日来てくれたみたいですね。ハネムーンの予約でしたか？」

「オーストラリアじゃなく、ハワイにしようかと思って相談に行ったんだ。パンフレットだけもらって帰ったよ。で、これから相談に乗ってくれるかな」

　え……ハワイに行ったことないし、コンピュータがないと、なにもアクションを起こせないし、しかも時間外。そんなの無理だよ。

「あの、今日は早く帰らないと。すみません」

「昨日もそう言ってたよね。もしかして僕のこと避けてる？」

　高野先輩は肩を落とし、落ち込んだ表情で私を見る。

「え、いいえ……本当に――」

　困っていると、お姉ちゃんの声が聞こえてきた。

「美海じゃない！」

　助かった！

「美海、知り合い？」

「高校のときの先輩なの。高野先輩、すみません。帰ります」

　お姉ちゃんが気を利かせすぎて、お茶でもしてきなさいなんて言い出さないうちに遮った。すぐにお姉ちゃんの腕を掴み、改札へ促す。

「よかったの？　久しぶりに会ったんでしょ？　あの人、話したそうだったわ」

「いいの」

　偶然ではない気がする。

　昨日と今日の帰宅時間は一時間ぐらい違うのに、ばったり会うなんてすごい確率だと思うし、久我さんはハワイのパンフレットを持っていったなんて言ってなかった。婚約者がいるのに、私を好きって言ったりして……。高野先輩がわからない。でもまだ数回会っただけ。ストーカーってわけじゃない。

「そうだ、美海！　お母さんにケーキ買って行こうよ」

「あ、うん」

　お姉ちゃんは商店街の美味しいと評判のパティスリーの前で、思いついたようだ。

　店の中へ入っていくのを、あとからついていき、美味しそうなケーキを見ていると、ふと気づく。

「お姉ちゃん、お母さんはダイエット中じゃなかった？」

　お姉ちゃんの結婚式までに痩せて、黒留袖をキレイに着こなしたいって言っていた。

「いいの。いいの。そのうちやらなくなるんだから」

　お姉ちゃんはそう言って、母の好きなモンブランを家族の人数分買った。




　翌日は朝から憂ゆう鬱うつな気分だった。その理由は高野先輩にある。

　よく考えてみてもやっぱり、高野先輩の行動は異常だと思う。もう会いたくない。

　自動ドアが開くたびに高野先輩が入ってくるのではないかと、落ち着かない午前中。もうすぐお昼休みで、カウンターから離れられると思った矢先のこと。

　高野先輩が入ってきた。婚約者はいなくて彼ひとり。入ってくる姿を見て驚いてしまい、乱暴にイスから立っていた。

「い、いらっしゃいませ」

　高野先輩はまっすぐ私のところへやってくる。

「美海ちゃん、予約をお願いしたいんだ」

　予約と聞いて、ホッと胸を撫で下ろした。

「はい。ありがとうございます。こちらへおかけください」

　背後の棚から申込用紙を取り出し、高野先輩の前に置く。

　ボールペンを握った高野先輩は、必要事項を記入し始めた。

　婚約者の名前も書き込んでいるのを見て、今までの出来事は偶然だったのだと思い直す。

「行先はお決まりですか？」

「オーストラリアはやめて、ハワイに決めたよ」

　高野先輩は記入する手を止めて、私を見る。

「ご希望のお日にちも、お願いします」

「あ、ここね」

　申込用紙を見て、最高級のホテルを希望しているのを確認し、コンピューターにパッケージツアーの番号、日付を入力していく。

「延泊はよろしいでしょうか？　このプランですと四泊六日になりますが」

　コンピューターから顔を上げて、高野先輩を見るとうす気味悪い笑みを浮かべていた。

「ああ。それでいいよ。あまり長いのもね」

　その笑みを無視した私は、その言葉に内心驚く。

　好きな人となら長く旅行したいって、思わないのかな。私だったら、できるだけ長い時間楽しさを分かち合いたい。

　そこで、ぽわんと湊の顔が浮かんだ。

　っ！　嫌だ！　なんで湊の顔が出てくるのよっ！

　画面に集中し、コンピューターの回答を待つ。

「飛行機、ホテル取れました。便はのちほどご連絡いたします」

「ありがとう」

　申込金などの手続きが終了すると、十二時を回っていた。

「美海ちゃん、お昼一緒にどうかな？」

「あ……あの、私、お弁当なんです」

　咄嗟に出た嘘だった。

「そうなんだ。じゃあ、夕食はどう？　旅行の手配のお礼にご馳走するよ」

　夕食っ!?

「すみません。今日用事があるんです」

「そうなんだ……じゃあ、電話するよ。都合のいい日、教えてね」

　私が断る間もなく、高野先輩は店を出て行った。

　なんなの？　断っても誘ってくるって。

　同じく接客中だった久我さんが、お客様を送り出して戻ってきた。

「すごいね。あの人。ハネムーン申し込んどきながら、安西さんにご執心って感じ」

「わけわかんない……」

　やんわり断っているんだけれど、本当に気づいていないのか……とにかく昼食は断れてよかった。

「本当に今晩用事があったの？」

「ううん。口から出まかせ」

「じゃあさ、美人堂へ行かない？」

　それもいいかもしれない。

　帰りに駅で高野先輩が待っていそうで、それもあって美人堂へ行きたくなった。

「うん。今日はぱあっと騒ごうね」










小声でお願いします




「あらぁ～。久我ちゃんじゃないのぉ～。ミミちゃんも。いらっしゃ～いませぇ～」

　美里ママは接客中で、明菜さんが弾むような動きでやってきてにっこり出迎えてくれる。

「こんばんは。明菜さん」

　久我さんは明菜さんがお気に入りのようで、嬉しそうに挨拶している。

　テーブルに案内されて、辺りを見渡すと……。

　いた……。

　紅緒さんがスーツを着た男性と奥まったテーブルにいる。

　やっぱり紅緒さんは群を抜いて美しいな。

「久我ちゃん、十月にねぇ、ベガスにみんなで旅行に行こうかと計画を立て始めたのぉ。だからそのときはよろしくねぇ～」

「もちろんです！　ラスベガスはいろいろと楽しめますものね」

「そうなのよぉ～。色々なショーもあるしぃ、カジノも楽しいわよねぇ」

「わぁ～。また行きたくなっちゃいました。セスナでグランドキャニオンの観光もいいですよ」

　久我さんは二月に研修旅行でラスベガスに行ってきただけあって、話が弾んでいる。

「なんかミミちゃん、暗い顔してるわね？　なにかあったのぉ？」

　美里ママが、いつの間にか目の前に座っていた。

「美里ママ」

　高野先輩のことを相談してみようか……。

「美里ママ、安西さんはストーカーに悩まされているんです」

　明菜さんと話をしていた久我さんが、口を挟んだ。

「く、久我さんっ、まだストーカーってわけじゃ……」

「だって、毎回帰宅時間が違うのに会うなんて変よ」

　ここまで来る間、電車の中で悩み始めた問題を久我さんに相談していた。

「ミミちゃん、可愛いから～。でも本当にストーカーなの？」

　美里ママは私が飲んで減ったグラスに、ウイスキーと氷を追加しながら聞いてくる。

「それが私にはわからなくて……」

「絶対にストーカーよ！　婚約者もいて、ハネムーンも安西さんに予約しているのに、お昼とか夕食とか平気で誘ってくるんですよ？」

「でもあれは予約のお礼にって……」

　できるならば、高野先輩がストーカーだと思いたくない。だけど、実際彼の行動は気持ち悪い。

「心配だわね。職場は知られちゃっているし、自宅は知られているの？」

「高校のとき、少しだけ付き合った先輩なんです。獣医になるために北海道の大学に行って別れたんです」

　お酒を飲んでいるせいもあるけど、親身に聞いてくれる美里ママに、つい口が軽くなる。

　あ～。なんだか無性に悲しくなってきた……。

　たっぷりウイスキーの入ったグラスをゴクゴクっと飲んだとき、美里ママの突拍子もない言葉に、吹き出しそうになった。

「あら～。じゃあ、ミミちゃんの身体が忘れられないのね」

　それほど広くない店内に、大きく響く美里ママの声。

「違いますっ！　そんな関係じゃないです！」

　大きく頭を振り、否定する。

　周りに聞かれたのではないかと見渡すと、紅緒さんの切れ長の目とバチッと合ってしまった。

　紅緒さんの方まで聞こえてるのぉ……。

「美里ママっ！　そんな大きな声で言わないでくださいっ！」

「ごめんなさいねぇ～」

　彼ら、いや、彼女たちにとってこういう会話は日常茶飯事で、謝る美里ママの声は少しもすまなそうに聞こえない。

　相談する相手を間違えたかもしれない……。

「そうよねぇ～。まだ高校生みたいなミミちゃんが、男に抱かれるところなんて想像したくないわ～」

　続いて明菜さん。やっぱり私をからかっているんだ。

「もういいですっ！　別の話をしましょう！　ね、久我さんっ」

　話題を変えようと、久我さんに振る。

「明菜さん、私たちにイケメンを紹介してください」

「久我ちゃん～、イケメンはダメよ～、私たちのものなんだからぁ。紹介するわけないでしょぉ」

　妙に女らしく、しなっと指先で久我さんの肩をつっつく明菜さん。

　話題が変わったと喜んでいると――。

「ミミちゃん、そのストーカーがエスカレートしてくるようだったら、また相談しなさいね」

　美里ママが私の両手を大きな手で包み込み、真剣な顔で言った。

「美里ママ。ありがとうございます」

「さあさ、もっと飲まなきゃ～」

　そのあとは、底抜けに明るい美里ママと明菜さんの楽しい話術に、始終笑っていた。とっても楽しいのに、私の視線はいつの間にか紅緒さんを追っている。

　なんでだろう……紅緒さんが気になって仕方ない。私、もしかしたら男の人より女の人が好きなの？　まさか！　酔ってるんだ。

　目の端で誰かが動くのがわかり、ふと見ると紅緒さんと男性だった。男性の帰りを見送った紅緒さんは、奥の部屋に入っていく。

　前回も来てくれたから、今回も接客が終わったら来てくれるのではないかと期待していた。そんな気持ちがしぼんでいく。

　私、やっぱり……紅緒さんが気になる。

「ミミちゃん？　どうしたの？　酔っぱらっちゃった？」

　美里ママが大きな顔でのぞき込んでくる。

「え？　いいえっ！　でも、もうそろそろ帰らなきゃ。明日も仕事だし」

「そうねぇ。もういい時間だわね」

　美里ママは、キラキラ光る石がはめこまれた細身の腕時計を見て言った。




　久我さんと駅で別れて、電車に乗るとちょうど空いた席に座れた。

　結局、紅緒さんはあれから姿を見せなかったな……。う～、紅緒さんが気になる。私って、本当に女の人が好きなのかも……。

　そんなことを考えながら、心地よい電車の揺れに、いつの間にか眠っていた。

　肩を揺さぶられて、ビクッと顔を起こした私は目を疑い、何度も瞬まばたきする。

「みなとぉ……？」

　あろうことか、私の前で腰をかがめるようにして立っている湊。

「お前、電車で寝るなよな。乗りすごすだろ」

「えっ!?」

　乗りすごすと聞いて自分が電車に乗っていることに気づく。

　慌てて腰を浮かせたとき、見慣れた駅のホームが見えてきた。

「あ……」

　湊が目の前にいることを不思議に思うよりも、乗りすごさないでよかったと安堵する。

「ほら、行くぞ」

　湊は私の手を取ると、人の波を縫うように出口に向かう。

「湊、どうしてここにいるの？」

「実家に行くんだよ。お前が間抜け面で寝ているのを見つけたから起こしてやったんだ」

「ひどいっ！　間抜け面な顔で寝てませんっ！」

「口に物を入れようかと思ったくらいポカンと開けてたぞ。お前、女なんだから気をつけろよ。無防備すぎ」

「ちゃんと下向いていたんだからっ。嘘つかないでよねっ」

　正直、湊の言う通り無防備だったかも。お酒が入って気が緩んでいたし。

　階段を下りるときも、湊の手は繋がれたままで引っ張られるようについていく。

　強引な足取り。でもいいや。まだ酔いが醒めてないから、繋いでくれていた方が歩くの、楽だもんね。湊の背中を追いながら、嬉しいようなホッとした気分だった。

　改札口を出るときに、湊の手が離れた。それを寂しく思っている自分に戸惑う。

　今日の私って、なんだか変だ。人恋しいのかなぁ……。

　湊が握ってくれていた自分の手をじっと見ていた。

「ミミ？」

　改札を抜けたままボケッとしていたところへ、少し先にいた湊が戻ってくる。

「酔っ払い、行くぞ」

　再びぎゅっと手を握られた。しばらく歩いていると、疑問がわいてきた。

「ねえ、ねえ。どうして今日は車じゃないの？」

「点検に出してるんだよ」

「そうなんだぁ。同じ電車だなんてすっごい偶然だね。しかも同じ車両だなんて」

「そうだな――」

　突然、立ち止まった湊の腕に私の鼻がぶつかる。

「イタッ！　急に立ち止まらないでよっ」

　したたかにぶつけた鼻を擦りながら湊を見る。

　湊はじっと数メートル先を見ていたけれど、すぐに私に向き直った。

「ミミ、アイス買ってやるよ。コンビニに行こうぜ」

「本当？　なに食べようかな～」

　少し先にあるコンビニに寄り、湊にクランチチョコアイスを買ってもらった。

　コンビニを出ると、湊はチョコミントアイスの袋を開けてゴミ箱に捨てると、食べ始める。私もアイスをひと口かじって、顔を緩ませる。

「昔からお前って、しょっぱなからかじるよな」

「だってその方が食べたーって感じなんだもん」

　食べながら歩き出すと、湊は私のアイスを持つ手を引っ張る。

「ちょっとだけ、ちょーだい」

　まだふた口しか食べていない私のアイスを、湊は大きな口を開けてかぶりつく。

　ふと、湊からふんわり漂うせっけんの香りに、聞かずにはいられなくなる。

「ね、彼女と会ってた？」

「は？　会ってねえよ」

「本当？」

「疑り深いな。その根拠はなんだよ」

「根拠は……湊からせっけんの香りがしたから」

「ふ～ん。それでひとり身の寂しいミミは、乏しい頭で想像したんだ？」

　湊は立ち止まり顔を近づけてくる。

「だって、今の時間でせっけんの香りっていうのは……」

「もしかして、嫉妬してる？　ミミちゃん」

「し、嫉妬なんてするわけないじゃないっ」

　湊の視線を避けて、溶けてきたアイスを舐めてからかじる。

「せっけんの香りのコロンだってあるだろ」

「そうだけど……」

「バカなこと言ってないで行くぞ」

　湊の歩調はゆっくりで、私に合わせてくれているみたい。

　先に食べ終えた湊は驚くことに私の肩に腕を回してきた。

「湊っ？　どうしたのっ？」

「カップルの疑似体験をさせてやろうかと思ってな」

「むぅ。カップルの疑似体験って……」

　以前はこんなことされてもドキドキなんてしなかったけれど、最近は、湊の言動や行動をやたらに意識してしまうんだよね。

「いいから。いいから」

　肩に腕をまわされたままで歩く。

　ドキドキする心臓をしずめようと、深呼吸する。

「お前さ、なにかあったら相談しろよ」

「え？　なにかって？　なにもないよ……」

　湊が側にいることで、高野先輩のことを忘れていられたのに、わざとらしく笑顔を張りつかせた彼の顔が浮上してくる。

　まだ高野先輩がストーカーだという確証はない。

「なにかあったら、じゃなくて、ある前に言えよな」

「変な湊。わかった……あ！」

　自宅の門前だった。

「じゃあね。湊、ありがとう」

「おやすみ」

　門扉を開けて玄関の前で振り返ると、湊はまだいてくれた。

「おやすみなさい」

　手を振ってにっこり笑い、ドアを閉めた。

「お帰りなさい。遅かったのね」

　リビングに顔を出すと、ドラマを見ていた母がテレビから顔を動かす。

「うん。電車で湊に会ったよ。今日はこっちに泊まるって」

「あら、今日本田さんとお茶したときには、そんなこと言ってなかったわね。知らなかったわ～」

　別に聞いていなくてもいいでしょ、と突っ込みを入れたくなるのを抑えてキッチンへ向かう。

「湊くんが電車だなんて、珍しいわね？」

「車を点検に出しているんだって」

　わざわざ電車で来るんだから、大切な用事があったんだね。

　コップに冷水を注ぎ、ゴクゴク飲んでリビングを出ようとした背中にお母さんの声。

「さっさとお風呂入っちゃいなさいよ」

「はーい」

　間延びした返事をして、階段を上がった。

　部屋から見える湊の部屋にまだ電気は点いていなかった。










執拗な先輩




　お風呂から上がり、長くない髪をバサバサ拭きながらドレッサーの上に置いたスマホを見る。

　着信が三回。見てみると、知らない番号だった。

　こんな時間に誰？

　画面を見ていると、突然着信画面に変わり、飛び上がるほど驚いた。

　いったい誰よ！

　さっきと同じ番号に腹を立てる。少しためらったのち、電話に出た。

「もしもし？」

『やっと出てくれたんだね』

　高野先輩だった。背筋が凍りそうなくらいぞっとして、鳥肌が立った。

『美海ちゃん？　聞いてる？　今日は遅かったんだね？』

「どうしてこの番号を知っているんですか？」

『そんなのすぐに調べられるよ』

「こんな時間に電話してくるなんて、どういうつもりなんですか!?」

『どういうつもりって、美海ちゃんと会いたいからさ』

　吐きそうなほどの嫌悪感。

「私は会いたくありません。もうかけてこないでっ！」

　電話を切って、電源を落とす。その手が小刻みに震えている。心臓も痛いくらいバクバクと暴れて、目まいを覚えた。

　高野先輩はおかしいよ。やっぱりストーカーなの？

　湊に相談すればよかった。窓辺に近寄りカーテンを開けて、湊の部屋を見る。

「電気点いてない……もう寝てるんだね……」

　カーテンをおさえる手はまだ震えていた。




「おはよう」

　ダイニングキッチンに行くと、お母さんは食器を洗いながら私を見る。

「美海、早くしないと遅刻するわよ？　早く食べなさい」

「うん……。あ、遅刻しちゃうからいい」

　寝不足だ。悪い方にばかり考えてしまってなかなか寝つけなかった。

「熱でもあるの？　顔色が悪いわよ」

　洗い物の手を止めて、母が今にも近づいてきそうだ。

「ううん。熱なんてないよ。行ってきます！」

「コンビニでなにか買って食べるのよ」

「はーい」

　いつも食欲旺盛の私だけど、今朝は食欲がわかない。

　心配をかけないように、適当に返事をして玄関を出た。




「ありがとうございました」

　老夫婦を送り出して席に着くと、小さなため息が漏れる。

　高野先輩のことが頭から離れない……。接客中や、カウンターで事務処理をしているときも、自動ドアが開くたびに、ビクッとしてしまう。

「安西さん、お昼行かない？」

　その声に顔を向けると、松下さんだった。濃紺のスーツは一見シンプルだけど、二重のティアードスカートがアクセントで華やかに見える。どこかのブランドなのだろうか。スタイルのいい松下さんが着ると、なんでも高そうに見えてしまう。

「私と……ですか？」

「ええ。あなたと話をしてみたかったの」

　イントネーションは柔らかく、前回の同行のときと別人のよう。

　なんだか怖いな。

「行きましょう。美味しいお店を知っているの」

　松下さんに強引に立たされて、慌てて引き出しからバッグを掴んだ。

　彼女のお気に入りだというスープパスタの店に連れていかれ、オーダーを済ませると途端に居心地が悪くなる。先輩だし、我が社の社長令嬢ということもある。しかもきちんと話すのは二回目。どんな話をすればいいのか……。

　そう思っていたけれど……。

　少しすると、松下さんがなぜ私をランチに誘ったのかが、わかってきた。

　さっきから松下さんの口から「湊」の名前ばかりが出てくる。

「湊って、辛い物嫌いでしょ。特にタバスコが」

　運ばれてきた漁師風トマトソースのスープパスタに、たっぷりタバスコをかける松下さんは思い出し笑いをする。

　たしかに湊は辛い物は好きじゃない。

「そうですね……」

「一度ね、湊が席を立ったときに、タバスコをパスタにかけたことがあるの。ほんの少しね。それなのにすごく辛がって。何度もお水のおかわりをしていたわ」

「そうですか……」

　好きな人にそんなことをしちゃだめでしょ。

「そんないたずらにも、湊は怒らないで笑ってくれたわ」

　うー。私がそんなことしたらめちゃくちゃ怒って、仕返しされること間違いなし。

「松下さんに優しいんですね」

「ええ。湊は優しかったわ」

　なんで別れたんだろう。ふと思う。

　新宿であったとき、松下さんはまだ湊が好きなように思えた。

「……私がバカだったのよね。湊はモテるから、付き合う前はもちろんのこと、付き合っているときでさえ女の子から誘われていたわ。あるとき、湊がほかの女の子とデートしているって聞いて、衝動的に別れを切り出したの」

「湊が浮気を？」

　少しチャラいところもあるけれど、付き合っているときは浮気しないと思う。

　松下さんはゆったりと首を振る。

「浮気じゃなかったわ。湊の友人の彼女で、彼氏のバースデープレゼントを一緒に選んでいただけだったの。でもそのときは信じられなくて……」

　そこへウエイトレスがコーヒーを運んできた。私はいつものようにブラックで。松下さんは湊と同じように、ミルクとお砂糖を入れている。

「安西さん。私、湊ともう一度付き合いたいの」

　え……。

　カルボナーラを口に運ぼうとした手が止まった。

「安西さん、湊と仲よさそうだったし。彼のこと、いろいろ教えてほしいの」

「今湊は家を出てひとり暮らしですし……私が知っていることなんて、そんなにないですよ。付き合ったことのある松下さんの方が、よく知っていると思うんですけど」

「私、彼の家に一度も行ったことがないの。どんな家に住んでいるとか、ご両親はどんな方だとか、そういうことを教えてほしいの」

　それって結婚を視野に入れているってこと？

「どうしてそこまで知りたいんですか？」

　なんか胸にモヤモヤしたものが現れて、聞いていた。

「もちろん、結婚したいからよ。湊なら私の夫として申し分ないわ。私の両親も気に入ってくれるはずだしね」

　……やっぱりそうだったんだ。

「あ！　もうそろそろ行かなくちゃね」

　ヴィトンのバッグを手にして立ち上がった松下さんは、伝票を手にした。

「ここは私がごちそうするわ」

「え！　でもっ！　自分の分は払いますからっ」

　私の言葉もむなしく、松下さんはレジにさっさと行ってしまう。

　お財布から千円札を一枚抜き取り、払い終えた松下さんに差し出す。

「いいのよ。湊の妹みたいなあなたから、もらえないわ」

　私が渡そうとしたお札を松下さんは押し返して受け取ってくれなかった。

　湊の妹みたいな私って……。

　高いヒールをはいているのに歩くのが速い彼女の後ろ姿を追いながら、更に胸の中がモヤモヤしていた。




「お帰り～。松下さんとランチに行ったんだって？」

　私が松下さんに誘われたとき、久我さんは席を外していた。

　誰かから聞いて、興味津々の顔で私を見ている。

「うん」

「どうして誘われたの？」

　やっぱり松下さんが私を誘うのはなにか裏があると考えるのは、当然だよね。でも、話した内容は気軽に話せるものではないから、苦笑で済ませる。

　それでも、久我さんはすーっとイスを滑らせて私に近づき、耳元に顔を寄せる。

「嫌がらせだったら、相談に乗るからね」

　にっこり励ますような笑顔で自分の場所へ戻っていく。

　午後は電話の問い合わせや接客などで忙しく、お客様の波が引いたとき、再び高野先輩を思い出した。その途端、気持ちが落ち着かなくなる。

　待ち伏せされていそうで、家に帰るのが怖い。私の考えは被害妄想なのかもしれないけど……でも、今までのことを考えると怖い。お母さんに適当に言って、迎えに来てもらおうか……それともお姉ちゃんと待ち合わせて帰ろうか。

　――結局、お姉ちゃんは婚約者の加か藤とうさんと式場へ行く予定で、お母さんは友人と人気のディナーショーに行く日だった。そして、お父さんは大おお阪さかに出張中。

　仕方ない。ひとりで帰ろう。

　電車がホームに近づくにつれ、心臓がバクバクし始める。嫌な汗が全身からふき出る感じ。電車から降りると、脇目も振らず階段を下りて改札に向かう。

　もしも……もしも、高野先輩がいたら、きつく言ってやるのよ。

　そう考えながらも、周りを見ないように足早に通り道である商店街を歩く。この辺はまだ人通りも多く、安心して歩ける。でも、商店街を抜けてからが怖い。この先は住宅街で、人通りが少ない。

　それから七分ほど歩き、昨日湊と入ったコンビニが目に入ると、その明るさにホッと安堵する。

　ここまで来たら大丈夫だよね。ホッとしたら、暴れていた心臓も落ち着いてきた。

　そのとき――。

「美海ちゃん」

　低くこもったような声に、肩がビクッと跳ねる。

　コンビニから不意に目の前に現れたのは高野先輩だった。

「いったい、なんなんですか!?　どうしてここにいるんですか！」

　彼から距離を置こうと、じりじりと後退する。

「君が好きなんだよ。君に会いたくて仕方ないんだ」

　知的だと思っていたメガネの奥の瞳も、今は気持ち悪い。同じメガネでも湊とは雲泥の差だ。

「私は会いたくないんです！　近寄らないで！」

　手を伸ばされればつかまってしまう距離に恐怖を覚える。コンビニが近くにあるというのに、通りを歩く人がいない。いざとなったらコンビニに駆け込むつもりで足先をむける。

「美海ちゃんは怒った顔も可愛いね。これから食事でもしようよ」

「嫌です！」

「そんなこと言わないで。君と食事がしたいんだ」

　ガシッと腕を掴まれ、喉の奥から掠れた悲鳴があがる。

「なにもしないよ。食事だけ」

「嫌っ！　離して！」

　腕を引きはがそうとしたとき、

「美海ちゃんじゃないの」

　揉もめる私たちの背後から女性の声が聞こえてきた。

　助かった……。

　高野先輩は女性が現れて驚いたのか、おどおどと顔を隠すように行ってしまった。

「美海ちゃん、知り合いだったの？」

　湊のお母さんだった。

「高校のときの……」

　力が抜けて、その場にへなへなと座り込みそうだった。

「大丈夫？」

「は……い……ありがとうございます。助かりました」

「ナンパされていたの？」

　答えに困っていると……。

「もしかしてストーカー？」

「ま、まだわからないんです。母には言わないでくれますか？　余計な心配をかけたくないので」

「……わかったわ。でもなにかあってからでは遅いんだからね？」

「はい」

「湊に相談してみましょうか？」

　湊……。

「いいえ。またこんなことがあれば警察に相談してみます」

「そうね。一度相談した方がいいわ」

「はい。考えてみます。あ、湊、昨日来てましたね」

「ええ。突然だったから驚いたわ」

　突然？

「帰って来たと思ったら、さっさと寝ちゃって。少しは話をしてほしいのに。だから男の子ってつまらないのよね。美海ちゃんのママが羨ましいわ。娘がふたりもいるんですもの」

　実家に用がなかったのならどうして……？

「着いたわ。見ていてあげるから入りなさいな」

「はい。ありがとうございました。おやすみなさい」

　誰もいない家に入りカギをかけて、そのまま二階の自分の部屋へ上がる。

　おもむろにスマホをバッグから取り出し、ドレッサーの上に置いた途端、画面が明るくなり着信の知らせ。

　高野先輩！

　名前を見た瞬間、つまるような息苦しさを覚える。金縛りにあったみたいに、その場に動けずにスマホを見つめた。

　ブーブーブーと振動音がやけに大きく聞こえた。なかなか切れない着信。

　大きく息を吸って、スマホに手を伸ばした。

「しつこいです！」

『家に着いたんだね。二階の部屋に電気が点いた。そこが美海ちゃんの部屋なんだね』

　この部屋が見えるところにいる？

「二度と現れないで！」

『あ、もしかして僕をストーカー扱いしてる？　無理もないけど』

　引きつったような笑い声が聞こえる。その声に背筋がぞっとする。

『食事を一緒にしてほしいだけなんだ。一度だけ会ってくれたらもう会わないよ』

　本当に？　一度だけ、食事をすればいいの……？

『明日、会ってくれる？』

　どうしよう……本当にそれで済むの？

『美海ちゃん？』

「……わかりました。駅前のファミレスでいいですか？」

『ファミレスかぁ。できれば高級フレンチレストランでご馳走したいんだよね』

「フレンチは苦手なんです」

　本当は好きだけど、時間をかけて食べるフレンチになれば、高野先輩と長時間過ごすことになる。それだけは嫌。

『イタリアンレストランは？　銀座の寿司屋もいいな』

「駅前のファミレスでなければ会いません」

『わかったよ。じゃあ、そこで待ってるよ』

　私が強い口調できっぱり言うと、高野先輩は折れた。

「……はい」

　私の返事を待って、電話が切れた。

　翌日の昼休み、高野先輩に会う自分の決断が間違っていないか、久我さんに相談した。

「本当に一度だけで済むのかしら」

　やっぱりそう思うよね。

　私はアイスコーヒーを口にした。食欲がなく、オーダーしたハンバーグランチは半分食べただけ。

　胃がキリキリと痛み、手で胃の辺りを押さえる。今日はコーヒーを何杯飲んでいるだろう。精神安定剤のように、ブラックコーヒーが飲みたくなる。

「安西さん？」

「えっ？　あ、ごめん。聞いていなかった」

「誰か連れていった方がいいんじゃない？」

「うん……でも約束破って刺激したくないし……」

「そんなこと言っているからつけあがるのよ。別のテーブルにいてもらって、危なくなったら来てもらうの。誰かそういう人、いないの？」

　久我さんは真剣な顔つきでアイデアをくれる。

「誰か……」

　頭に浮かぶのは湊だ。

「うん。聞いてみる」

　昼休みが終わる少し前、更衣室で湊に電話をかけてみた。呼び出し音が鳴るだけで、湊は出ない。切ろうとしたとき、湊の声が聞こえてきた。

『ミミ、どうした？』

　普段はこんな時間に電話をしないから、湊の声は少し怪け訝げんそう。

「ごめん。忙しかった？」

『ちょっとな。チャートチェック中、少しの変動も見逃せないんだ』

　忙しそうだ。今は相談できない。

「なんでもないの。じゃ、切るね」

『おい！　ミミっ』

　湊が呼んでいるのが聞こえたけど、電話を切りスマホをバッグに放り込んだ。




　就業時間がきて、更衣室で着替えていると久我さんが入ってきた。

「お疲れさま。ね、誰かいた？」

　首に巻いたスカーフを外しながら聞いてくる。

　私たちの制服は、航空会社の客室乗務員の制服に似せて作られている。

「ううん。でも大丈夫よ。ファミレスでなにかされるわけないし、なにかあったら叫んでやるから」

　内心は怖い。だけど、今日会えば終わる。そう思えば、勇気が出る。

「心配だな。安西さん、小柄だから手首掴まれたら折れそうだし。襲われても抵抗できないんじゃない？」

「そんな……襲われるって……それにこう見えても力は強いんだから」

「じゃあ、これを護身用に持っていって」

　ロッカーを開けて、バッグの中から出したのはヘアースプレー。

　それを差し出され、受け取る。

「襲われたらそれを目にかけてやるのよ」

「すごい。思いつかなかったわ」

「テレビ番組で見たの。怯ひるんだすきに助けを求めるのよ」

　そんな事態になるとは思えないけれど、久我さんが貸してくれたヘアースプレーは心強い。それをしっかりとショルダーバッグの中に入れた。

　ファミレスに着いたのは二十時ちょうどだった。時間の約束はしていないけれど、今まで私の行動を知っていたのなら大丈夫だろう。高野先輩は中にいるはず。

　喉が渇き、息苦しい。おまけに緊張で、胃が再び痛くなってきた。

　ファミレスの一階が書店、二階へ通ずる階段を上がる脚が重い。ふと足元を見る。今日はパンプスではなく、コンバースのスニーカーだ。なにかあったら走れるようにスニーカーにしたのだ。それにゆったりしたシンプルなチュニックと、ジーンズで色気なしの装いも作戦のうち。プラス、就業後にお化粧を落としてスッピン。その姿はまるで高校生みたいだろう。

　重いドアを開けて中へ入ると、待っている人はいなかったけれど、席は満席に近いよう。頭をめぐらし、高野先輩を探す。

「いらっしゃいませ」

　メニューを胸に抱えたウエイトレスが現れた。

「約束をしていて――あ、いました」

　高野先輩は喫煙席のブロックにいた。身体をこちらに向けていて、私に気づいて立ち上がるところだった。嬉しそうに手をひらひらと振り、招いている。

　私がテーブルの横に立つと、タバコを灰皿に押しつける。

「来てくれたんだね。嬉しいよ。座って」

　座ってと指されたのは高野先輩の隣。

　冗談じゃない。

　ムスッとした顔で、対面に腰を下ろした。

　対面に腰を下ろした私に気を悪くした様子もなく、メニューを目の前に広げる。

「なんでもいいよ。昨日言った通り、本当は頬が落ちるほど美味しい料理をご馳走したいんだよ」

　私は黙ったままメニューに視線を滑らした。

　食べ物の写真を見るだけで、胃に不快感が広がる。

　どうしよう……頼まないわけには……。

　ぱらっとめくると、ナポリタンが目に入った。美里ママを思い出す。

「ナポリタンを」

「それだけ？　サラダは？　飲み物は？　グラスワインを頼もうか？」

　次から次へとよく言葉が出てくるものだ。

「ナポリタンだけでいいです」

　そう言ったのに、高野先輩はグラスワインをふたつとナポリタン、自分にはチキンソテーを頼んだ。

「乾杯しよう。そうだな。偶然の出会いに」

「乾杯なんてできません」

「美海ちゃん、そう言わずに。ね？　グラス持って。持たないと隣に行ってグラスを持たせようかな」

　ニヤッと口角を上げて、私の反応を楽しむように見ている。

　仕方なくグラスを持ち、ほんの少しかかげる。

「美海ちゃんの彼氏ってさ、湊なの？」

「え？」

「だって、おととい電車から一緒に降りてきたでしょ」

　おとといも見ていたのっ!?

「湊は昔からカッコよかったけど、おととい見た湊はさらに男前になってたな。モテるんだろうね。美海ちゃん、心配でしょ」

　この際、湊に彼氏になってもらおう。

「湊はモテるけど、私だけを見てくれるんです。だから心配なんてしていません」

　あなたなんて、湊に比べたら月とスッポンよ、と言いたかった。

　湊の自慢をしていると、ウエイトレスがやってきて頼んだ料理を置いていく。

　ふと、バッグの中のスマホが振動していることに気づいた。

　バッグに手を伸ばしたとき――。

「電話には出ちゃだめだよ。今の時間は誰にも邪魔されたくないんだ」

「でも緊急かも」

「美海ちゃんにとって、今の方が緊急じゃないの？　これからのことが決まるんだから」

「えっ？　一度食事をしたら、もうかまわないって！」

「どうしようかな」

　吐き気がこみ上げるような笑みを向けられる。

　話が違う……。

　深いため息をこれ見よがしについて、バッグから手を離した。

「本当に君は可愛いなぁ。食べようよ。いただきます」

　気持ち悪いひと言のあと、ナイフとフォークを持って、ソテーされたチキンの皮をキレイに取り始めた。

「鶏肉って、焼く前は女性の胸の触感と似ているよね？」

　皮をはいだチキンの表面をナイフでつっつく仕草に、私は一瞬固まった。

「僕ね、胸フェチなんだ。美海ちゃんの胸は形がいいんだろうな。今日はだぼっとした服を着て、目立たないようにしているみたいだけど」

　いやらしい目つきで胸を直視されて、その視線を遮ろうと両腕を組む。

「やめてください」

「僕の彼女、見たでしょ？　胸は大きいんだけど、感度が悪くてね。美海ちゃんは湊にちゃんと揉んでもらっている？」

　羞恥心で顔が赤くなっていくのがわかる。

　いらだちもこみ上げ、バタンとテーブルを叩いて立っていた。

「美海ちゃん、座ろうよ。これから僕が君に会いたくなくなるかは、君しだいなんだよね」

　平然と言い、ひと口大に切ったチキンソテーを口に運ぶ。

　怖い……今すぐここを出たい。でも、これからのことが……。

　そう思うと、座るしかなかった。

　私が座ると、高野先輩はくっと喉の奥で笑う。

「昔みたいに素直で可愛いね。美海ちゃんのパスタ、冷めちゃうよ？　食べて」

　食べ終われば、帰れる。フォークを掴み、食べ始めた。

「ほら、ワインも飲んで。お酒は強いの？　もっと頼もうか」

「いらないです」

「僕はもっと飲みたいな。美海ちゃんも付き合ってくれるよね。今度はデキャンタで頼もうか」

　高野先輩はウエイトレスを呼び止めて、オーダーしている。

　飲むたびに、次々と葡萄色をしたワインが注がれる。酔わせてどうにかしようと、思っているのかもしれない。

　絶対に酔わないんだからっ。

　胸の話をしたときから、高野先輩は私の身体が目的なのだと気づき更に警戒が強まる。

　それから彼は高校のときの話を始めた。いらだちを抑えるのに必死。退屈な話を聞いている間も、バッグの中のスマホが何度も振動している。

「僕たちのことを取り持ったのは湊だったよね。卒業を前にした僕に、高一の君が好きだって聞いたときは驚いたよ。僕のどこを好きになったの？」

「…………」

　嫌悪感がふつふつとわき出ているのに、どこが好きだったなんて思い出せないわ。

「ねえ？　美海ちゃん？　教えてよ」

「…………」

「そっか。もう帰りたいんだね。いいよ。帰してあげる」

　えっ？　帰してあげる？

　突然の言葉に私は嬉しくなり、今まで目を合わせなかった高野先輩の瞳を見た。

「もういいよ。もう美海ちゃんを諦める。今までしつこくして申し訳なかったね」

「本当ですか？」

　それが本当なら、憑き物が落ちたような晴れやかな気持ちになる。

「僕も結婚を控えているからね。結婚前に少し遊びたかったのかもしれない」

　返事に困っていると、「本当だから」と高野先輩ははっきり言った。

「彼女を大事にしてあげてください」

「ああ。そうするよ。美海ちゃんも湊と仲よくね」

　レジで支払った高野先輩は、そっけないほどの距離でファミレスを出て階段を下りていく。

「じゃあ、気をつけて帰ってね」

　階段を下りた高野先輩はにっこり笑みを浮かべてさよならを言った。

　軽く頭を下げると、高野先輩は駅に向かって歩き始めた。

　よかった。これで心配事がなくなった。

　そうだ！　電話っ。

　何度もかかってきていたようで、何事なのかと気になっていた。










守りたい騎士ナイト




　歩きながらバッグの中からスマホを取り出し画面を見る。不在着信が数えられないくらい入っていた。

　慌てて誰なのかを確認すると、すべて湊から。

　どうしたんだろう。

　湊に電話をかけようとしたとき、再び画面に湊の文字が浮かび上がった。

「も、もしもし」

『ミミ！　どこにいる？』

　焦るような湊の声がした。いつも冷静な湊からは想像できない声。

「家に向かっているの。今、商店街を抜けるところ。どうしたの？」

『どうしたのって……何度電話しても出なかったら心配するだろう？　今、車でそっちに向かっているんだ。家の前で拾うから』

「ごめんなさい……でも、拾うって？　こんな時間に？」

　それほど遅いわけではないけれど、もうすぐ二十二時。

『そうだよ。話がある』

　話があるのだろうけれど、こんな時間じゃないとだめなのかな？

「う、うん。じゃあ、またあとでね」

　家の前で拾うって言うからには、もう近くまで来ているのだろう。

　最近、湊に会う率が高いな。

　待たせないように、急ぎ足になる。

　薄暗い住宅街を歩き、あと五分ほどで家に着こうかというとき――。灯りが届かない暗がりから、人が出てきた。

「きゃっ！　たすけ――！」

「待ってたよ。美海ちゃん」

　伸びてきた手に口を塞ふさがれ、建物のすき間に引きずり込まれた。

「ん――っ！」

　大人ふたりがやっと立てるほどの路地の壁に、背を強く押しつけられる。

「そう簡単に、帰すと思ったのか？」

　高野先輩は暗がりの中でもわかるくらいに、瞳をギラギラさせている。脚の間にひざを割り込ませてくるので、身動きができない。チュニックの下から手が侵入してきて、ブラジャーに包まれた胸を覆う。

　嫌っ！

　目から涙が溢れ、高野先輩の顔がぼやける。それでも抵抗する力は残っている。揉みあううちに私の手が高野先輩のメガネに当たり飛んだ。それでカッとなったのか、さらに力が加わり、ブラジャーを乱暴に下げられ、誰にも触れられたことのない頂が摘ままれる。

　痛いっ！

「う――っ！」

　空いている手で殴っても、触れる手は止まってくれない。必死で抵抗する中、久我さんが渡してくれたヘアースプレーを思い出した。

　ショルダーバッグへ手を伸ばし、ヘアースプレーを取り出す。そして高野先輩の顔に思いっきり吹きかける。

「うわっ！」

　私の口を塞いでいた高野先輩の手が外れる。

　目が相当痛いようで、手で自分の目を擦り、うめき声をあげている。その隙にガクガクしている脚を奮い立たせ、路地から抜け出た。

「くそっ！　待て!!」

　怖くて一目散にその場から逃げようとした。けれど、早く走れない。まるで夢の中で走っているみたいな――。

　一心不乱に走る私は角を曲がったところで、誰かにぶつかった。

「きゃっ！」

「おっと！」

　ぶつかった反動で、後方に倒れそうになった私を支えてくれたのは湊だった。

「ミミ、なにをそんなに慌てている？」

「湊っ！」

　怪訝そうに私の背後に視線を向ける湊。それから私の顔をのぞき込んでくる。

「どうしたんだ？　電話したとき、商店街を抜けるところだったんだろう？　ちょっと遅くないか？」

　高野先輩のことを言おうと思った。だけど、これは警察の方がいい。

「あ……ちょっとつけられているみたいだったから、遠回りをして――」

「バカヤロウ、なんのための携帯だよ！　すぐに電話をしろよ！」

　バ、バカヤロウ……？

「もうっ！　そんな余裕なんてなかったんだからっ！　もう知らないっ！」

　湊にバカ扱いされて、悲しくなった。たった今の出来事も、じわじわと私を苦しめ始める。ついこわごわと後ろを見てしまう。

「ミミ……ごめん。見てくるよ。車の中で待ってて」

　十メートルほど先に停まっている湊の車が目に入る。

　湊はジーンズのポケットからカギを取り出して、私に渡そうとした。その手を押し返す。

「いいのっ、もう行こう？　そんな気がしたから、遠回りしただけ」

　湊は腑に落ちないような風だったけれど、私が歩き始めると隣に並んだ。

　ＢＭＷまで来ると、ロックを解除する機械音がしーんと静まる住宅街に響いて聞こえた。

「どこに行くの？　話があるの？」

　湊と一緒にいれば安心感は多大なものだけれど、高野先輩に触られた箇所が気持ち悪くて、早く洗い流したかった。

「少しだけドライブしないか？」

「湊……」

　少しためらったのち、助手席のドアを開けて乗り込んだ。乗り込むときも、辺りを見てしまう。

　ヘアースプレーで懲りてくれるといい……。

　高野先輩の目がどうなったか少し気になったけれど、自業自得だ。あのままだったら私はレイプされていたかもしれないんだから。

「珍しい格好してるな」

　車を発進させ、大通りに出ると湊が口を開いた。

「そうかな」

　背が低いのがコンプレックスで、高さのないスニーカーは滅多にはかないのを湊は知っている。

「そうだよ」

「たまにはスニーカーをはきたい気分のときもあるの」

　無理やりこじつけて言うと、湊は肩をすくめた。

「どこへ行きたい？」

　湊は適当に走らせているようだ。

「任せる……」

　今日はドライブの相手は務まらないからね。

「ふうん。じゃあ、ラブホでもいいんだ？」

「えっ？」

　前を走る車のテールランプを見ていた私は驚いて湊を見る。

　前は赤信号。湊は緩くブレーキをかけてから横を向いた。

「任せるんだろ？」

「湊っ、からかわないでっ！　冗談につきあう気分じゃないの」

「じゃあどんな気分なんだよ？」

　からかわれるのはいつものことだけど、この間からちょっと次元が違うからかい方。

　本当に私と……その……エッチをしたいの？

　真意を探ろうと湊の瞳を見つめていると、プッと後ろの車にクラクションを鳴らされた。信号が青になり、前方の車は見えなくなっている。

　湊は慌てることなくアクセルを踏んだ。

　高野先輩に触れられた記憶を消したい。ラブホの三文字が頭から離れなくなっている。湊はいつも私の心をときめかせるし、好き。湊ならさっきのあれを忘れさせてくれるはず。

「……いいよ。行こう……ホテルに行こう」

「……やっぱりお前、今日はおかしいな。なんかあったんだろう？」

　軽いノリで食いついてくるかと思ったら、今度は心配そうに聞かれる。

「なにもないよ」

「俺がいくら誘っても、そこはＯＫしちゃだめだろ？」

「湊が誘うからいけないんじゃないっ！」

　いきなりお説教？　もうわけがわかんないっ。ＯＫしたのがバカみたいじゃない！

「湊、話があるって、なに？」

　そうよ。話があるって言ったから、車に乗ったのに。

「ん？　なんだっけ。今ので、忘れた」

「もうっ！　家に行ってよ」

「言われなくても、もうすぐ着くから」

　その言葉に外を見ると、家の近所だった。

　エンジンを切って、車から出る私と一緒に湊も出ようとする。

「降りなくていいよ。車、車庫に入れて」

「車庫？　このまま帰るよ。明日も忙しいんだ。早く入れよ」

　不可解な湊の行動に首を傾げてしまう。

　なんのために来たの？　あ！　私のために来てくれたんだ。電話がつながらなかったから……。

　お礼を言おうとしたとき、

「じゃあな」

　そう言って湊は背を向け、車に戻ってしまった。

　車に乗り込むところをぼんやり見ていた私に、運転席に座った湊は窓を開けて、身振りで入るよう促す。

　私は軽く手を振って、玄関のドアを開けた。

「お帰り～美海。あの車、湊でしょ？　最近頻繁に会ってない？　やっぱり付き合ってるのね？」

　エンジン音を聞きつけたのか、お姉ちゃんが玄関に入ったところで待っていて質問してくる。

「付き合ってないから」

「本当に～？　隠さなくてもいいのに。湊なら親公認。結婚することになったら両家が万々歳よ」

「バカなこと言わないでよ」

　父も母も湊を息子同然に考えているし、湊の両親も私たち姉妹に娘のように接してくれる。

　仲のいい両家の親たちは、私たちが付き合ったらもろ手を挙げて賛成するだろう。

　階段を上がる私の後ろから、お姉ちゃんがニヤニヤしながらついてくる。

「湊ってさ、女の子が放っておかないイケメンだから、美海が苦労しそうね」

「だからっ！　付き合ってなんかいないってば」

　まるで高校生同士のような会話にうんざりして、お姉ちゃんの鼻先でドアを閉めた。

　クローゼットから着替えを無造作に取り出し、階下に下りる。少しでも早く、高野先輩に触れられた場所を洗い流したかった。

　洗面所に入り、次々と脱いで浴室のドアを開けた。

　いつもなら掛け湯をしてバスタブの中へ身体を沈めるけれど、今日はスポンジを手にして泡立てると胸から洗い始めた。

　ピリッと痛みを感じて見ると、胸に一筋血がにじむ傷が作られていた。

　爪で……。

　乳首を摘ままれた感覚が呼び戻され、吐き気がこみ上げる。

「気持ち悪い。忘れよう。また接触してきたら警察へ行こう」

　全身を乱暴に洗い、触れられた感覚を消そうとした。




　翌朝、目覚まし時計の音で目が覚めた。

　頭にガンガン響くアラームを消そうと、目を閉じながら手だけ動かす。

「っう……頭、痛い……」

　目覚まし時計を止めて、のそっとベッドに起き上がった途端に視界がグラッと揺れる。

　頭痛に加えて、貧血って……。

　くやしさと不安が入り混じり、なかなか寝つけなかったせいだ。

　立ち上がれたけど、ちょっと辛い。痛み止めを飲めば大丈夫かな。

　黄色のタンクトップにスキッパー襟のブラウスを重ね、オフホワイトのパンツをはくと、体力が一気に奪われた感じだ。

　ドレッサーの引き出しから、頭痛薬の箱ごとバッグに入れて下へ降りる。

「おはよう。朝食できているわよ」

　お母さんがコーヒーを淹れて、持ってきてくれる。

「お姉ちゃんは？」

　証券会社に勤めているお姉ちゃんは、結婚後も赤ちゃんができるまで働き続けるらしい。

「もう下りてくるんじゃないかしら。なにか用があるの？」

「ううん。いつもお姉ちゃんの方が早いから」

「そうね～。美海、今日は珍しいわねぇ。なにかあるの？」

「ううん。なにも。ご馳走様でした」

　食器を流しに持っていくついでに、こっそり頭痛薬を飲む。

　早く治まりますように。










どうしてここに？




　満員電車に四十分間揺られ、会社に着くともうぐったりだった。でも頭痛薬のおかげで、頭の鈍痛は治まってくれた。

　更衣室に入るなり、先に着替えていた久我さんがリボンを結ぶ手を止めてやってくる。

「おはよう。昨日は大丈夫だった？」

　あ……久我さんから借りたヘアースプレー返さなきゃ。高野先輩の顔にかけて、放り出してきちゃったんだよね。

「まあ……ヘアースプレー、忘れてきちゃった。あとで買って返すね」

「いいわよ。使わなくて済んだんでしょ？　あいつ、諦めてくれた？」

「……よくわからないの」

　あの後、高野先輩から電話はない。諦めてくれたのか……そう願いたいけれど、まだわからない。

「ねぇ、今日美里ママのお誕生日らしいの。お祝いに行かない？」

「どうしようかな。体調もよくないし……」

「美里ママのお誕生日よ？　お祝いしてすぐに帰るっていうのはどう？」

「それなら……」

「よかった。で、プレゼントなんだけど――」

　久我さんは前もって美里ママの好きな香りを聞いていたらしく、アロマオイルと花束を贈るということに決まった。




　新宿のデパートで、目的のアロマオイルと白バラの花束を買い美人堂へ向かう。

　話せそうだったら、美里ママに昨日のことを話してアドバイスをもらおうかな……相談に乗ってくれるって言っていたし。でも、誕生日だから話を聞く暇はないかも。

「お姉さ～んたちぃ。俺たちと遊ばない？」と呼び止めるチャラいホストを何人も無視して足を進めると、美人堂のピンクのＬＥＤが光る看板が見えてきた。

「いらっしゃ～～～～いませぇ～」

　今日の美人堂の店内は華やかだった。

　受け狙いなのか、開店祝いなどに用いられる大きな花輪がど～んと入口に置かれ、脇にたくさんの花篭が並べられている。

　うわ、こんなにお花があるんだったら、別の物にした方がよかったかも……。

　視線を抱えている花束に落とす。

「みんな～、来てくれたのねぇ～。嬉しいわぁん」

　美里ママがやってくる。立派な肩に華奢な肩ひもの純白のロングドレスを着ている。髪もブロンドのウィッグ。さながらマリリン・モンローだ。

「まあ！　キレイなお花ぁ」

　私が抱えている花束を見た美里ママは、嬉しそうに顔をほころばせた。

「私たちからなんですが、すみません……こんなにたくさんお花をもらってらっしゃるなら、別の物にすればよかったですね」

「そんなことないわよ～女っていくつになってもお花をもらうのは、嬉しいじゃなぁい？　たしかに物も嬉しいけどね。気持ちが嬉しいわ～」

　そう言う美里ママは本当に嬉しそうで、私たちは安堵した。

「お誕生日、おめでとうございます」

「ありがとぉ～。さあさ、座って～。今日は賑やかで嬉しいわ～」

　美里ママに花束とプレゼントを渡すと、白バラに顔を近づけて、にっこり笑う美里ママ。

「あ、ちょっと失礼しま～す」

　美里ママはおしぼりを渡すと、身体をくねらせてテーブルを離れた。今日はひとつのテーブルに美里ママが落ち着くことはなさそうだ。

　お客様は美里ママのために来ているんだもんね。

「いらっしゃいませぇ。ふたりが来てくれて、美里ママ、大喜びよ～」

　明菜さんがにこやかにやってきた。

「先にシャンパン、いっときますかぁ？」

　明菜さんに勧められて、久我さんはシャンパンを頼んでいる。

　ソファに腰をかけ落ち着くと、私は店内を見回した。

　紅緒さん、いたっ！

　ゴールドのドレス姿。相変わらず露出は少なくて、ボレロ風のジャケットを羽織っている。店内の暗めのライトでも、紅緒さんのゴールドのドレスはキラキラ輝いている。

　やっぱりキレイだな。

「ミミちゃん、紅緒ちゃんが気になるのぉ？」

　明菜さんがフフッと笑いながら、聞いてくる。

「えっ!?」

「食いつくように見ていたわよ～」

「そ、そんなことないですっ！」

　明菜さんに茶化されて、全身がぽっぽと熱くなる。顔も赤くなっているに違いない。

　手に持っていたシャンパングラスを置いて、冷えた指を耳にやる。耳までもが熱い。

「紅緒さん、キレイですよね」

　久我さんも紅緒さんの方に視線を向けて、ウットリしている。

　本当に女の私たちから見てもキレイなんだよね。でも、接客しているのにほとんど笑わないし、紅緒さんはやっぱりほかのニューハーフとは違うような気がする。この仕事が好きじゃないとか？

「紅緒ちゃんはね～、どこも整形していないの。本当、羨ましいわ～。さぁ！　今日は美里ママのお祝いよ。飲みましょー」

　明菜さんは長いつけまつげをバサバサ動かす。

　美里ママにお祝いも済ませたことだし、帰ろう。私はバッグを掴みおもむろに立ち上がると、みんなが一斉に見る。

「どうしたのぉ？　ミミちゃん、お手洗いかしら？」

「私はこれで――」

「なに言ってるのよぉー。それはないでしょ～。早く座りなさいな」

　帰ると言おうとしたのに、明菜さんに遮られた。おまけに手首を掴まれ、強引に座らされる。

「あ、あのっ」

「まだ飲みが足りないわよ～」

　手際よく水割りを作って、私の目の前に置く。

「はい。もう一度、かんぱーい」

　明菜さんの調子に巻き込まれてしまい、少しならいいかと諦めた。

　氷がたっぷり入った水割りが美味しそうだ。ここに通ってから、水割りが好きになっていた。シャンパンのあと、ちびりちびりと飲んでいても、一杯目をすぐに飲み干してしまう。

　夕方、再び頭痛が復活してもう二錠、薬を飲んでいた。気にはなったけれど、薬のせいか喉が異常に乾いている。

　あと一杯ぐらいなら大丈夫だよね。高野先輩のことでむしゃくしゃしているし。久我さんは楽しそうで、明菜さんと盛り上がっている。お腹を抱えるほど笑えば、ストレス発散になるしね。

　そう思っていたのに、しだいにぼうっとする頭で、話にのれない自分がいた。

　そこへ、美里ママが豊満な身体を弾ませやってきた。

「さっきはありがとうね～」

「美里ママ、お誕生日おめでとうございます！」

　久我さんがテーブルの上にあったクラッカーをパンと鳴らせた。

「みんながお祝いしてくれるのはとーっても嬉しいけれど、年を取るって嫌なもんよね？」

　やっぱり考え方が女性らしい。

　クラッカーの鳴る音で少し眠気が覚めた。

　美里ママは私の隣に座ると、通りすがりのレイ子さんを呼び止め、ほかのお客様のテーブルに気を配っている。

「ねえ？　ミミちゃん、ストーカーの話はどうなったの？」

「あ……」

　美里ママは先ほどの笑顔とは打って変わり、真剣な表情で聞いてくる。

　真剣なまなざしが私の顔にずずっと近づき――。

「ぷっ！」

　横を向いて、思わず吹き出した。酔っぱらったみたいで、理由もなく笑いがこみ上げてくる。

「あら～？　ここ吹き出すところぉ～？」

　美里ママは呆れたように、私の肩を軽くつっつく。

　笑って喉が渇いて、テーブルの上のグラスを一気に半分ほど飲み干す。

「ちょっとぉ～ミミちゃんったらぁ。そんな飲み方しちゃだめよ。なにかあったの？」

　美里ママが、もう一度口に持っていこうとした私のグラスを取り上げる。

「あ～」

　取り上げられた反動なのか、身体がグラッと揺れ美里ママの方へ倒れかける。

「大丈夫？　吐きたい？」

「ありましたよぉ～。吐きたいくらい気持ち悪い人に、昨日レイプされそうになりましたぁ～」

「ええっ!?」

　明菜さんと話をしていたはずの久我さんも驚いて、こちらを向く。

「どういうことなのよ？」

　美里ママは真剣そのものだ。

　私にそう聞いてから、美里ママはどこかのテーブルへ視線を動かす。

　それがなぜなのかわからなかった。ふわふわと浮いた感覚がなくならず、頭の片隅で「あー完全に、酔ってるんだ」と思う。でも、こみ上げてくるクスクス笑いは止まらない。

「ミミちゃんたら、笑ってないでちゃんと話してよ」

「美里ママ、安西さん昨日ストーカーと夕食を一緒にしたんです」

　久我さんが口を挟む。

「……もう諦めるって、あいつ言ったのに……」

　とても眠かった。

　このまま眠ったら気持ちいいんだろうな……。

　美里ママの方へ頭が傾く。

「ミミちゃん？　いったいどれだけ飲んだのよぉ～」

「まだ三杯も飲んでいないですよ。あ、頭が痛いって言っていたから、頭痛薬のせいかも」

　ぼんやりと久我さんの声を聞きながら、私は眠りに落ちた。




「ん……」

　ガンガン頭に響く音……目覚まし……。

「うる……さいよ……」

　ぅん……でも、この音は……。

　自分の目覚ましの音ではなかった。

　えっ？

　うつ伏せの頬にあたるいつもと違う肌触りのシーツ。サーッと青ざめていくようなヤバい感じ。

　そのとき、目覚まし時計が最後の「チン！」の余韻を残して止まった。

　私？

　重い瞼まぶたをうっすら開けてみた瞬間、背を向けた隣の男に驚く。

　弾かれたように飛び起きて――。

　ドサッ！

「痛ーいっ！」

　床に落ちた私。腰を打ち、擦っていると――。

「お前、なにやってんの？」

　へっ？

　ベッドから落ちた私を、湊がのぞき込むようにして見ていた。

「湊っ!?　なんでここにいるのっ？」

「なんでここにいるのって、ここ俺んち」

　笑いを堪えているのか、湊の端正な顔が若干歪んでいる。

「どうして、私が湊の家にいるのっ？」

　昨日のことを思い出そうと、ペタンと床に座ったまま考える。

「さあね。よく考えてみろよ」

　湊は立ち上がり伸びをする。その姿に心臓が跳ねた。Ｔシャツにスウェット姿は見慣れている。だけど、いつもとかってが違う。

　ベッドの側にいるせいか、変に意識してしまう。

「お前、寝相悪いな。何度ベッドから落とされそうになったことか」

「もうっ、なんで私がここにいるのか、教えてよ！」

　考えてもなにも思い出せない。

　美人堂で眠っちゃったんだよね？　……そのあとがまったく記憶にない。

　ハッとして自分の身体に視線を落とす。

　服は着ていた。お気に入りのブラウスはしわくちゃになっていたけれど。

「俺に襲われたとでも思ってるわけ？」

　頭に降ってくる湊の不機嫌そうな声。

　湊の腕が伸びて、私はベッドの端に座らされた。

「そ、そんなことないよ」

「本当に？　ミミちゃん？」

　私の隣に湊は座った。ベッドがぎしっと音をたてて沈む。

「本当だよ。湊は女に不自由してないんだから、私なんか襲おうなんて思わない。そうでしょ？」

　湊の顔が近づいて、私の心臓が暴れ出す。

　起きたばかりなのに、爽やかすぎるぞっ！

「女に不自由してないって、どうしてわかるんだよ。それに言っただろ、今彼女はいないって」

「そうだっけ？　あ！　それよりっ！　どうして私がここにいるのか教えてよ。まったく思い出せないんだけど」

「それは内緒」

「な、内緒ぉ？」

「そっ、内緒。頑張って思い出せよ。それに襲われてないと思っているみたいだけど、記憶のないミミにわかるのか？」

「わ、わかるわよ！　ちゃんと服着てるもん！」

「お前、バカだな。さすが処女。ヤッたあとに元通りに着せたかもしれないだろ」

「湊っ！」

　湊の発言に、かあっと頬に血が上る。

　からかう湊に、枕を掴み投げようとした。

「おっと！」

　持ち前の反射神経のよさで私の手が掴まれる。そのまま仰向けに押し倒された。

「ちょっと！　湊っ！　どいてよ！」

　ばんざいをした格好の私。両腕を湊に押さえつけられて、身動きができない。

「ミミ、俺溜まってるんだ」

「溜まってるってなにがよ？」

　意味がわからない。

「もちろんあれに決まってるだろ」

　秀麗な顔を近づけてくる湊に、呼吸が止まりそうだ。

「だからっ、あれってなに？」

　そう口にしてからハッと気づく。

「っ！　湊のばかぁっ！」

　思いっきり身体を動かし、湊を押しのける。

「うわっと、本当にお前ってバカ力だな」

　それは違うと思う。私が強く押した瞬間、湊は力を抜いた。

「湊、からかわないで」

　私は起き上がり、ベッドの上に仰向けの湊を睨みつける。

「からかっていないんだけどな。まあ、今日のところはやめておくよ」

　今日のところはやめておくって？　どういうこと？

「ねえ、どうしてここに私がいるの？」

「内緒だって言っただろ」

「教えてくれてもいいじゃないっ。ケチッ！」

　頬を膨らませる私に、湊は余裕の笑みを口元に浮かべて見ている。

「もうっ！　顔を洗わせて」

「ああ。あっち」

　あごで示された方へ足を進める。

「タオルは、横の棚な」

「あ、うん！」

　洗面台の鏡を見て、自分の顔にうんざりする。

　なにこの、腫れぼったい顔は。

　もともと濃い化粧はしないので、いつのまにか化粧はすっかり取れていた。

「ミミ、これ必要だろ」

　背後に湊が立っていて、なにかをポンと投げるといなくなった。とっさに受け取った物を見ると、コンビニなんかで売っているお泊りセット。クレンジング、化粧水、乳液などが入っている。

　湊の家になんでこんなのが……あ、そうか……元カノの置いていったものなんだ。

　そう考えると、胸の奥がツキンと痛んだ。でも、あれば助かる。使わせてもらいベッドルームに戻った。

「ミミ、会社は？」

「えっ！」

　ベッドの目覚まし時計を見ると、七時を回ったところ。

　これから家に帰って着替えて……と、少し慌ててからよく考えてみると、今日は休みだった。

「あ、今日は休みだった」

「ふうん。じゃあ、さっさと帰れよな。忙しいんだ」

「言われなくても帰るしっ」

　ベッドルームを出て、リビングに向かう私のあとを、湊がついてくる。

「無断外泊の理由、考えろよな」

　そうだった……無断外泊しちゃったんだ。

　落ち着いた紺色のソファの上にバッグを見つけて、スマホを取り出す。

　ホッとすることに母からの着信記録はない。

　もしかして帰っていないのが、バレていない？

「じゃあね。泊めてくれてありがと」

　廊下に足を進めながら、お礼を言った私ははたと思い出し、立ち止まった。

「ねぇ、どうして私はここにいるの？」

　振り返り、のんびり歩いてくる湊にもう一度尋ねる。

「それは次回会ったときにな」

「次回って、いつ？」

　正体をなくしてしまったのは私のせいなんだけど、教えてもらわないと気持ちが悪い。

「さあ？　近いうちにな」

「湊っ！」

「そう目くじら立てんなって。ほら、行けよ。送ってやれなくて悪いな」

　背中をトンと軽く押されて、腑に落ちないもののパンプスに足を入れる。

「明日ね。明日、会おうね」

「明日は無理」

　即座に断られて、地団駄を踏みたい気分になる。

「じゃあいつならいいの？」

「こっちから連絡するよ」

　鼻先をピンと指で弾かれる。痛くないんだけど、私は頬を思いっきり膨らませた。

「じゃ・あ・ね！　お邪魔しましたっ！」

　玄関の重厚なドアを勢いよく開けて外へ出た。

　閉まる前に、湊の笑い声が聞こえた。

　まったく、湊はいつからこんなにからかうようになったの？

　エレベーターに向かい、意地悪な湊を恨む。

　そうだ！　外泊の理由を考えなきゃっ。




　自宅の前で腕時計をチラッと見る。

　八時すぎか……お姉ちゃんとお父さんは仕事でもういないけど、一番厄介なのはお母さんだ。我が家にはなんでも知りたがり屋の専業主婦がいる。

「あら、美海ちゃん」

　通りから、湊のお母さんの声がした。振り返ると、にっこり笑顔を浮かべて立っていた。

　薄紫のパンツスーツを着ていて、若々しく颯さっ爽そうとしている。湊の容姿は、ほとんど母親譲りなのかもしれない。

「今帰り？　お帰りなさい」

「えっ？　あ、た、ただいま……お仕事ですか？」

「ええ。今日はちょっと立ち寄りがあって」

　ふふふっと笑う湊のお母さんは大手化粧品メーカーの部長さん。よく試供品などをくれるので、おかげさまで私の化粧品にかけるお金はほとんど必要ない。

「じゃあね」

　なぜか、湊のお母さんの意味ありげな笑みが気になる。

　去っていく姿を見送り、玄関のドアをそっと開けた。

　外泊理由は電車の中で考えた。湊のところに泊まったなんて言えないから、飲んでいて終電を逃したから、同じ部署の久我さんのところに泊めてもらったと言うつもり。

　嘘をつくのが苦手で、すぐに顔に出てしまうからバレやしないかヒヤヒヤものだ。

「ただいま……」

　お母さんはリビングで掃除機をかけていた。

　私の姿を見て、掃除機のスイッチを切ったけれど、怒っている顔ではない。

「あら、早かったのね」

　え？　早かった？

「あ、あの外泊したのは――」

「いいのよ。美海ももう大人だからね」

　なにを突然、物わかりのいい母親になっているんですか……？

「楽しみで仕方ないわ～」

　満面に笑みを浮かべそう言うと、再び掃除機のスイッチを入れてかけ始めた。

　楽しみで仕方ないわ？　なにが？

　腑に落ちないお母さんの態度と言葉に小首を傾げながら、部屋に向かう。

　とにかく雷が落ちなくてよかった！

　気分が楽になって、弾む足取りで階段を上がった。







第二章










気になる幼なじみ




　昨日のことが気になって仕方ない私は、久我さんのお昼休みを見計らって電話をかけてみた。

『安西さん、昨日は置いていっちゃってごめんね～。大丈夫だった？』

　電話に出るなり、久我さんが謝ってくる。

「え……大丈夫だったけど、置いていったって？」

『美人堂によ。かなり盛り上がっちゃって気づいたら終電間際で、美里ママに任せてきちゃったの。いくらニューハーフとはいえ、ちょっと心配だったんだけど。なにもなかったわよね？』

「そ、そうなんだ……」

『安西さん？　もしかして大丈夫じゃなかったの？』

「そうじゃないよ。無事だったけど……」

　やっぱり、どうして湊の部屋にいたのかわからない。

『頭痛薬を飲んでお酒を飲んだらやっぱりだめね。私も気をつけないと』

　あー、そうだったんだ。だからたいして飲んでいないのにこんな目にあったんだ。これはもう美里ママに聞くしかないよね。美人堂からどうして湊の部屋なのか……。

『話は変わるけど、さっきストーカー男、キャンセルしてきたわよ』

「え……」

『行先をもう一度考えたいからって。私が電話を受けていたら文句を言っていたところよ』

　キャンセル……。

『本当に行先を考えたいのが理由かしら？　もしかして別れたとか……やっぱり警察に相談した方がいいわよ』

「う、うん。そうだね。ありがと。じゃあね」

　高野先輩、どういうつもりなのだろうか……別れたとしたら、ますます過激になっていきそう。でも、婚約者に私のことを知られたくないから、旅行をキャンセルしたとしたら？　後者であってほしい。あれから電話もメールもないから、後者かもしれない。そう信じたい。




　湊の部屋に泊まったことや、高野先輩のことが気になる数日を過ごした。

　高野先輩からは今のところ、なんのアクションもない……と思う。

　気になる湊は、こっちから連絡すると言われていたから、私から連絡を取るのを躊躇していた。

　本当になにもなかったよね？　ちゃんと服着ていたし。

　あのときの言葉が脳裏をよぎる。

『わ、わかるわよ！　ちゃんと服着てるもん！』

『お前、バカだな。さすが処女。やったあとに元通りに着せたかもしれないだろ』

　あれって、凄い意味深な言葉だよね？　どうして湊に私がバージンだってこと、バレているのか。なんでも話す仲だけど、湊が大学に入ってひとり暮らししてから最近まで、私の彼氏事情なんて話していないのに。二十四歳にもなってバージンか……、今時の女子高生だって……。

「安西さん？　なにぼんやりしてるの？」

　久我さんに肩を揺すられ、ハッとなる。

「生姜焼き定食来たわよ」

「え、あ……」

　目の前のキャベツたっぷりの生姜焼き定食に、目を落とす。私たちはランチに近くの定食屋さんに来ていた。

「いただきまーす」

　久我さんは焼きサバ定食だ。脂がのっていて美味しそう。

「ん、おいしー。たまにはいいよね。こういう定食も」

　久我さんはつけ合せの煮物をひと口食べて言った。

「うん、胃に優しいし、ヘルシーだもんね。いただきます」

　割り箸を手に食べ始めると、テーブルの上に置いたスマホの画面が振動して明るくなった。

　湊からのメールだ。食べながら画面をタッチし、メールを開く。

【明日の夜、デートだからな】

　え？　デート？

　口に入れたおしんこが、ぽろっと落ちそうになる。

　しかも、私の都合聞いてないしっ！　予定なんてないけれど。

　続いてまたメールがきた。

【会社まで迎えにいくから】

　はぁ～。いつもながら強引な男だわ。でも、これでやっと湊の部屋にいたわけを教えてもらえる。明日、美里ママにあの日のことを聞きに美人堂へ行くつもりだった。

「嬉しいメール？」

　久我さんが、ニヤッと口角を上げている。

「え？」

「だって、安西さん嬉しそうに笑っていたから」

　私、そんな顔をしていたんだ……。

　それはお泊りの真相がやっと聞けると、思ったからに違いない。

　その日の夜、クローゼットを開いて悩む私がいた。

　デート、デート……。

　デートの三文字が妙に気になって仕方ない。いつだって湊と会うときの服装は、特に意識しないものだった。それがどうしたんだろう……洋服を選ぶだけなのに、こんなに時間がかかるなんて。

　どこへ連れていってくれるのかも、わからないし……。

　結局、無難な膝丈のワンピースに決めた。シャーベットオレンジ色のワンピースはお気に入り。

　ふと、湊からのお土産のあのピアスの箱が目に入る。

　つけてみようかな。

　仕事中はつけられないけど、肌身離さず制服のポケットに入れておけば安心だし。やはり高価な宝飾品は気を使う。




　翌日、午後になると、何度も時計を見てしまっていた。今日のデートが楽しみ。

　カウンターが閉まる十九時、ＯＬふたりが駆け込んできた。

　彼女たちの対応を終え、時計を見ると待ち合わせを三十分過ぎてしまっていた。

　大丈夫。湊は待っていてくれる。こういうときはなぜだか、自信があるんだ。

　更衣室で急いでシャーベットオレンジ色のワンピースに着替えて、制服のポケットから小さな箱を取り出す。携帯用のピアス入れから、キラキラ光るリーフ型のピアスを取り、耳につけた。

「すごい、これが本物の輝きなんだね」

　蛍光灯の下でも、キラキラ輝くピアスは存在感をかもし出している。

　湊は背が高いから釣り合うように、今日は少し高めのヒールをはいてきた。

　更衣室を出ようとした時、バッグの中のスマホが振動しているのに気づく。

　湊だ。

「もしもしっ！　ごめんね。今行くからっ」

　話しながら出入口に向かう。

『焦って転ぶなよ』

「そんな転ぶわけないじゃん。子供じゃないんだから」

　通用口のドアを開けて通りに出ようとしたとき、なにかにぶつかった。

「きゃっ！」

　倒れそうになったところを、不意に伸びてきた腕に助けられる。

「だから言っただろ。焦って転ぶなよって」

　私がぶつかったのは、湊だった。

「湊がそんなところにつったっていなければ、ぶつからなかったのっ」

　湊はカジュアルなサックスブルーのジャケットに、ロールアップしたグレーのパンツ姿。ファッション雑誌から抜け出したようなその姿に一瞬、呆ほうけた私だった。

「ん？　どっか痛めたか？」

「えっ？　ううん」

　我に返って、スマホをバッグの中にしまいながら、首を横に振る。

「行くぞ」

　湊の手が私の手を握る。本当にデートみたいだ。

　大通りに出て歩き始めると――。

「湊!?」

　目の前に松下さんが目を大きくさせて、ぎょっとした表情で立っていた。その視線が、ゆっくり私たちの繋いだ手の方へ移る。

「あ！」

　私は小さな声をあげて、湊の手から離れようとした。その手がギュッと力強く私の手を引っ張る。かえって強く握られて、離れられなくなった。

　まずいんだってば！

　松下さんの表情が、みるみるきつくなっていくのがわかる。

　絶対にあとで、呼び出しをくらっちゃうよ。

　私の背中に冷や汗が流れる。

「仲がいいのね？」

　その言葉さえもイヤミに聞こえてしまう。きっと私の顔、引きつったようになっているよ。

「見ての通りな」

　湊はわざわざ握る手を持ち上げて、松下さんに見せびらかしている。

「み、湊やめてよ。離して」

　小声で湊をたしなめた。そんな私と湊を交互に見ていた松下さんの表情が、ふと柔らかくなった。

「仲がよくて羨ましいわ。じゃあね。安西さん、お疲れ様」

　松下さんは湊を見ずに、私に言葉をかけると、会社に向かって歩き出した。

「お疲れ様でした！」

　通り過ぎる姿に私は、頭を下げた。

　どーしよ……絶対に気分悪くしたよね。湊と結婚したいとまで、言っていたんだから。

「ミミ、行くぞ」

　歩き出した湊に、手をグイッと引っ張られる。

「あっ！」

　いつもより高いヒールに足を取られ、転びそうになった。

「湊、待ってよ！　ヒール高いんだから」

　湊が立ち止まって、振り返る。

「どうりでいつもと目線が違うと思った」

「ね、どこに行くの？」

「食事以外に、なにをするって言うのかな？　さっさとラブホに行く？」

「湊っ！」

　からかう湊を思わずバッグで叩こうとした。

「冗談だよ」

　湊は楽しげに笑って、降参するように両手を上げた。

「腹が減ってるんだ。早く行くぞ」




　向かった先は、駅を挟んで会社と反対側の最近オープンした高層複合施設だった。七階にあるフランス料理店。

「ここって高いんでしょう？　いいよ。ここじゃなくても」

「お前な、男に恥かかすなよ」

　湊が店の中に入ると、タキシードを着たジェントルマンが「いらっしゃいませ」と優雅に頭を下げる。

「予約した本田です」

　予約してたんだ……こんなこと初めて。

「お待ちしておりました。お席へご案内いたします。どうぞこちらへ」

　ブラウンとホワイトを基調とした落ち着いたインテリア。高級感ある店内を進み、窓際の席に案内された。窓の外を見ると高速道路が目に入る。渋滞中のテールランプの灯りがキレイだ。

　ふと視線を戻すと、メガネの奥の切れ長の目とぶつかる。湊と目が合うと、胸の中に無数の蝶が羽ばたいているみたいに落ち着かない。

　昨日から、ううん、その前から私おかしい……。

「あ！　そうだ！　湊の部屋にいた理由を、教えてくれるんだよね？」

「お前のスマホの履歴から俺の番号を調べてかかってきた。それだけのことだよ」

「たったそれだけ……？」

「ああ。ほかにどんな理由があるんだよ。考えればわかることだろ？」

「なんだぁ。そんなことなら、さっさと教えてくれればいいじゃない」

　そうだよね。よく考えなくてもわかることだった。湊に連絡が行って迎えにきた。それだけ。

　単純な私は納得して、背もたれに身体を預けた。

　高級なお店は、イスの座り心地もいいな。

　納得したら、周りを見る余裕ができた。店のおススメだという赤ワインが持ってこられ、ソムリエが一分の隙もない所作でワイングラスに注ぐ。

　芳ほう醇じゅんな香りを放つ赤ワインだ。

「おしゃれな店だね？　湊はこういうところ、よく来るの？」

　周りを見ると、男女のカップルが圧倒的に多い。あとは、女性同士。

「たまにな」

「そうなんだ……」

　ふと、松下さんの顔を思い出す。

　松下さんならこのお店の大人な雰囲気にぴったりだよね。

「アイツとは来たことないけど？」

「えっ？」

　アイツって……松下さん？

　私はキョトンとした顔で、湊を見た。

「っていうか、付き合ってたとき、ここまだオープンしていなかったし」

「そ、そんなこと聞いていないじゃん！」

　頭の中をのぞかれたようで戸惑う。

　そこへオーダーした前菜や、ふんわりと美味しそうなサーモンのローストなどが運ばれてきた。

　ウエイターが去っていくと、湊は口を開く。

「そうか？　聞きたそうな顔してたけどな」

　まだ話は終わってなかったんだ。

　湊にすっかり見透かされて、大きなため息が漏れる。

　この際、松下さんがまだ湊を好きだと、言ってしまおうか。

「美味しそうだな。食べよう」

　フォークとナイフを手にして湊は食べ始めた。私もならってフォークとナイフを手にしたけど、気になって口まで運べない。

「ねぇ？　湊……」

「ん？」

　サーモンのローストのお皿に視線を落としていた湊の視線が、私へと動く。

「まつ――」

「アイツの話はするなよ」

「まだなにも言ってないじゃないっ」

「お前の考えていることぐらいわかるさ。それに最近アイツから、頻繁に電話がかかってきてるからな。さしずめ、俺の幼なじみであるミミに、協力を頼んだってところだろ」

「どうしてわかるの？」

　まるで私と松下さんの会話を盗み聞きしていたかのような湊の言葉に、開いた口が塞がらない。

「大学の頃も俺の友達を使って近づいてきたからな。そういう女なんだよ」

　湊の口ぶりでは、松下さんの印象はよくないみたい。

　よりは戻らないと、思ってもいいの？

「だから、アイツのことは気にするなよ」

　そう言うけれど、彼女は我が社の社長令嬢で、一緒に働いているわけだし……。

「本当にこれっぽちも松下さんのこと、想ってない？」

　指でこれっぽっちを表現すると、湊の顔つきが鋭くなった。

「俺が好きなのは、お前だよ」










幼なじみの告白




　聞き間違い？　俺が好きなのはお前だって言った？

　ナイフとフォークを持ったまま茫然と固まる私。

　違う違う。いつものようにからかってるんだ。

　私は頭をふるふると振った。

「湊、またからかっているんでしょう？　私が本気にするとでも思ってるの？」

「からかってなんていない。本当にお前が好きなんだ。いや、好きよりももっと深い感情だ」

　怖いくらいに真剣な顔の湊は、今まで見たことがない。

「湊……」

　どうしよう……心臓が口から出るくらいバクバクしてきた。

「俺のモーション、毎回かわされてきたけど、今日はそうはいかないからな」

「だって、本当にからかわれていたと思っていたんだもん」

　なんだろう。涙が出てきた。

「っ！　お前、なんで泣くんだよ」

　湊は慌てた様子でポケットを探り、ハンカチを差し出してくれた。

「だって！　いきなりなんだもん！」

「いきなりじゃないだろ。前からモーションかけてたって」

「あんなのわからないよ！　ラブホ行こうって言うだけじゃん。本気にするわけないでしょ！」

　なんだかケンカのような会話に、深いため息が漏れる。

　私、なんて答えたらいいんだろう。湊は好き。一緒にいると安心できるし、私を楽しませてくれる。それから湊に会うたびに、胸が……高鳴る。

「あれも本気。ラブホなんてちんけなところには、連れていきたくないけどな」

　頭の中が混乱してきた。

　なにを言おうか困ったところへ、とどめをさすように湊が甘い笑みを向ける。

　そして……。

「一緒に過ごしたいのは、ミミだけだ」

　私の知らない湊だった。好きな相手だけに甘く語りかける湊。そんな彼を見るのは初めてで……。ドキンと大きく高鳴る胸。

「と、突然そんなこと言われても……」

　私の頭はパニックの一歩手前で……。

「やっぱり彼氏いない歴が長いミミちゃんには、ついていけない告白だったか？」

　私の動揺に、湊は軽口を叩く。

「料理が冷めちゃうな。食べよう」

「う、うん」

　私の全身が湊を意識している。

　このままだと食べ終わったときには、ぐったりかもしれない。

　デザートで運ばれてきたアイスクリームの盛り合わせは、火照ほてった全身に浸透していく。

　テーブルでスマートに会計を済ませた湊は、不意に席を立った。

　どうしたのかとコーヒーを飲みながら、湊を見上げる。

「出よう」

「えっ？」

　カップを置いた私を立ち上がらせ、手を握って歩き出す湊。

　引っ張られるようにして歩き出した私は、忘れ物を思い出して、湊の腕を強く引く。

「湊っ！　待って！　バ、バッグっ！」

　隣の席に置いていたバッグを慌てて掴み、強引に歩く湊についていく。

　エレベータは、なぜか混んでいた。あとひとりでブザーが鳴りそうなほどの混み具合だ。湊は私の後ろに立ち、すっぽりと包み込むように腕を回してくる。

　狭いエレベータ、密着する湊の身体に、治まっていた胸の鼓動が不規則に暴れ出す。

　早く一階に着いてください。そうしないと私の心臓が持ちません。

　点滅する文字盤を見つめることしかできなかった。

　――チン！

　がちがちに緊張した私の耳に、エレベーターの機械音が、一階に到着したことを知らせた。ぞろぞろと吐き出される人の波に私たちも流されるけど、離れないように私の手はしっかりと湊の手に握られている。

「送っていく」

　食事をしただけで送っていく？　しかもさっさと切り上げちゃって。美味しいコーヒーだったのに。

「湊、待ってよ！」

　半歩先を行く湊が立ち止まり、振り返る。

「急にどうしちゃったの？」

「このままどこかのホテルに入りたい気持ちと、戦ってるんだよ」

「え……」

「どんだけ我慢してると、思っているんだよ」

「湊……」

「お前を泊めた時も、ヘビの生殺し状態だったんだぞ。こんなに余裕がないなんて、俺自身が驚いている」

　心の葛藤をさらけ出してくる湊。

　焦る表情や、照れくさそうな表情の湊を見るのは、私だって初めて。可愛いとまで思ってしまう。

「……湊の部屋に、行っていい？」

「は？」

「あ、あの、だからね？　そういうことを、したいんじゃなくて、もっと湊と話がしたいなって。ここ……歩道だから……」

「……そうだな。俺もまだ話があったんだ」




　湊のマンションへ来ちゃった……。

　タクシーに乗ってから、自分の言葉に後悔した。

　湊のマンションへ行きたいだなんて、変に期待もたせてないよね？　まだ心構えができてない。

　まだ築年数の浅い高層マンション。湊の部屋は窓から海が見え、夏になれば花火大会で打ち上げられる花火が見られるいい部屋だ。

　去年の夏もここに花火を見に来たんだっけ。お料理をテイクアウトして、ビールを飲みながら花火を見て、楽しかったな。

　楽しかった思い出がよみがえる。

　私にはやっぱり湊しかいない。小学四年生のときに、湊の家の隣に引っ越ししてから一緒に過ごした時間。湊と一緒にいるのが一番私らしい。

　リビングに入ると、湊は冷蔵庫から冷えた缶コーラを二本持ってきた。

「あと数時間経てば、車で送っていけるから」

　そっか。だからビールの代わりにコーラなんだ。

　つったっている私に、プルトップを開けた缶コーラを手渡してくれる。

「ありがと」

　ソファに腰をかけると、隣に湊も座る。

　サックスブルーのジャケットは脱いでおり、今は白いワイシャツ姿。レモンイエローのタイはまだゆるーく結ばれたまま。ボタンが数個外してあるせいで、なんだか喉から鎖骨のラインまでがなまめかしい。

　そんなことを考えている自分の頭を、殴りたくなる。今まで意識しないようにしていたけれど、湊が私を好きと知ってから、彼のすべてに惹かれ意識してしまう。

「ミミの返事、聞いてないんだけど？」

「返事……って……？」

「お前この期に及んでふざけてるのか？」

「え？」

「俺の告白の返事だよ」

「あ……」

「あ、じゃないだろ」

　湊は俯き、軽く吐息を漏らす。

　あれ？　ちょっと落ち込んでる？　もう私の中では、湊への好きの気持ちが胸をしめている。タイミングを逃しちゃって、好きって言いそびれていた。

「私も、湊……が……好き」

「たったそれだけ？」

「たったそれだけって、ほかになんて言えばいいのっ？」

　顔から火が出そうなくらい、恥ずかしいのにっ。

「……まあ、いいや。俺たちは晴れて恋人同士だからな」

「うん」

　恥ずかしさで湊の顔をまともに見られず俯くと、あごに伸ばされた手に上を向かされてしまう。

「み――」

　湊の顔が傾いて、唇にそっと口づけを落とされる。少し開いた唇をそれぞれ啄ついばむように重ねられ、全身が蕩とろけていきそうだ。

　でも次の瞬間、驚いて湊をはね除けていた。

「い、今っ、舌がっ」

　湊は私の反応に驚いていいのか、笑っていいのか、わからない様な複雑な顔になった。

「処女には刺激が強すぎたか……ディープキスも知らないとは」

　あれがディープキスぅ？　舌と舌を絡ませるってやつ？

「だって……」

「本当お前は可愛いよ」

　湊は優しいまなざしを私に向けて笑った。

「湊は慣れているんだね？」

　一歳しか違わないのに。そう思うと、面白くなくて頬が膨れてしまう。

「お！　ミミちゃんの嫉妬、嬉しいな」

「嫉妬してるよ？　湊の元カノに」

　わざと拗すねた振りをすると、湊は弱ったように指で鼻の頭をポリッとかく。それから私の身体を軽々と持ち上げて、自分の膝の上に乗せる。

「湊っ！　重いよ」

「ミミだけだから。これからはミミしかいない」

　いつになく真剣な表情で言われると、おちゃらけることもできなくて見つめ合う。

「愛している」

「湊……」

　湊を見下ろしているせいか、引きよせられるようにして私は自分から湊の唇にキスしていた。

　そんな私に湊は驚きのあまり言葉を失った様子で、ポカンとした表情で見た。

「湊？」

「……まさか、ミミからキスしてくるとは、思わなかった」

　私の顔が、急激に熱くなっていくのがわかる。

「からかうと、もうしないからっ！」

「嬉しかったんだよ」

　ウエストの辺りをギュッと抱きしめられて、そのまま押し倒される。

「隣のおてんば娘、大きくなったよな」

「湊、年寄りくさい」

「おい、一歳しか違わないだろ」

「湊だって、中学の頃は身長低かったのに、今は別人だよね」

　押し倒されて話す会話だろうか。お互いがクスッと笑いを漏らす。

「つけてくれたんだな」

「えっ？」

　なんのことかわからなくて小首を傾げると、湊の顔が近づいてきて耳に吐息を感じた。

　ぞわっと、背筋が粟立つような感覚にビクッと身体が跳ねる。

「耳が弱い？」

「し、知らないよっ」

　こんなことされるの、初めてなんだもん。

「ピアス、似合ってるよ」

「ぁン……」

　耳じ殻かくを舌でなぞるように触れられ、ますます身体が敏感になっていくようだ。

　服の上から胸に湊の手を感じたとき、私は冷や水を浴びせられたように固まった。それを瞬時に汲み取った湊はキスをやめて、じっと私を見つめる。

「嫌か？」

「嫌じゃないけど……」

　胸に触れられたとき、高野先輩の手を思い出してしまったせいだ。

　口ごもる私から湊は離れる。離れてから私を起こしてくれる。

　気まずい……と思ったとき、湊が柔らかく笑った。

「ちょっと休憩な」

「え……」

　湊は私が戸惑っているのを見るとクスッと笑って、キッチンに行ってしまった。

「もらいもののコーヒーゼリーがあったんだ。好きだろ？」

　湊はコーヒーゼリーが入っているらしい箱を持って戻ってきた。

　生クリームたっぷりのったコーヒーゼリーが、私の目の前に置かれる。

　私は気持ちを切り替えるために、軽く咳払いをした。

「ねえ、湊。話したいことって、なんだった？」

　スプーンの袋を切って、コーヒーゼリーの横に置いていた湊は、一瞬間を置いてから口を開いた。

「……高野のこと」

「ど、どうして知ってるのっ？」

　驚きすぎて、口をパクパクする私は、さしずめ金魚みたいだろう。

「なんで話してくれなかった？」

「だって……」

「ミミ」

「最初はね？　高野先輩がストーカーだって思わなかった。ううん、ストーカーと思いたくなかったの。でもどうして湊が……？」

「母さんから聞いたんだ。それとあのニューハーフの人から」

　湊のお母さん、言わないでって言ったのに……。

「俺が車で行ったあの日、なにかあったんだろう？」

「あの日……」

　忘れようとしていた記憶が、つい昨日のことのようによみがえる。

　膝の上で組んだ両手が震えてきた。

「ミミ？」

　湊は、私の組んだ手を包み込むように手を重ねた。

「湊……私……」

　あのときのことを話すのは怖かった。知られたら嫌われるんじゃないかと、そんな思いがよぎる。胸を触られたのだから。

　次の瞬間、湊の腕に絡め取られる。抱きしめられることが自然に思える。そんな心地よさを、こんな場合でも思ってしまう。

「俺、高野に会ったんだ」

「えっ？」

　驚いて湊の肩口から、顔を上げて見上げる。

「なんで？」

「なんでって、好きな女がストーカーされているんだぞ？　どうにかしなくちゃだろ」

「でも……」

「今度なにかしたら、婚約者の実家に知らせると脅しといた」

「婚約者の実家？　高野先輩の両親じゃなくて？」

「ああ。調べたんだ。アイツの婚約者の実家は、かなり大きな動物病院を経営していて、独立開業資金も婚約者の親が出してくれたらしい。このことを知られたら、開業はできなくなる。そこにつけこんで脅したんだ」

「だから旅行のキャンセルが……」

「おそらく結婚はやめないはずだから、別の旅行代理店で申し込むだろうな」

　裏で動いてくれた湊がとても頼もしく思えた。

「湊、ありがとう」

　気づけば自分から湊に抱きついていた。

「とはいえ……」

　まだなにかあるの？

「とはいえ？」

　オウムのように繰り返す。

「しばらく様子を見た方がいいと思う」

「うん。今のところ、電話もないし……ストーカー行為がなくなったのはヘアースプレーのおかげかと思ってた」

「ヘアースプレー？」

　湊は形の良い眉の片方上げて、問いかける。

「あっ！」

　言葉にしてしまい、手を口に置く。

「ミミ？　なんだよ、ヘアースプレーって」

　湊の問いつめる声が怖くなる。

「ちゃんと話せよ」

　なんでもないと言うには遅すぎた。こわごわとあのときのことを話し始める。ヘアースプレーをどう使ったのかも。

　話を聞いている湊は、怒りを抑えているようだった。メガネの奥の瞳は、いらだちが見えたから。

「……ヘアースプレーか、なるほど。お前の同僚に感謝しなくちゃな」

「うん。久我さんが持たせてくれなかったら……」

　強い力だった。私の力ではどうすることもできない強い男の力。

「あのとき……迎えにきてくれたのは、私が気になる電話をしたからだよね。電話に出られなくてごめんね」

「ああ。あの日、会社まで迎えにいけばよかったよ。つながらない電話に気が狂うかと思ったんだぞ」

　私は湊の腕の中に引き寄せられた。湊の唇を髪に感じる。

「提案なんだけど」

「提案？」

　突然、提案と言われて小首を傾げて湊を見る。

「アイツに自宅を、知られているだろ？」

「うん……」

「しばらくここから職場に通った方が、いいと思うんだ」

「ここから？　そんなの無理だよ」

　ストーカーの件を両親に話さなくてはならないし、ひとり暮らしの湊のマンションにしばらくお世話になるなんて言ったら、反対されるに決まってる。

「無理じゃないと思う。俺たちは両親公認の仲だから」

「湊、両親公認って？　なに言ってるの？」

「俺の部屋に泊まって朝帰りしたとき、叱られなかっただろう？」

「うん」

「俺たち、真剣に、結婚前提で付き合っていると言っておいた」

「湊っ!?」

「俺たちが結婚すれば、両親たちが喜ぶって知っているだろ？」

　だから、お母さんニヤニヤしてたんだ。お咎とがめなしだったから、拍子抜けしたんだよね。

「まだ付き合ってもいないのに、私と結婚決めちゃっていいの？」

「隣の大事な娘に手を出しておいて、それだけなんてできるわけないだろう？」

「手はまだ出されていませんっ」

「これから出すから」

「湊……」

　湊は怖いくらいに真剣なまなざしで私を見つめる。こちらが照れくさくなるほど。

「これってプロポーズ？」

　恥ずかしくて、照れ臭くて、茶化すように言っていた。

「そうだよ。もう十分付き合ってきただろう？　次の段階へ移ろう。お前を絶対幸せにする」

　またも夢にまで見た心が蕩けるようなセリフ。

　恥ずかしくなって視線を逸らすと、コーヒーゼリーが目に入った。私は生クリームを人差し指ですくい、湊の頬につけた。

「なんの反撃だよ……」

「だって、湊からこんな甘いセリフが出るとは思わなくて、恥ずかしいんだもん」

「ったく……舐めて取ってくれよ」

「え……」

「早く」

　湊は私に生クリームが付いた頬を差し出す。

「ほら、早く」

「本気で言ってるの？」

「もちろん」

　ぐぐっと顔を唇に近づけられたから、思わず生クリームを舐めていた。

「ううっ……甘いよ……」

　私がいつもブラックコーヒーなのは、生クリーム系が苦手だから。

「あ、ミミは苦手だったな。じゃあこの分の生クリームを――」

　あっという間に、私の鼻先に生クリームがつけられた。

　それから湊は私の鼻に唇を近づけた。ペロッと生クリームを舐められて絶句。

「俺は生クリーム好きだな。ミミにつけたクリームはなおさら美味しい」

　湊はキレイな顔で微笑む。その微笑みに落ち着きをなくしそう。

「コーヒーゼリー、食べよ？」

　湊の分のコーヒーゼリーとスプーンを持って差し出す。

「そんなだから、彼氏ができなかったんだな」

　湊は笑いながら受け取る。

「か、彼氏ぐらいいましたっ！」

「でもまだ処女なんだろう？」

「ね、どうしてそれ知ってるの？」

「……そんなのお前見てたらわかるよ」

　一瞬、湊は間を置いて言うと、コーヒーゼリーをスプーンですくう。

「俺に勧めておいて、食べないの？」

「食べるよ。食べる」

　自分の分を持つと、湊は上にのっている生クリームの部分を取ってくれた。

「明日の夜、実家とミミの家に挨拶に行くから」

「そんな急に……？」

「ストーカーの件もあるだろう？　なるべく職場にも迎えに行く」

　そこまでする必要があるのかな。もう諦めてくれたと思いたい。

「でも湊は忙しいし……」

「俺が忙しいのは、主に株式市場が開いている時間帯なんだよ。まあ、なんとか夜は大丈夫」

「ん……」

「それとも俺と同棲するのが嫌なのか？」

「そ、そんなんじゃないよ。あまりにも突然だから、心が追いついてなくて……」

「無理強いはしない。だから、ミミがいいと思ったときにもらうことにするよ」

「え？」

「ミミの処女」

「もうっ！　湊のすけべっ！」

「お！　言ったね？　覚悟しておけよ」

　湊はいたずらっ子のような笑みを浮かべると、キスをした。

　身体が蕩けていくような甘いキス。このまますべてを湊に奪われてもいいとさえ、思ってしまう。

「もう二十四時か。送っていくよ」

「もうそんな時間なんだ」

「真夜中だから三十分で着けると思うよ」

　湊はテーブルの上に無造作に置かれていたキーケースを手にした。

「ほら」

　差し出された手を握ると、手を繋いだままマンションをあとにした。










七五三みたいな




　その夜、ベッドに入ると今日……（もう昨日だけど）のことを思い返す。

　湊と結婚。昨日までは思ってもみなかったことだけど、それが自然に思えてくる。

　それに私の顔がいつの間にか緩んでくるのも、湊が好きな証拠。

　湊となら大丈夫。

　突然のことに驚いたけれど、やっぱり私には湊しかいないんだよね。

　寝返りを打って時計を見ると、二時を回っていた。

　ヤバッ、早く寝ないと。




「安西さん、応接室にお茶ふたつ運んでくれる？」

　翌日、変わりなく出勤し、課長に仕事を頼まれる。

「はーい」

　弾んだ声になってしまうのを、抑えられない。

「安西さん、なんかいいことあったの？」

　立ち上がった私に、久我さんが意味ありげな顔で聞いてくる。

「そんなのないよ～」

　否定する声もなんだか浮足立っている？

「お茶淹れてきまーす」

　久我さんの追及の視線から逃げるように、そそくさと給湯室へ向かった。

　手早くお茶を淹れ応接室へ運び、トレーを返しに戻ってきたときだった。

　給湯室へ入ろうとして、足がギクッと止まる。

「安西さん」

　松下さんだった。できることなら会いたくない人。湊を好きと自覚した今、本当に申し訳ないけれど、松下さんに譲れない。

「お疲れ様です」

　トレーを胸の前で抱えながら頭を下げる。これが私を守る盾であればいい。そんな気持ちで持つ手に力が入る。

「昨日は」

　松下さんは一旦言葉を止める。

「楽しそうだったわね？」

「松下さん、すみません。湊とのこと、お役に立てません」

「あなたと湊は、単なる幼なじみじゃないようね？」

　松下さんの目鼻だちのはっきりしたキレイな顔が、少し引きつったように見える。

「……私も湊が好きなんです。松下さんとお話したときはその自覚がなくて……すみません。仕事中なので」

　逃げるようだけれど、私はトレーを元の位置に置くと、そこから離れた。

　カウンターに戻った私は、先ほどのふわふわした気持ちが消え去っていた。

　ランチをしたあのとき、ちゃんと断ればよかった……。

「あら？　なにかあった？　さっきとはまったく表情が違うわね」

　久我さんがイスに座ったまま近づく。

　そんなに私の顔ってわかりやすいんだ……。

「ちょっとね……」

「もしかしてストーカー？」

「え？　ううん。今のところはないから」

　首を横に振ったとき、自動ドアが開いた。

「「いらっしゃいませ」」

　子供を連れた家族が入ってきて、久我さんは自分の席に戻った。




　仕事を終えた七時過ぎ、湊は店舗近くの街路樹の植え込みの側で待ってくれていた。

「み……」

　湊は電話中で、スマホを耳に当てている。その姿は一枚の写真のようで、行き交う人々が見ていく。湊はスーツ姿だった。しかもシックで細身のスリーピース。初めて目にする装いだ。

　これも両親に挨拶するからに違いない。そこに湊のけじめと強い思いを感じる。

　電話しながら、視線が少し離れた私の方へ動く。視線が合い、湊は軽く手を上げた。私も手を上げて駆け寄ると、ちょうど電話が終わった。

「ごめんね。いつも待たせてばかりで」

「いや、それほど待ってないよ」

　湊はスマホをポケットにしまう。

「それより、見惚れてただろう？」

「えっ？」

「今にもよだれを垂らしそうな勢いで見てたぞ」

「だ、誰がそんなっ！　七五三みたいだな～って見てただけっ」

「こいつ、二十五の男に向かって言うか？　俺の魅力がまだわからないんだな」

「今日って、そんなにびしっと決めなきゃだめなもの？」

「けじめってやつだよ。よく知っている分、ちゃんと認めてもらいたいからな」

　そんなものなのかな。

　湊の愛車に乗り込み、自宅へ向かった。

　高速道路を下りて、自宅に近づいてくると緊張してきた。エアコンが点いてひんやりした風が出ているのに、手にじわっと汗が。バッグからハンカチを取り出す。

「暑い？」

　湊はタッチパネルで調整画面を出す。

「少し……緊張してきちゃった」

　タッチパネルで温度を下げた湊の手が私の髪に伸びる。それからふんわり撫でられた。

「俺に任せておけよ」

「……うん」

　ひとつしか違わないのに、なんて湊は頼もしいんだろう。

　車は大通りを外れ、あと五分ほどで自宅というところで湊が急停車させた。

「湊？　どうしたの？」

「カギかけて待ってろ」

　そう言うと、湊はシートベルトを乱暴に外して車から出てしまった。

「湊っ！」

　いきなり車から降りて走る湊を、車の中から目で追っていく。湊の先に、誰かが走っているのが見えた。

　もしかして高野先輩？

　そう考えたらいても立ってもいられず、車から降りていた。

　湊が消えた方へ走り出す。角を曲がったところで、湊を見つけた。そして湊が胸ぐらを掴んでいるのは、高野先輩だった。彼の顔を見て、一瞬脚が凍りつくように固まる。

　次の瞬間、湊は拳を振りかざし高野先輩の顔を殴った。

「湊っ！」

　湊に駆け寄ると、高野先輩の荒く吐く息が聞こえた。

「湊！」

「ミミ！　来るなと言っただろう！」

　湊から視線を動かすと、おどおどした高野先輩を見た。頬骨のところが赤くなっている。

「警告したのにまだ待ち伏せか」

「み、見るだけのつもりだったんだ！」

　高野先輩は目だけを私に向ける。その目が哀れに見えた。

　湊の手が更に胸ぐらをしめつけると、高野先輩は呻き声をあげた。かなり強い力を加えているようで、脚をバタつかせている。

「湊！　やめて！」

　私は湊の腕を引っ張った。湊の手が高野先輩の胸ぐらから解かれる。

　その途端、高野先輩が地面にうずくまった。ゴホゴホと苦しそうな咳をしながら、荒い息を吐いている。

　湊が本気で絞めていたんだろうと思うほど苦しそうだ。

　そんな高野先輩を見ていたら、口を開いていた。

「一瞬の過ちで将来を失ってもいいんですか？」

「…………」

「こんなバカなことをするより、動物たちの命を救ってください」

　初デートしたとき、出かけたのが動物園だった。そこで高野先輩は自分の飼っていた犬が病気で亡くなったことから、獣医になりたいのだと話してくれた。

「美海ちゃん……」

「彼女と幸せになってください」

「ミミ、行こう。こういう奴は警察に――」

「もう絶対に会わない！」

　湊の言葉を高野先輩が遮った。

「もう二度とこんなことはしない。だから今までのことを許してくれ」

「ストーカーの言うことを、信じるとでも思っているのか？」

　湊は信じられないみたいだけど、私には嘘を言っているように見えなかった。

「……本当に約束してください。次回はありません。今度は法的措置を取らせてもらいます」

　私はきつい口調で言った。

「約束する。もう二度と近づかない」

　高野先輩は足元をふらつかせながら、立ち上がった。

「俺はお前を信じない。いつでも相手になってやるからな」

　湊は低い声で脅すと、私の手を握ると歩き出した。

「ミミ、来るなって言っただろう？」

「だって……」

「本当に腐った野郎だな」

　湊の怒りは治まらないようで、いらだたしげな声だ。

「湊、もう高野先輩は私の前に現れないと思う」

「なんだよ。その自信は？」

　車の前まで来た湊は足を止めて、私を見た。

「自信はないけれど……湊がやっつけてくれたし……殴られる高野先輩は、気が弱いというか……」

　私の顔を見る湊の口元が歪む。

「……たしかに、男から見ても奴は小心者だと思う。でもそういう奴が切れたら、怖いんだよ。自分を自制できるかどうか……」

「ん……」

「乗れよ」

　湊は助手席のドアを開けて、私を促した。

「追いかけていった湊は、テレビで見るようなヒーローみたいでカッコよかったよ。ありがとう」

「当然だろ」

　私の言葉に少し照れくさそうな顔をして、素っ気なく答える湊。

　五分後、本田家の前に到着した。ＢＭＷを自宅の車庫に入れた湊は、私を門まで送ってから、自宅へ。先に自分の両親に私たちのことを話してから、湊は我が家に来るだんどりだった。

「ただいま」

　さっと玄関の靴をチェック。今日はお姉ちゃんまでいるみたい。

「お帰り～」

　リビングルームをのぞくと、バラエティ番組を見ながらお父さんが晩酌していた。外でほとんど飲まないお父さん。でも、万が一ということもあるので、お母さんに連絡をしてお父さんがいるか聞いておいた。

「美海、今日は早かったのねぇ。てっきり遅いのかと思っていたわよ」

　テレビを見て笑ったお母さんが、そのままの表情で私を見る。

「あの……」

　これから湊が来るって言いづらい。

「どうしたのよ？　テーブルの上に夕食あるわよ？」

「あのね？　あとで湊が来るから」

「湊くんが？　どうかしたの？」

　すかさずお母さんが聞いてくる。お父さんも飲もうとしていたグラスを置いた。

「今日は実家に泊まっていくのか？　一緒に酒が飲めるな」

　湊はお父さんのお気に入りだから、名前を出した途端顔を緩ませている。

「お父さんたら。湊くんはなにか話があるんじゃないかしら」

　さすが、私たちのことを知っているお母さんは、お父さんにさりげなくほのめかす。

「話？　なんのだ？」

「き、着替えてくるね！」

　疑問の表情を浮かべるお父さんを無視して、リビングを出た。

　自分の部屋に入って、クローゼットを開ける。

　湊がきちんとした格好をしているから、私もそうした方がいいのではないかと思い、お姉ちゃんの結納のときに着たベビーピンクのスーツを手にした。これから両親に話すことを考えると、胸が緊張でバクバクしている。急いで着替えて、ベッドに腰かけ湊を待つこと三十分、インターホンが鳴った。

　階下に下りると、湊を出迎えていたお姉ちゃんが私の服装を見て「あら？」と言うような表情になる。

「ふたりでおめかししちゃって」

　湊もスリーピースをビシッと着こなしているから、経験したことのあるお姉ちゃんはわかったはず。

「そんな姿を見ると、湊ももう大人の男なのねぇ」

　三歳しか離れていないのに。と突っ込みを入れたいところだけど、お姉ちゃんの感慨深げな顔を見たら、なにも言えなくなった。

「美加姉もすっかり大人の女性ですね。変わっていないのはミミだけか」

　湊の言葉に、お姉ちゃんが階段の手すりに寄りかかりながらケラッと笑う。

「そうなのよね～。とても二十四歳とは思えなくてね。こんなのでいいの？」

「もちろん――」

「湊くん、いらっしゃい。玄関で話していないで、中へ入りなさいな～」

　湊が口を開いたとき、お母さんがリビングから顔を出した。

「湊、上がって」

　スリッパを出した私は、湊が上がるのを待った。

「着替えたんだ」

「一応ね」

　湊は緊張している様子もなく先に立って歩く。

　ううっ、緊張しちゃう。今にも心臓が口から飛び出てきそう。しかし、湊は後ろ姿もカッコいいな。

　そんなことをつったったまま考えていると、リビングの手前で湊は立ち止まり振り返る。

　湊の視線とバチッと合って心臓が跳ね上がった。

「なにやってんの？　入るの俺ひとり？」

「ち、違うよ」

　余裕ありげにニヤッと笑う湊に慌てて近づく。そんな私の頭を湊はポンと撫でてから、リビングに入った。続いて私も入ると、一瞬シーンと音がなくなった気がした。実際はテレビの音はあったけれど、空気が張りつめた感じだ。

　お父さんを見ると、湊の姿を見て言葉を失っているらしい。それからハッとして口を開いた。

「そんな格好をして、結婚式でもあったのか？」

　そう思うのも無理ないけれど……。

　湊から後ろにいる私に、お父さんの視線が動く。

「美海まで？」

　そこでお父さんの隣にいたお母さんがクスッと笑う。

「お父さん、覚悟してくださいね」

「え？」

　戸惑うお父さんにお母さんはかまわず、にこやかに湊に座布団を勧める。

「失礼します」

　湊は礼儀正しく、座卓を挟んだお父さんの対面に正座し、私が隣に座るのを待ってから、口を開いた。

「おじさん、おばさん、ミミと結婚させてください」

「……驚いたな……ふたりは長く付き合っていたのか？」

　お父さんはハトが豆鉄砲をくらったような顔をしたのち、聞いてくる。

「いえ……期間は短いですが、幼なじみの時間が、僕たちの気持ちをはぐくんだ時間だと思っています」

　いつもはお父さんの前でも「俺」って言う湊が「僕」って。それだけ受け入れてもらうのに真剣なんだ。

　湊のひと言ひと言にただ頷くだけの私は、はたから見たら滑稽かもしれない。両親に話すだけなのに、口までが緊張でカチコチになって声が出ない。湊は礼儀正しく落ち着いて結婚話をした。

「そうか……美海も、とうとう嫁に行くのか……」

　お父さんは嬉しそうな半面、寂しそうに笑う。

「あら、お父さん、寂しいの？　大事な娘が行き遅れても困るでしょう？」

「それはそうだな。湊くんなら安心だ」

「そうよ。お嫁に行っても、実家はお隣なんですから。こんなにいいことはないですよ」

　両親の会話にホッとし、ずっとバクバクしていた心臓もやっと治まってきた。

　だけど気になるのはお父さんの表情だ。お姉ちゃんの結婚もあり、それから私となると複雑そう。

「ありがとうございます。それで――」

「ああっ！　湊っ！　ちょっと来てっ」

　あたふたと立ち上がり、私の行動に呆気にとられたような湊の腕を引っ張る。

　湊を立ち上がらせた私は「すぐに戻るね」と両親に言ってリビングを出た。

「どうしたんだよ？」

　私の部屋に引っ張り込まれた湊は、困惑気味に口を開いた。

「あのね？　湊のマンションから会社に通うのをやめたいの」

「え？」

「お父さんの顔を見ていたら、なんだか申し訳なくなっちゃって。結婚話だけでも衝撃なのに、その……湊と一緒に住むなんて……」

　湊は私のために考えてくれているのに、申し訳なくなって最後にはしどろもどろ。

　俯く私の耳に小さなため息が聞こえた。

「そうだよな。ミミの言うことはもっともだと思う。おじさん、喜んでくれてる半面、寂しそうだったよ。俺、なんか罪悪感がぬぐえなかったし。奴のことは別の視点で考えよう」

「うん。ありがとう、湊」

　長年、隣同士の親を見ていただけあるな。

　私はにっこり笑う。

「ヤベッ」

「なにが？」

「いや、家に入る前にキスしておけばよかったなって」

「は？」

「お前が可愛すぎるから。いや、やっぱり今キスしたい」

　私の両肩は湊の手に軽く掴まれ、引き寄せられる。強引に引き寄せられて、慌てて湊の胸に両手を置き突っ張る。

「えっ？　ちょ、ちょっとそれはだめっ！」

　口紅が取れるし、みんなにキスしたって思われるのは……。

「お前、突然席外して自分の部屋に……なんて、おじさんたちがなにを想像すると思っているの？」

「え？」

「我慢できないお前が俺を部屋に連れ込んだんだろうって」

「っ！　バ、バッカじゃないのっ！　そんな想像するわけないじゃないっ」

「そうか？　じゃあキスして口紅取ってやるよ」

　私の押さえる手も、ものともせず、湊は再び引き寄せようとした。

「っ――う、ま、待って！」

　キスはしたい。キスはしたいけれど、下で誤解されるのは嫌。

　私はふっと力を抜いて、湊の腕の中からするっと抜け出した。

「逃げるのうまいじゃん」

　湊は気を悪くした様子もなく、楽しそうに笑う。

　またからかわれたんだ。

　かぁーっと熱い頬に手を置き、冷静になろうとしていると――。

「美海～？　湊～？　なにしてるの？」

　ドアの向こうから弾むようなお姉ちゃんの声が聞こえてきた。

　慌ててドアを開けると、訳知り顔で立っているお姉ちゃん。

「湊、ご両親呼んで飲みませんかって」

「あ――ちょっと呼んでくるわ」

　湊が両親を呼びに部屋を出てき、残された私は、お姉ちゃんのニヤついた笑みから視線を逸らすと部屋を出る。

「湊とあんたがね～」

「な、なによ。おかしい？」

「湊なら選より取りみどりでしょうに。ま、お母さんたちも大喜びだからよかったわ」

　階段を下りながらお姉ちゃんの声が降ってくる。下りたところでお母さんが現れた。

「美加、早く手伝って。あ、美海は未来のご両親がいらしたら、相手をお願いね」

　お母さんはお姉ちゃんを連れてせわしなくキッチンへ行ってしまった。

　こんな時間にお酒の用意をさせてしまって申し訳ないな。

　けれど、どこか弾むようなお母さんの背中を見て、少し安心する。

　その晩、私たちの結婚話を喜んでくれた両親たちは、楽しく賑やかに時間を過ごしていた。










プロポーズ




　翌朝、私は目覚まし時計との戦いの末に、やっと起きた。

「うーっ、眠い……」

　ぼうっとする頭で、昨晩を思い出す。なんだかんだと楽しい時間が終わったのは、午前二時を回っていた。

　それにしてもお父さんったら、湊をなかなか帰そうとしなかったっけ。お酒を張り合うように飲んじゃって、湊大丈夫だったかな。

　伸びをしながらふらっとクローゼットを開け、今日着る服を選ぶ。オフホワイトのブラウスと、若草色のフレアースカートに着替えて下へ降りると、お母さんが眠そうに朝食の準備をしており、「おはよう」と言いながらコーヒーを持ってきてくれた。

「ちゃんと起きてくるなんて、珍しいわね」

「おはよう。みんなは休みだけど私は仕事だもん」

　社会人の私になんてことを言うのだろう。お母さんにとって、私はまだ子供なんだな。

「さっさと食べちゃいなさいな」

「あ、はい」

　バッグを隣の席に置き、朝食を食べ始めた。

「湊くんは大丈夫だったかしら？　すごくお酒飲んでいたから。お父さんはまだ当分起きそうもないわ」

「お父さん、張り合ってたもんね」

「それでも嬉しかったのよ。これから忙しくなるわね」

「えっ？」

　口に運ぶ箸の手を止めて、お母さんを見る。

「お式よ。美加にいろいろ聞いたらいいわ」

「あ……うん」

　まだなにも決まっていないんだよね。この数日間でパパッとここまで来ちゃって、気持ちが追いついていない感じ。




　普段より空いている電車に揺られて、会社に到着。少し早く着いたせいで、更衣室には誰もいない。

　じめっとした気候で早くも汗ばんでしまったブラウスを脱ぎ、制服に着替え、スカーフのリボンを結んでいると、誰かが入ってきた。

　その人の動く気配がしなくて、振り返り見てみると松下さんが少し離れたところに立っている。

「お、おはようございます」

　慌てて頭を下げて挨拶する。

　制服のない企画営業課の松下さんは、更衣室に用はないはずなのに、どうしてこんなところに……？

　松下さんの視線が、私の頭からつま先までなぞるように動く。

「あの……なにか……？」

　松下さんの視線に姿を隠したくなる。

「あなたみたいな子がどうしてかしらって、見ていたの」

　きついまなざしで私の顔を見ると、フフンと笑って松下さんは出て行った。

　言いたかったのってそれだけ？　感じ悪い。でも、松下さんは傷ついているんだろうな。これくらいのイヤミなんでもない。我慢しなくちゃ。

　ポカンと開いた口元を引き結んだとき、更衣室のドアが開いた。久我さんだった。

「おはよう。安西さん、つったってどうしたの？　松下さんとすれ違ったけれどなにか言われたの？」

　心配そうに聞かれる。

「ううん。なんでもないよ」

　涼しそうなレース素材のブラウスとパンツ姿は、雑誌に載るモデルみたいにスタイリッシュで素敵だ。

「先に行ってるね」

　私はロッカーにカギをかけると、更衣室を出る。

　店内を掃除し、乱れたパンフレットを整頓していると、にこやかな顔をした課長がやってきた。

「安西君、例のお客様の、お盆のパリ行きの座席取れたよ」

「取れたんですかー。それはよかったです。課長のプッシュのおかげですね」

　整頓の手を休め、課長に言うと、うきうきした足どりで去っていく。

　パリ旅行のお客様。ホテルは取れているけれど、航空座席がまだだった。すべてのお客様の座席が取れるように、努力するのが当たり前だけど、お得意様ということもあって、今回は課長がプッシュしていた。

　夏休み、早く来ないかな～。もうすぐ予約しなきゃ。でも、どこに行こう。

　九月にもらえる一週間の夏休みに、パンフレットを整頓しながら思いを馳せる。

　グアム？　サイパン？　ハワイもいいな。

　そこではたと気づく。

　結婚費用ってどれだけかかるの？　私の貯金なんて微々たるもので……今度の旅行もボーナスでと思っているのに。私たち、当分結婚できないんじゃ……。

「安西さん、ちょっと来て」

「あ、はいっ」

　カウンター主任に呼ばれ我に返り、手にしていたパンフレットを元に戻した。

　昼休み、更衣室に戻りスマホを見ると、湊からメールが入っていた。

『今日、なにもないなら家に来いよ』

　とだけある。

「家って、湊のマンションのことだよね……？」

　ふと、マンションへ行ったときのことを思い出してしまい、急に顔が熱くなった。

　マンションへ行ったら私、湊に食べられちゃうんじゃ……でも話もあるし……。

　終わったら行くね。とメールを返し、バッグの中へスマホを放り込んだ。

　仕事が終わってから湊のマンションがある駅に着くと、途中のスーパーでオムライスの材料を買って向かった。湊のマンションは、駅から徒歩五分のところにある立地条件のとてもいいところ。

　結婚したらあのマンションに住むんだよね。

　二ＬＤＫだけどリビングは十分広いから、窮屈な感じはない。

　足取りも軽く買い物袋をぶら下げて、マンションのエントランスに足を踏み入れた。

「ミミ」

　その声に立ち止まると、エントランスの壁際に置かれたソファから、湊が立ち上がったところだった。

「湊、どうしてここに？」

「少し散歩してた」

「散歩？　おじいさんみたいだね」

「おじいさんで結構。ミミは少し歩いた方がいいんじゃないか？」

　湊の視線が、私の身体を上から下まで動く。

「もうっ！　それってどういう意味よっ」

「ミミはもう少しここを減らした方がいいな」

　そう言って頬を引っ張られる。それから私の持っていたスーパーの袋を持ってくれる。

「なにか買ってきたの？」

　スーパーの袋を広げて、中身をのぞいている。

「オムライスを作ろうかなって」

「ミミのオムライス、久しぶりだな」

「湊が唯一褒めてくれる料理だから」

　湊に初めてオムライスを作ったのは中学二年のときだった。あのとき、ものの三分くらいで一気に平らげたんだよね。あれから何回、湊のためにオムライスを作ったっけ。

　過去を思い出していると、湊の部屋に到着していた。

　玄関が開くと、すーっと冷たい空気が身体にあたり、気持ちがいい。その風は冷房ではなくて、窓からの風。高層マンションで海の近くだから、いい風が入ってくるようだ。風に乗って、潮の香りも。

　湊は開き戸を開けてキッチンの中へ入っていく。

　ここの造りはシンプルかつ機能的で、ごちゃごちゃしがちなキッチンはすりガラスの開き戸で、リビングから見えないようになっている。

「ここに置いておくよ」

「うん」

　湊は大理石の調理台の上にスーパーの袋を置くと、私に近づいた。

「あ、二日酔いは大丈夫だった？」

「少し頭が重かったけど、もう治ったよ」

「ふたりで競うように飲むなんてバカみたい」

「冷たいな。ミミちゃん」

　湊の私の名前を呼ぶ声が甘く響いた。

　その声にトクンと心臓がときめいたけれど、湊を見ずにキッチンの中へ入っていく。

「すぐに作るから待っててね」

「りょーかい」

　湊はリビングのソファにゴロンと寝そべった。

　作り終わって、ソファ前のローテーブルに運ぶと、湊は目を閉じていた。

　メガネを外している湊は、すごく久しぶり。本当にキレイな顔なんだよね。トラブルなんてまったくなさそうなつるつるの肌。あ、中学の頃はニキビがあったっけ。

　スッと通った鼻に、少し薄めの唇。その唇を指でなぞってみたくなる。

「湊、できたよ」

　私もそうだけど、声をかけたくらいじゃ起きない。

　湊の胸に手を置いて、軽く揺さぶり名前を呼ぶ。

「湊、起きて」

　もう一度声をかけると、ぼんやりした瞳が私を見た。

「ん、あぁ……できたんだ」

　湊は身体を起こし伸びをすると、メガネをかけた。

「お、うまそ。だけど……」

「だけど？」

　湊はオムライスをじっと見つめて、少し不服そうに口の端を歪めている。

「な、なにかおかしい？」

　私も湊につられて、白いお皿の上に形よくできたオムライスを見る。

「このケチャップはなんだよ。ハートくらい描いてくれてもいいのにな」

　ハ、ハート……。

「だって、そんなの恥ずかしいじゃん！」

「そうか？」

　そうか……って……。

　呆気にとられて見ていると、湊はスプーンを持って「いただきます」と言ってから食べ始めた。

「うん。うまい」

　美味しそうに食べる姿を見て、ふと松下さんが言ったタバスコのことを思い出した。

　タバスコかけてためしてみればよかったかも……。私がかけたら、湊は怒る？　怒らない？

「食べないのか？」

「え？　ううん。食べるよ。食べる」

　私も「いただきます」と言ってから、黄色くてふんわりした卵にスプーンを入れた。

　食べ終わると湊がコーヒーを入れてくれた。湊がローテーブルの上に、マグカップを置く姿に見惚れてしまう。

　湊はバーテンとか、バリスタとかでも似合いそう。マグカップを置いた湊は、私の隣に腰をかけた。豆を挽いて淹れたコーヒーは、香ばしい香りを漂わせている。

「いい匂い。こういうところはまめなんだよね」

「好きなものには、こだわりたいんだよ。まずいコーヒーなんて、飲みたくないだろ？」

　そう言いながらも、ミルクとお砂糖が入っているコーヒーなんだよね。それが可愛くてクスッと笑ってしまう。

「あ、ブラックが飲めないくせにとか、思ってる？」

「ちょっとね」

「ミミは正直だな。すぐに顔に出るし」

　湊は笑ってコーヒーを飲んだ。

　そのとき、開け放たれた窓の外から「ぱぁーん！」と爆竹のような音が聞こえてきた。その音に引き寄せられ、窓辺に行った。だけど、外はすでに暗くなっていて所々の灯りしか見えない。

「見えない」

「ガキが遊んでいるんだろ」

　その声に振り返ると、湊がすぐ後ろにいた。

「残念。打ち上げ花火でもしているのかなって思ったのに……ね、湊、去年の花火大会を思い出すね」

「そうだな。それより、ミミ。目閉じてくれる？」

　不意に私の左手が持ち上げられる。

　それから冷たい金属の感覚が薬指を通っていく。

　あ！

「目を開けていいよ」

　湊の合図に私はおそるおそる目を開けた。まだ湊に持たれている左手に視線を動かすと、透明な美しい輝きを放つ指輪が薬指にはめられていた。

「湊……」

　ダイヤモンドの美しいエンゲージリング。

「これ、ものすごく高いよね？」

「そう言うと思ったよ。だから勝手に選ばせてもらった」

「でも……」

「一生に一度のことだから、きちんとやっておきたいんだ。それとも気に入らない？　それなら交換――」

「ううん！　これ気に入ったよ！　ありがとう」

　本当に気に入った。サイドにもダイヤモンドがしきつめられ、中央のダイヤモンドを引き立てていて、私好みのデザインだ。

「湊、嬉しい。ありがとう。ごめんね。私、なにも用意していなくて」

「そんなことはいいよ。今夜、ミミをもらうから」

「えっ？」

　次の瞬間、湊の腕が私の背中に回り、胸の中へ引き寄せられた。

「湊っ」

「別に指輪を贈ったから、ミミの処女をもらうわけじゃないよ。ミミがたまらなく欲しいんだ。それともまだ待ってほしい？」

　いつになく真剣な表情で欲しいと言われて、笑ってごまかすわけにいかない。恥ずかしさＭＡＸで、湊の胸に顔を埋める。

　ぎゅっと抱きしめられてから、あごに長い指先がかかり上を向かされた。

　唇がふんわりと降りてきて……。啄むように上唇と下唇を軽く吸われる。

「ん……っ……」

　湊の手が肩から身体のラインをなぞるように撫でていき、それから反対の指先で髪をかき上げられ、湊の唇が耳たぶを食はむ。

「っ……ふ……」

　耳は昔から弱くて、綿棒を使うだけでもくすぐったい。

　でも今与えられる感覚はそんなんじゃなくて……。

　吐息を感じ、身体の力が抜けていく。

「っ……はぁ……」

　舌で耳を攻められ、ぞくぞくと背中に走る感覚に身をよじる。

「湊、ダメ……」

　自分の甘い声がなぜだかおかしくて、クスクス笑いがこみ上げてきた。

「ここで笑うか？」

　湊は身体を少し離し、呆れたよう顔をする。

「だって……」

「色気ねえな。まっ、そこに惚れているんだけどな」

「湊、シャワー貸して……」

「待てない」

「だって汗かいたし」

「じゃあ、一緒に入る」

「えっ？　今まで誰とも入ったことがないのに、恥ずかしすぎるよ」

「どうせハダカ見られるのに？」

「湊っ！」

「却下」

　湊はサラッとそう言うと、私の膝に腕を差し入れ抱き上げた。

「きゃっ！」

　抱き上げられて脚をバタつかせる。

「危ないだろ。落とすぞ」

「湊ぉ……」

「そんな不安そうな顔するなよ」

　寝室のベッドの上にぽすんと座らされ、隣に湊が座る。

　髪をふんわり撫でられ、額に口づけが落とされた。それから少し上を向いた鼻や頬にキスの雨を降らせる湊は、ブラウスの上から胸の膨らみに触れていく。

　心臓がうるさいくらいにバクバク暴れるのを感じながら、湊の手の感覚にも敏感に反応してしまう。

　私の唇に到達した湊の唇。リップ音を響かせながら、舌が歯列をなぞりするっと口内へ侵入してくる。同時にシーツの上に押し倒されていた。

　いつの間にか胸をしめつけていたものがフッとなくなり、下からすくい上げるように揉まれながら頂にもやんわりと刺激を与えられる。

「意外に大きかったんだな。キレイな色――」

「っ！　恥ずかしいから言わないで」

　恥ずかしくて胸を隠す私の腕を、湊は簡単に外すと顔を下げた。

「あっ……」

　頂を口に含まれ、舌先で先端を転がすように動かされて、身体がビクッと震える。

「気持ちよかったら、声抑えるなよ」

　あらゆるところを指や唇で触れられ、全身が敏感になっていく。

　ショーツを脱がされ、文字通り一糸まとわぬ姿になった私を湊が欲望の入り混じった瞳で見つめる。

「恥ずか――んっ……」

　熱く濃厚なキスに、身体がジンジンと痺れてきた。

　ウエストから下へと移動していく手。湊の指を下腹部に感じ、驚いて身体が跳ねる。

「湊っ」

「どうした？」

「い、今、触れた――」

「触らないと濡れないだろ？　と言ってももう濡れてるみたいだけど」

　ぬ、濡れるって？

　そう考えたとき、湊の指が小さな蕾を摘まんだ。

「ん、ああっ！」

　喉の奥から、絞り出すような声が出てしまう。

　驚いて身をよじろうとすると、しっかりと力強い腕に押さえ込まれて動けない。困る私に追い打ちをかけるように長い指が動くと、だんだん下腹部になにか熱いものが、こみ上げてくる。そこへぬるっと指が侵入していく。

「さすが処女、指一本でもきついよ」

　湊はキスをしながら、指できつい柔壁を蹂躙するように動かしていく。

「んふ……あっ、やっ……」

　指を動かされるたびに頭の中が真っ白になって――。

「はあ、……んっ……ふぁ……や、なにこれっ」

「我慢しないでイケよ」

　下腹部に溜まっていくような感覚が、一気に弾け飛んだ。

「あああ――っ！」

　ビクビクッと震えが走り、目の前がクラクラする。

「指だけでイっちゃうなんて、感度よすぎ。でもまだまだだからね」

　ぼんやりする私に湊は笑みを浮かべると、もう一度敏感な蕾をつまんだ。

「んっ……や！」

　ざらついた舌で蕾を……。

「や！　だめっ！　きたな――」

「汚くないよ。ちゃんと濡らさないと俺のを受け入れたとき痛むはずだから」

　湊に翻弄され汗ばむ肌。

　最初はものすごい痛みで、無理、入らないと思った。でも、熱いモノが奥まで到達すると、しだいに痛みもなくなって、快感が身体を貫いた。エッチってこういうことだったんだ。愛する人とより深くつながることができる。

　身体と心がひとつに結ばれ、朦朧とする意識の中で優しく抱きしめられた。




「ミミ、ミミ」

「ん……」

「帰るか？　それとも泊まってく？」

　肩を軽く揺さぶられて、気持ちいい眠りから引き戻された。

「今、何時……？」

　そう聞く声は、私の声じゃないみたいに掠れていた。

　ハッとして身体を起こすと、Ｔシャツにグレーのスウェット姿の湊がベッドに腰かけていた。

「二十三時を回ったところ」

　それほど時間が経っていないことにホッとする。

「それにしても声がひどいな。啼なかせすぎたか？　喉は痛くない？」

「もうっ！　言わないでっ」

　湊に翻弄された時間を思い出して顔が熱くなる。掛け布団で顔を隠したい心境だった。










貯金少々のオンナ




「可愛かったよ。ミミの知らなかった一面が見られたな」

「私だって！」

　湊の知らなかった一面を……。

　そう思うと、少し気分が滅入る。妙に慣れたエッチに、過去の彼女の影を見てしまう。

「私だって、なに？」

「ううん。なんでもない」

　湊の過去を気にしたら、キリがなさそうだ。

「泊まってく？」

「……ううん。帰る。まだ電車あるし」

　掛け布団で胸を隠しながら起き上がる。

「ひとりで帰すわけないだろう？　ちゃんと送ってく」

　湊が少し怒ったように言う。

「でも疲れているでしょう？」

「ミミを送ったら実家に泊まるよ。明日、早く戻ってくればいいことだし。隣同士っていうのも便利だよな」

　ちゅっと音をたてて唇にキスされる。そのキスだけで、胸の頂がじんとなるのがわかった。

　服を着てリビングに行くと、湊も部屋着からカッターシャツとジーンズに着替えて戻ってきた。

「行こうか」

　湊はローテーブルの上に置かれた車のキーを、無造作に手にする。

「あ、うん」

　けだるい身体で湊に近づくと、袖を捲りあげた腕にそっと抱き寄せられる。唇にちゅっとキスされたあと、湊の胸に顔を埋めた。

　甘い触れ合いに、恥ずかしくて顔がまともに見られない。

「照れてるのか？」

「なんだか恥ずかしくて……今までただのお隣さんだったわけで……」

「ま、そうだよな。大丈夫。これから慣らしてやるから」

　妖艶でキレイな笑みを浮かべる湊。

「慣らしてやるからって……」

　会うたびにこんなことや、あんなことも……？

　想像してしまい更に恥ずかしくて眉根を寄せ俯く。

「そうしていると、本当ネコみたいだな」

　湊の手が、私の頭をくしゃくしゃっと撫でる。




　外に出ると夏の風が、火照った身体に気持ちいい。少しじめっとした風だけど、夏の夜の始まり。

「夏休みになるとよく花火したね」

　ＢＭＷのロックを解除した湊は、私を見る。

「ああ。この季節になると思い出すな。お前がねずみ花火に追いかけられて、泣きべそかいたこと」

「湊っ！」

　からかわれて、いつもの雰囲気が戻る。

「湊が面白がって、何個もいっぺんに火を点けたからでしょっ。本当に怖かったんだからっ」

　湊が声に出して笑う。

「久しぶりにやろうか。またミミが泣きべそかくところが見たい」

「ぜーったいに、嫌ですっ」

　ぷいっとそっぽを向いて、助手席に乗り込むと、湊も笑いながら運転席に座った。

「窓開けていい？」

「ん？　かまわないけど、髪が乱れるよ？」

　そう言いながらも私が開けるまでもなく、湊が開けてくれた。

　真夜中の道路は空いていて、いつもよりスピードが出ているっぽい。湊の言う通り、風で髪がふわふわと舞い顔にあたる。それを押さえようと、左手を髪に伸ばそうとした。

　あ……。

　きらきら輝くエンゲージリングが目に入った。薄暗い中でも美しい光を放つ指輪。

　無理をして、買ったのでなければいいんだけど……。

　そっと湊を見ると、ステレオから流れる曲を口ずさんでいる。

　そうだ。聞きたいことがあったんだ。

「湊」

　パワーウインドの開閉スイッチを押し閉めてから、今度はしっかり湊を見る。

「ん？」

「私たちの結婚式って、いつを考えてる？」

「いつでも。可愛いミミちゃんを、いつも側に置いておきたいし」

「湊、真面目に聞いてるの」

　湊の言葉を真に受けたらバカップル丸出しだよ。

「え？　俺本気モードだけど？」

「本気モードって……結婚式の費用がどれだけかかるか、わかって言ってる？」

「三百万～五百万くらい？」

「そんなにかかるの？」

「自分で聞いておきながら、なに驚いているんだよ」

「びっくりしたんだもん」

　そんなにかかるなんて、絶対に結婚式なんて無理。

「それは高級ホテルで挙げた場合らしいけどな」

「高級ホテルじゃなくてもいいけど……湊、私そんなお金持ってないよ。お金が貯まるまで結婚できないね」

「貯まるまでっていつ？」

　欲しいものを我慢して、昼食をお弁当にすれば一年間で七十万くらい貯められる？　頑張って貯めれば五年で三百五十万。あっ！　ふたりで出しあうから、そんなにかからない？

「んー。三年後くらいかな」

「はあ？　そんなにかかるなんて、かんべんしてくれよ」

　私の言葉に、湊がガクッと肩を落とす。

「だって……」

「嫌だね」

「嫌だって言っても、お金がないんだから」

「通常式の費用は、折半またはお互いの出席者の人数の割合で出すらしい。けれどそれくらいの金なら、ミミが出さなくても大丈夫」

「え？」

「家の方は俺のマンションもあるし、家具も一応そろっているから、そんなに金かけなくても住めるだろ。ミミの金は期待してないから」

「そういうわけにはいかないよ」

　それくらいの金って、湊はどれだけ高給取りなの？

「そんなにかけなくても結婚式は挙げられるしな。あ、そうだ。海外で挙式っていうのもいいな」

「海外で挙式！」

　思わず瞳を輝かせてしまう。

　店舗にも海外挙式のパンフレットは置かれているからわかるけれど、結構な額のお金は必要になる。

「それもいいけど……やっぱり数年はダメだよ」

「だから、金のことは気にするなって、言ってるだろう？」

「気になるよ」

「いつもながらに強情だな」

　湊はイヤミったらしく大きなため息をついた。

「湊だって強情でしょう。お金がないのに、無理して結婚したくないもん」

　売り言葉に買い言葉だったかもしれない。

　本当は結婚したいのに、言ってしまっていた。

「お前……」

　湊は唖然となってそれから無言になってしまった。

　今の言葉、まずかったよね？　怒らせちゃったみたい……。

　気まずい雰囲気に居心地が悪くなり、座り直す。

　ふと外を見ると、自宅近くになっていた。

　この状態でさようなら？

　湊を見ることもできず泣きたくなるのを堪えて、まっすぐ先を見ていた。

　本田家の駐車スペースに車が停まると、私は仕方なく外へ出た。

　気まずい。気まずいよ。この雰囲気。湊、怒ってる。

「ミミ」

　運転席から降りた湊は、車の向こうから名前を呼ぶと近づいてきた。

「な、なあに？」

　目の前に立った湊は強引に私の手首を掴んで、街灯の届かない暗がりへ引き込んだ。

「みな――」

　何事かと顔を上げると、唇が重なった。

「んっ……」

　すぐに舌が絡まるキスが始まり……。呼吸が苦しくなるくらいのむさぼるようなキスが終わったとき、私の呼吸はあがっていた。

「っ……はぁ……」

　呼吸を必死に整える私の頬に、そっと指先が触れる。

「これくらい素直になってくれると、嬉しいんだけどな。とりあえず海外挙式、調べておけよ」

「湊……」

　なにも言えなくなった私の背に手を置くと、玄関まで送り届けてくれた。私が手に持っていたカギで、湊はドアを開けてくれる。

「おやすみ。入れよ」

「ううん。見送るから……おやすみなさい」

「ああ。じゃあな」

　手を軽く振った湊は、実家に向かう。その後ろ姿を最後まで見送ってから、静かに家に入る。

　シーンと静まり返った家の中。時刻は午前一時過ぎ。

　音をたてないように階段を上がるつもりが、築十四年の床はギシリときしむ音をたてる。

「遅かったのね？」

　お姉ちゃんの声に驚いて、肩が跳ねた。同時に二階の廊下に電気が点く。

「お姉ちゃん！　びっくりさせないでよ」

　階段の上から見下ろしているお姉ちゃんに、小声で文句を言う。

「どうしてそんなにびっくりするのかしら？　なんかやましいことでもしてきた？」

　階段を上りきった私に、意味深な笑みを浮かべて聞いてくる。

「な、なにもしてないし」

　平常心を装いたくても、今夜の湊との時間を思い出して上ずった声になる。

「湊と一緒だったんでしょ？　なんでもなかったら、どうしてそんなに動揺しているのかしら？　美海？」

「変な風に勘ぐらないでよ」

　ニヤつくお姉ちゃんをしり目に、部屋のノブに手をかけた。

「それ、エンゲージリングじゃない!?」

　目ざとく左手の指輪を見つけたお姉ちゃんは、がばっと私の手を掴んで持ち上げた。

「すごい指輪！」

「ま、まあね」

「湊ったら、若いくせに高給取りなのね。ま、我が社とは比較にならないくらいの大手外資系のトレーダーだしね。いい物件見つけたわよ」

「物件ってなによ」

　湊を物件呼ばわりするお姉ちゃんに、ムッとなる。

「超難関大学卒で、外資系のイケメンなんて周りにそうそういないでしょ。年収だって、同い年の男たちとは比べ物にならないくらい、もらっているでしょうし」

「そんなにお給料がいいの？」

「そうよ。インセンティブも桁違いにもらっているんじゃないかしら」

「イ、インセンティブ？」

「報奨金よ。ボーナスみたいなものだけど」

「そうなんだ……」

　だから湊は簡単に自分のお金で結婚式なんて言っちゃうんだ……。

　部屋に入ってまだカーテンが引かれていない窓に近づく。

　湊は部屋に入って速攻寝ちゃったかな。

　見てみると、湊の部屋は真っ暗だった。

「もう寝ちゃったんだ……」

　帰りは嫌な雰囲気になっちゃったから、もう一度顔見たかったな。

　がっかりしてカーテンを引いた。




　翌日が休みだったことをすっかり忘れていた私は、いつも通りに目を覚ました。ベッドの上に起き上がってスマホの目覚ましを止めたとき、休みだということに気づく。眠気に逆らえず、再び枕を抱えてゴロリと横になる。

　湊はとっくに行ったよね。送らせてしまって悪かったな。あのまま泊まっていればよかった……。

　ぽわんと昨夜のことを思い出して、サーッと眠気が覚める。

　やだ、朝からなに思い出しちゃってるの。

　休日はお昼ごろまで寝ている私なのに、湊のことを考えたらやけに目がさえ、仕方なく起きて階下へ降りた。

「あら、今日は休みでしょ？　なにか用事でもあるの？」

「ないけど、暑苦しくて目がさめちゃったの」

　今日は蒸し暑いから理由になるだろう。

「そうね。もう夏だからねぇ」

「昨日、湊から指輪もらったの」

「まあ！　どんな指輪？　見せて」

　母は洗い物の手を止めて、エプロンで手を拭きながら、キッチンから出てきた。

　興味津々な顔つきの母に、左手を差し出す。

「上品で素敵なデザインね～。どこのブランドかしら」

「ブランド？」

　お土産にバカ高いピアスを買ってくるくらいだから、きっとこれも――。

　じっと指輪に目をとめていた数秒後、リングのサイドにあるロゴが見えた。

　ブ……ルガリ？　湊ったらまたバカ高いのを……。

「なにを焦った顔をしているの？　朝食は自分でパンを焼いてね？　あ、そうそう昨日、本田さんからおいしい和菓子を頂いたの。あとで食べなさいね」

　そう言うと、お母さんは再び家事を始めた。










気になる女ひと




　月曜と火曜の休日を過ごしたけれど、湊からは連絡がなかった。株式市場が開いている平日だし、忙しいのだろうと私からも連絡しなかった。

　最初はメールをしようと思ったけど……向こうから連絡ないし……と、なんだかかけづらい。そのうちに湊と過ごしたあの時間は夢だったのかと思えてくるほどだった。

　なんでも言い合う幼なじみの間柄から、いきなり甘えるのは面はゆい。

　エンゲージリングは外して出社しているので、婚約したことは会社の誰も知らない。まだ具体的なことはなにひとつ決まっていないせいで、言うのがためらわれていた。




　そんなある日、久我さんから美人堂へ誘われた。

　酔っぱらって正体をなくした日以来、行っていない。

　それほど日数は経っていないのに、ずいぶん経ってしまった気がする。

「いらっしゃいませ～～ぇ」

　美人堂のドアを開けると、明菜さんがそそそっと、にこやかな笑みを浮かべてやってきた。

「こんばんは～、明菜さん」

　久我さんが快活に挨拶する。

「あら～。いらっしゃいませぇ。来てくれて嬉しいわぁ。どうぞ、どうぞ」

　いつもの席に案内されて、ソファに腰かけた私は店内を見回す。私の視線は奥まった席に座っている紅緒さんで止まる。

　できる女……グレーのスーツを着たいわゆる女社長っぽい女性を接客している。楽しそうに笑う女性は、やたらと紅緒さんの腕や手に触れている。それを見てなぜだか嫌だと思う。

　紅緒さんに触らないで。

「ミミちゃん！　久我ちゃん！　いらっしゃい～」

　頭の上に美里ママのハスキーな声が聞こえて、ハッと我に返る。

　私……。

　今の感情を確認しようとした時、美里ママが隣に座り中断された。

「ミミちゃん、この間は大丈夫だったぁ？」

　美里ママの声が大きすぎると思えるほどで、店内に響いた。

「あのイケメンは彼氏？　それとも友達？　なにもされなかったかしらぁ？」

　どうして声が大きいのか。今日の美里ママはハイテンションすぎるみたい。

「な、なにもされなかったですよ。も、もちろん」

　あのときはなにもなかった。そのあとにあったけど……。

「本当にぃ？　ミミちゃんは可愛いんだから、気をつけなきゃだめよ～。美里ママは心配だわ」

　その声も大きくて恥ずかしくなる。

　美里ママの勢いにタジタジになっていると、明菜さんが口を開いた。

「美里ママ、こんな子が可愛いわけないでしょ。まだまだ色気もあったもんじゃないわ。私より可愛い子はいないの」

　お約束の明菜さんの毒舌だから、気にならない。

　むしろ、今日はちょっと変な美里ママに絡んでくれてよかったと思う。

「明菜、あんたはキレイなの。可愛いとは違うわ」

　美里ママは真剣な顔で、明菜さんに言っている。

　ふたりが話すと、私と久我さんの存在がなくなるみたい。

「美里ママが本気でそう思ってくれているなんて、嬉しいっ！」

　いつもはけなされているのか、明菜さんは感動したように瞳を潤ませている。

「ま、紅緒ちゃんには勝てないんだけどね」

　さらっと美里ママに爆弾を落とされた明菜さんは、表情を一変させて頬を膨らませた。

「まだまだ美容整形が必要よ。明菜ちゃん」

「もうっ！　美里ママに言われたくないわーっ」

　ふたりは漫才師のようで、私と久我さんはお腹を抱えるほど笑った。

　楽しいな。でも、これから結婚資金を貯めるために、ここに来られなくなる。そう考えると少し寂しい。

「それにしても、ミミちゃん？　紅緒ちゃんが気になるのかしらぁ？」

　美里ママに指摘され、肩が跳ね上がる。

「え？　え？」

「正直におっしゃいなさいよ～」

　美里ママは楽しそうに突っ込んでくるけれど、恥ずかしくて顔が熱くなる。

「紅緒さんは女の目から見ても、とてもキレイだから……」

「そうなのよね～。本当、もったいないったらありゃしないわ」

「もったいない……ですか？」

　美里ママに小首を傾げて、見てしまう。

　なにがもったいないのだろう？

「え？　いいのよ。なんでもないの」

　美里ママは我に返ったように、大きく首を振った。

「さあ飲みましょ～」

　明菜さんが作ってくれたウイスキーのソーダ割りの入ったグラスを、美里ママは私に持たせてにっこり笑った。オレンジ色の口紅を塗った大きな口の美里ママが笑うと、なんだか食べられちゃいそう。

「いただきます」

　そっと紅緒さんを盗み見ながら、グラスに口をつけた。

　やっぱり私おかしい。紅緒さんが気になって仕方がないんだもの。今の私の頭は、湊より紅緒さん。私って……女の人に興味があるの？　ううん。そんなことあるはずない。私が好きなのは、湊なんだから。

　極力、紅緒さんを見ないようにして、席を外した美里ママの代わりに、初めて話すキララさんと会話を楽しんだ。

　久我さんもほろ酔い加減で、そろそろ帰らなければ……そう思ったとき、どうしても紅緒さんを見たくなって、先ほどの席に視線を移した。

　その席に紅緒さんはいなかった。店内をぐるっと見回しても、紅緒さんの姿は見当たらない。

　帰ったのかな。もしかして、あの女社長と外へ？　なぜか気になる、紅緒さんのことが……。




　美人堂を出たのは二十二時を回ったところだった。

　新宿駅に向かって賑やかな人通りを歩く。

　近寄ってきたホストを無言でかわしたあと、久我さんが聞いてくる。

「安西さん、どうしたの？　考え事？」

「え……まあ……」

　言葉を濁すと、久我さんが笑みを浮かべた。

「ね？　ちょっとコーヒーでも飲んでかない？　本当はラーメンといきたいところだけど、こんな時間に食べたら太っちゃうしね」

　ちょうど見えてきたコーヒーショップへ入った。まあまあ混んでいる店内。窓側にあるカウンター席に空いている二席を見つけた。

「私が買ってくるから。席とって待ってて。なにがいい？」

　アイスコーヒーを頼むと、久我さんは注文するために男性の後ろに並んだ。

　一面ガラス張りのカウンター席に座り、せわしなく行き交う通行人をぼんやり見ていた。そのうち私は、ひとりの男性に目をとめた。

　湊？

　ビジネスバッグを持ったスーツ姿の湊は、足早に駅の方に向かっていく。

　今から追いかけても間に合わないだろう。

　腰を浮かせた私はため息をついて、座り直した。

「どうかした？」

　久我さんがコーヒーを乗せたトレーを持ち、立っていた。

「ううん。なんでもない」

　隣の席に腰を下ろした久我さんは、カップを私の目の前に置いてくれる。

　久我さんはガムシロップを入れたコーヒーをひと口飲むと、ふうーっとくつろぎのため息をついた。

「安西さん、今日はなんだかおかしいように見えたんだけど、気のせい？」

　すごっ……たしかに紅緒さんが気になって上の空だったかも。

「私でよかったら相談にのるよ？」

　相談というほどのことでもないけれど……言うのは恥ずかしい。女の人が気になるなんて……。

　アイスコーヒーの氷をストローでつっつき弄ぶ。

「言っちゃいなさいよ。案外スッキリするかもよ」

「久我さん……紅緒さんが気になるって言ったら、おかしいと思う？」

　久我さんへの気安さと、お酒の入った勢いで、勇気を出して口にしてみる。

「えっ？　それってどういう意味で？」

　想像通りに久我さんの形のいい唇が、ポカンと開く。

「私にもわからないの。どんな意味で紅緒さんが気になるのか……」

「紅緒さんはとびきりの美人で素敵な人だけど……安西さん、もしかして百合系だったの？」

「えっ？　百合系って？」

「ガールズラブ。つまりレズビアンよ」

「そ、そんなことないっ！　そこまでじゃあ……」

　紅緒さんのことはよく知らないけれど、気になる存在なのはたしか。でも、紅緒さんと、どうのこうなんて考えられない。

「でもさ、紅緒さんってニューハーフだけど……」

　久我さんは瞳を楽しそうに輝かせる。

「う、うん……」

「まだ女になっていないかもよ？」

「それどういう意味？」

「男性のあそこを――」

「や！　久我さん、もう言わないでっ」

「安西さんったら初う心ぶなんだから～」

　酔っているのか？　シラフなわけはないけれど、驚くほど久我さんの声は大きい。久我さんの手のひらで、腕をバンッと叩かれ痛みが走った。

「応援するわよ～」

「そんな……」

　私には湊がいる。湊がいるのに、気になるのは紅緒さんで……。

　心の中がはっきりせず、悶々とした気持ちで眠ったその夜、私は変な夢を見た。湊と別れて紅緒さんと付き合う夢。でもそのことが両親にバレて勘当だーと、激怒されたところで目が覚めた。

「変な夢……それにしても、湊に別れたいって言ったらあっさり『いいよ』って言われたんだよね」

　紅緒さんと付き合えて嬉しいというより、湊に簡単に別れていいよと言われたことにショックが大きいと気づいた。

　夢なんだけど……。

　目覚めの悪い朝を迎え、無性に湊に会いたくなる。

　枕元のスマホを手にして、湊の番号を探しかけてみる。呼び出し音が数回なって、眠そうな湊の声が聞こえてきた。

『もしもし……？』

「湊、ごめんね。起こしちゃった？」

　土曜日の朝六時。仕事が休みの湊はまだ寝ていたよう。

『今何時……？』

　目を閉じながら話す湊が目に浮かぶ。

「六時……」

『今日はミミは仕事なんだ』

「なんでわかるの？」

『休日は朝寝坊のお前が、こんな早い時間に起きるはずないだろう？』

　はっきり目が覚めたみたいで、からかう声は楽しそうに聞こえる。

『電話できなくて悪かったな。めちゃくちゃ忙しかったんだ』

「ううん……あのさ、明日休みなんだけど、湊は空いている？」

『もちろん。空いてなくても、ミミのために予定を空けるよ』

「む、無理しなくていいよ？」

『バカだな。なに遠慮してんの？　もちろんって言っただろ。今晩食事に誘おうかと思ってたし』

「本当に？」

『ああ。仕事終わったら電話して』

「うん」

　今日湊に会えると思うと、嫌な夢なんてキレイさっぱり気にならなくなっていた。










幸せなカップル




「おはようございます」

　制服に着替えて席へ行くと、カウンターにはすでに久我さんが座っていた。

「おはよう……」

　いつものようなはつらつとした声ではなく、ちょっと辛そうな声を久我さんは発した。

「あ、もしかして二日酔い？」

　こめかみに手をやる彼女をのぞき込むようにしてみると、覇気のない顔で頷いた。

「昨日はちょっと飲みすぎたみたい……」

「大丈夫？」

「さっき薬飲んだから、よくなると思うわ」

　久我さんの返事に相槌を打って、隣の席に座る。

　コーヒーショップでは、二日酔いになるほど酔っていなかった感じだったのにな。たしかに酔っ払い特有の大きな声は出していたけれど。

　海外旅行ばかりではなく国内旅行も扱っているカウンター業務。夏休みのパッケージの問い合わせや来客に追われる一日だった。

　久我さんは薬のおかげで頭痛もよくなり、いつも通り明朗快活に接客中。

　もうすぐシャッターを閉める時間だ。その時間が近づくにつれてソワソワ、ドキドキ。こんな気持ちになるのは、湊に会うせいだ。

「ありがとうございましたー」

　久我さんが最後のお客様を見送り、シャッターの開閉スイッチを押している。

　ピタッとシャッターが地面に着くと、久我さんがパタパタとカウンター越しの私のところへやってくる。

「外に、めちゃくちゃカッコいい人がいたのっ」

「めちゃくちゃカッコいい人？」

　頭に思い浮かぶのは湊の姿。

「知的メガネ男子って感じ。その彼に誰が近づいたと思う？」

　シャッターが閉まるのがゆっくりなため、久我さんはその人をずっと見ていたよう。

「私の知っている人？」

「ええ。お似合いなのが悔しかったわ」

「それって――」

「松下さんよ。親しげに微笑んでいたわ。松下さんの彼氏なのかしら。悔しいけどいい男なのよ。興味わいた？」

　メガネをかけている人で松下さんが親しげ……もしかして湊が待っている？

「安西さん？」

「えっ？　う、うん」

　適当に返事をする。

「あ、私約束があるから、お先に失礼するね」

　私はイスから立つと、カウンターと自分の場所をせわしなく片付け始める。

「お疲れ様。帰りにまだいたら絶対に見てね？　松下さんの彼氏」

　すっかり外にいる男性を松下さんの彼氏扱いしてる。湊じゃなくて、本当に松下さんの彼氏なのかもしれないけれど。

　上司に挨拶して更衣室に駆け込む。

　慌ただしく駆け込んだその足がビクッと止まる。

　松下さんがこちらに背を向けて、壁にかけられた鏡を見ていたのだ。結構な大きさの鏡に映る松下さんの目と目が、バチッと合ってしまう。すぐに逸らせずにいたら、鏡の中の松下さんが唇に指をやって微笑んだ。そして、くるっと振り向き「唇、腫れてないかしら？」と聞いてくる。

「え？　虫に刺されたんですか……？」

　腫れるといったら、それしか思い浮かばない。

　じっと松下さんの口紅が取れてしまった唇を見るけれど、刺されたようには見えなくて。

「くすっ。虫に刺されなくても腫れるのよ？　その分じゃ湊に愛されていないわね」

　バカにしたように言った松下さんは、呆気にとられる私をしり目に更衣室を出ていった。

「今の……なに……？」

　なにが言いたかったのか？

「さっぱりわからない……あ！　いけないっ」

　ロッカーのカギを開けてバッグからスマホを取り出してみると、湊から【会社の前にいる】とメールが入っていた。

　久我さんが言っていたカッコいい人って、やっぱり湊のことだったんだ。久我さんは湊が松下さんの彼氏だと勘違いしていた……ということは、よほど親しげに見えたのだろう。あ……！

　松下さんの言葉が思い出された。

『くすっ。虫に刺されなくても腫れるのよ？　その分じゃ湊に愛されていないわね』

　それって湊とキスしたってこと……？　そんな！　ありえない。湊は松下さんに、なんの気持ちもなさそうだし、会社の真ん前、しかも歩道で堂々とキスなんて……。

　ありえないと否定するけれど、あの余裕たっぷりな笑みが気になる。

　急いで制服を脱ぎ、ノースリーブのワンピースの上にカーディガンを羽織り、足早に湊のもとへ向かった。

　湊はガードレールに軽く寄りかかるようにして待っていた。少し不機嫌そうに眉を寄せている。

「湊。ごめん。待った？」

　駆け寄る私に気づいた湊は、顰しかめていた表情をスッと直した。

「そうでもないよ」

　ガードレールから身体を離し、キレイな顔に笑みが浮かぶ。微笑みかけられたことが嬉しくて、私の顔も緩む。緩んだ笑みを浮かべながらも、先ほどの松下さんの言葉が気になっていた。

「どうかしたのか？」

　湊が聞いてくる。

　さすが付き合いが長いだけある。少しの動揺でも湊にはバレてしまう。そんな顔を見せてしまう私がいけないんだけど。

「……さっき、松下さんと会ったよね？」

「あ？　ああ。会いたくない奴に限って会うんだよな」

　松下さんのことを奴呼ばわりするなんて、やっぱり湊は彼女のことをなんとも思っていないんだ。それでも、松下さんの最後の言葉が気になる。湊の顔を見たら、疑う余地なんてないんだけど……。

「ね、湊……」

「なんだよ？」

「唇が腫れるくらいのキスってあるの？」

　歩き出していた湊の足がパタッと止まり、呆気にとられたような顔で私を見つめる。

「お前、道の真ん中でなに言ってるんだよ」

「だって気になったから」

「いい度胸じゃないか。なんなら、ここで実践してやってもいいけど？」

「え？　それはだめっ！」

　慌てて大きくかぶりを振る私。

「無邪気にそういうことを言わないでくれるか？　一週間もミミ不足なんだからな。会いたかったよ」

　え……今なんか嬉しいこと聞いちゃった？

「お前、ニヤケすぎ」

　照れ隠しなのか湊は私の頬を、指で引っ張った。

「いらいよ！（痛いよ）」

「腹減った。行くぞ」

　引っ張った頬を撫でるように触れた湊は、私の手を握って歩き出した。

　湊はあらかじめ食べたいものを決めていたらしく、迷うことなく足を進めている。

　渋谷駅から少し離れ、賑やかな路地を歩き小さなお店の前で立ち止まった。

「ここ？」

　おしゃれとは言い難い店構え。おんぼろの看板に書かれているハンバーグの〝バ〟がない。

「外装は小汚い感じだけど、中はキレイだから。ここのハンバーグが絶品なんだ」

　湊が古びた木のドアを開けると、チリーンと取り付けられたチャイムが鳴った。

　湊の言う通り、店内は赤と白のギンガムチェックのテーブルクロスとウエスタン風のカウンターや装飾品で、外装から想像できないくらいアメリカンな感じだ。

　そして口コミで広がったという人気で、テーブルの席はいっぱいだった。

「テーブル席、待つ？」

　湊は店内を見渡している。

「ううん。カウンターでいいよ。このいい匂い嗅いだら、お腹が鳴りそう」

　カウガールの衣装に身を包んだウエイトレスが元気にやってきて、カウンターに案内された。

　湊は草履ほどもある大きさのハンバーグにし、私は二百グラムのハンバーグをオーダーする。

　すぐに一緒に頼んだビールが目の前に置かれた。

　夏はやっぱりビールだよね。あまり飲まないけれど最初のひと口が美味しいと感じる。

「俺、隣同士に座るのも好きなんだ」

「そうなんだ」

「そう。こうやって触れられるだろう？」

　ふんわりと髪を撫でられる。その指先が頬を伝わり離れた。

「湊は昔の彼女ともこうやって、隣同士で座るのが好きだったんだね」

　恥ずかしさから、昔の彼女を引き合いに出していた。

「は？　それって嫉妬してるのか？」

「湊がそういう想像力をかきたてる言葉を言うから」

　たしかに嫉妬。嫉妬以外の何物でもない。こうやって隣同士に座り、髪を撫で、頬に触れるところを想像してしまった。

「……お前って可愛いな。俺、嫉妬されるの好き。ミミの気持ちがよくわかるから」

「っ、さいてー。そんなことで試さないでよね」

　ビールのグラスの取っ手を掴むと、ぷいっとそっぽを向き飲む。

　湊に可愛いって言われるたびに、胸の鼓動がドクッと高鳴る。

「ところで、高野はあれ以来現れていないか？」

「あ、うん。たぶん現われていないと思う」

「電話も？」

「大丈夫だよ。きっとあのとき改心したんだと思う」

「まだ油断しないで気をつけろよ。特に駅からの帰り道は」

「うん」

　ジュウッと美味しそうな音をたてているハンバーグプレートが運ばれてきた。つけ合せのコーンと人参、ジャガイモの色どりも食欲を誘う。

　湊のハンバーグの大きさに驚く。いつも結構な量を食べるのに、湊は程よい筋肉がついているスリムな体型。

「ん？　同じものにすればよかったか？」

「えっ？　ううん。そんな大きいのなんて食べられないよ」

　目の前の二百グラムのハンバーグだってかなりボリュームがある。

　私、そんなにもの欲しそうな顔をしてた？

「あ、昨日新宿の駅に向かって、十時ごろ歩いていたよね？」

「え？」

　突然の私の質問に湊は驚いたようで、珍しくメガネの奥の切れ長の目が泳ぐ。

「十時って朝か？　夜か？」

　なんだかとぼけたような口ぶりだ。

「夜だよ。仕事、忙しかったの？　それとも飲んでた？」

「お前、なんでそんな遅くに新宿にいるんだよ」

　答えないまま私を問い詰める。

「会社の同期と飲んでいたの」

「飲み屋なんて渋谷に腐るほどあるのに、なんで新宿まで来るんだよ」

「前に言ったけど美人堂ってニューハーフのお店が面白くて」

「お前、ニューハーフが好きなのか？」

「え……」

　紅緒さんの美麗な顔が脳裏をよぎり、すぐに返答できない。

「どうなんだよ」

「どうって……話が面白くて、楽しいから」

「ふ～ん」

　湊は私のぎこちない説明に、不満そうに口元を歪めている。

「べ、別に恋心があるってわけじゃないよ？　みんなその……女性になっちゃってるはずだし」

「そこまで聞いていないけど？」

「お料理が冷めちゃうよ。早く食べよう？」

　ぎこちなくナイフでハンバーグを切り食べ始めると、湊も食べ始めた。

　食事が終わると、湊に強引にシティホテルへ連れていかれた。

　強引というには語弊があるけれど……。

　私も湊と一緒にいたかったし、愛されたかった。

　部屋に入るとすぐに抱きしめられて……湊の手は私を翻弄していく。

「ん……あっ……」

　あえぐ声が漏れ、手で口元を押さえる。その手が取り払われ、シーツに縫いつけられるように押さえられてしまう。

「声、我慢するなよ」

　今まで胸の頂を弄んでいた唇が戻ってきて、唇を乱暴に塞がれる。

「ああっ……んっ……」

「エロい声だけでイケそう」

「そんなこと、んぁ……言わないでっ」

　羞恥心でいっぱいの私に追い打ちをかける湊。

「俺の腕の中でそんな顔を見せるお前って、可愛すぎる」

「みなと……っあ……」

　湊の手が私の素肌を撫で上げ、吸い付かせるように胸から下腹部へ動いていく。

　白いシーツの上で感じたことのない高みにもっていかれ、その感覚に溺れそうで怖くなって湊に抱きつく。

「やぁ……っ……」

　一度イッた身体は、湊の張りつめたものが入っても、痛みを感じることもなく、濡れたソコは何度も受け入れる。

「ああぁぁ……」

　身体が上下に揺さぶられ、無防備にさらけ出した胸の頂が舌で愛撫される。

　二回目にして気持ちがいいエッチ。どんどん、湊に溺れていく身体。

　湊の長い指に翻弄され、白いシーツの上で乱れた。




　普段とは違う疲労感と倦怠感。

　湊とぴったり寄り添い、シーツにくるまってまどろんでいると、こめかみにキスが落とされる。それから額や頬、顔中にキスの雨を降らせる湊。

「くすぐったいよ」

　目を閉じながらクスクス笑う。

「起こしているんだよ。帰らないとまずいだろ？」

「あ……」

　家に帰ることなんてすっかり忘れていた。

「帰りたくないな……」

　気怠くて、再び目を閉じる。

「寝ると襲うぞ」

「んー」

　目を閉じたまま返事をするとシーツが剥がされ、空調のきいたひんやりした空気が身体を滑る。

「きゃっ！　湊っ！　返してっ」

「目が覚めただろ？」

「もう……」

　湊からシーツを奪い返して、身体に巻きつけると立ち上がる。

「シャワー、浴びてくるっ」

　こそこそ逃げるようにシーツを引きずりながら浴室へ向かった。




　自宅まで送らないでいいと言ったのに、湊は結局送ってくれ、自分も実家に泊った。

　明日も会うのだからその方がいいと。

　翌朝、湊の電話で起こされた。

　目覚ましの音かと、ぼんやり考えながら次第に覚醒していく脳が、この曲は電話だよと言っている。ハッとして枕元のスマホを見ると、【湊】の文字。

「もしもし……」

『やっと起きたか。どれだけ鳴らしたと思ってるんだよ』

「ん、湊……おはよう」

『はよ。支度が済んだらうちに来いよ。母さんが朝食用意するって』

「えっ？」

　おばさんが朝食っ!?

　驚いて、ふらふらとベッドの上に起き上がる。

『十五分以内に来いよ』

　答える間もなく通話が切れた。

　十五分以内って……短すぎっ！

　急いでＴシャツとショートパンツに着替え、歯磨きをしてササッと髪をとかす。まったく色気のない格好が洗面台の鏡に映り、着替えようかと考える。それともお化粧？

　そのとき、インターホンが鳴った。

「美海～。湊くんよ～」

　リビングのモニターを見たお母さんが、パタパタとスリッパの音を響かせて玄関に向かう気配がする。

　もうっ、せっかちな湊っ。

　ブラシを置いて玄関に向かうと、お母さんが満面の笑みを浮かべて湊と話をしていた。湊もお母さんの調子に合わせて楽しそうに笑っている。

「美海、早くしなさいよ」

　玄関に現れた私に、お母さんが追い立てるように言う。

「湊、早いよ」

「十五分って言っただろ。もう……三分過ぎている」

　腕を少し持ち上げ、時計を確認する湊。

「女性に十五分で支度しろというのが、無理なの」

　ミュールをつっかけ、湊を置いて外へ出る。

　太陽がまぶしくて目を瞬かせる。すっかり夏の暑さだ。もうすぐ梅雨明けかな。

　そこへ湊が追いつき、私の頭をポンと叩いて先を歩く。

「なんだよ。その色気のない格好は」

「だからっ、湊が急かすからでしょう？　それにショートパンツのどこが色気ないのよ」

　湊だって似たり寄ったりな格好をしている。

　濃紺の細かい錨いかり模様の刺繍が入った紺色のポロシャツと、膝丈の赤いクロップドパンツをはいている。

「はいはい。いつもどおりミミは可愛いよ」

　おふざけで私をなだめる湊を、頬を膨らませて睨んだ。




「いらっしゃい。美海ちゃん。急にごめんなさいね」

「おはようございます。とんでもないです。ずうずうしくお邪魔しまして……」

　首を横に振り勧められたイスに腰を下ろす。

「そんなことないわ。もっと来てほしいくらいなのよ」

　湊のお母さんはコーヒーをマグカップに淹れて、私の目の前に置く。私の隣に座った湊はトーストをかじっている。

　まるでホテルの朝食のようだった。スクランブルエッグに、ベビーリーフとパプリカが入っているカラフルなサラダ。ドレッシングは酸味のあるもので、手作りだそう。冷たいビシソワーズもスーッと喉を通っていく。

「美味しいです」

「朝食だから、大したおもてなしができなかったわね。今度は夕食に来てね」

「はい」

「湊がひとり暮らししてから、作りがいがなくなっちゃって。最近は頻繁に来てくれるから嬉しいのよ。美海ちゃんのためなんでしょうけどね」

　湊は私とお母さんの会話に口を挟まず、黙々と食べている。

「そうそう、新作のチークと口紅があるから、美加ちゃんの分も持っていってね」

「ありがとうございます。助かります」

「結婚式が楽しみだわ。可愛い花嫁さんになるわよ。ね？　湊」

「俺に振らないでくれ」

　湊がめんどくさそうに言う。

「可愛い花嫁にならないって言うのっ？　ひどいよ！　湊っ」

　おばさんがいるけど、わざと頬をふくらませてみる。

「そうよ、ひどい彼氏ね。美海ちゃん、考えた方がいいかもしれないわ」

「そうですね。優しくないし」

「母さん、ミミに変な入れ知恵するなよ。俺が優しくないって、どの口が言ってるんだ？　十分優しいだろ？」

　私だけがわかる笑みを湊は浮かべて言った。

「美海ちゃんに逃げられないように、早く式の日取りを決めた方がいいわね」

「それは任せておいて」

　コーヒーを飲み干した湊が立ち上がった。

「出かけるぞ」

「え？　出かける？　お片付けを――」

「いいのよ。そのままで」

　湊は私を待たずに玄関に行ってしまった。

「ふふふ」

　湊のお母さんが笑う。

「美海ちゃん、引き留めちゃってごめんなさいね？　ふたりっきりになりたいのよ。照れちゃって、我が息子ながら可愛いわ」

　息子はいつまで経っても可愛いのだろう。私から言わせてもらえば、湊は可愛いというより、美麗な人だから違和感がある。

「ご馳走様でした」

　玄関を出ると、湊が待っていた。

「ミミ、電車だからショーパンはき替えてこいよ」

「えー。これじゃダメ？」

「好きな女の脚を、ほかの奴に見せたくないんだよ」

　少し照れた表情をした湊は、長い指で私の肩を押して家に向かわせた。

　スカートに替えてから、駅に向かう道中、どこへ行きたいか聞かれる。

「映画もいいし、あ！　テーマパークもいいな」

「テーマパークか……暑そうだな。それに混んでいて日曜日に行くもんじゃないな。別の日に連れて行ってやるよ」

「たしかに混んでるよね……」

　デート経験が乏しい私には、カップルが行くメジャーなところしか思い浮かばない。

「じゃ、ラブホな」

「え……」

「というのは嘘。お！　その顔、期待したんだろ」

「そ、そんなわけないでしょっ！　朝からなんて」

「お前な？　まだ処女の考えだな。セックスに朝だからは関係ない。初心者のミミはまだ想像できないか」

　からかう湊に朝からタジタジな私。

　今日一日、湊に翻弄されそう……。










ナポリタンの誘惑が




　翌日のお昼休み、私は本屋さんに駆け込んだ。

　昨晩、別れ際に海外挙式のことを調べたか聞かれ、「まだ」と言うと湊にムッとされてしまったのだ。

「お前、俺と結婚する気あるのか？」

　とまで言われる始末。それに婚約指輪も常にしていないから、本気で怒りそうだった。

　本屋さんの雑誌コーナーに立ち、結婚情報誌を探す。

　……結婚情報誌って、なんでこんなに分厚くて、大きくて、重いのっ？

　一冊を選びレジに持っていったとき、肩をトンと叩かれた。振り返ると企画営業課の田た代しろ部長だった。松下さんの上司であり、私が入社したときの研修担当だった。

「やあ、安西君は結婚するのかな？」

　田村部長の視線が、レジの上の結婚情報誌を見ている。

「え、あ……あの、友人に頼まれて」

　結婚すると言えなかった。ちゃんと順を追い、まず自分の直属の上司に伝えたかったから。

「そうか。そうだよな。まだ入社して二年目だしな。いろいろ経験してから結婚した方がいいぞ」

　田代部長は持論を披露し、満足げに頷いている。話を聞きながらレジで支払いを済ませ、次に待っていた田代部長に会釈して本屋さんを出た。田代部長につかまらないよう、ビニール袋に包まれた重い本を抱え、足早に会社へ戻った。

　忙しい一日が終わり、あとは帰るだけ。

　カウンターの上を片付けていると、内線で話をしていた久我さんが受話器を置いた。

「安西さん、課長が夏休み申請の提出期限、今週いっぱいですって」

「あ！　そうだった！」

　まだ予定を立てていない。

「私は金欠気味だから、香港にしようかと思ってるの。安西さんは？」

「まだ決めてないの。南の島へ行きたいと思っているんだけど……」

「南の島かぁ。いいわね。私に彼氏がいたら南の島にしてるな～。なんてったってロマンティックよね～」

　彼氏とかぁ……湊と行けたら最高なんだけど。

「ね？　紅緒さんと行ったら？」

「どうしてそこで紅緒さんが出てくるのっ。まともに話もしたことがないのに」

「じょーだんよ。冗談。そうよね。親しくないのに、いきなり旅行ってありえないわね」

　久我さんはイスを引き立ち上がった。

「さてと、帰ろう？　明日と明後日は休みだからよろしくね」

「あ、うん。お疲れ様」

　私も立ち上がり、待っている久我さんとともに更衣室へ向かった。




　その夜、濡れた髪を拭いていると、ベッドの上の結婚情報誌に目が行った。ぽすんとベッドに座りパラパラとめくってみる。

　レストランやゲストハウスでも、人数によっては三百万円を超える？

　目に飛び込んできた数字に目が点になる。

　一時間以上かけて読み、だいたいのことがわかってきた。

　お姉ちゃんはたしか朝あさ倉くらホテルでやるんだよね。老舗の最高級ホテルって書いてあるんだけど……こういうところで挙げたら、いったいいくらかかるの？　頭が痛くなってきた……。

　結婚情報誌をパタンと閉じた時、予告もなくドアが開いてお姉ちゃんが顔をのぞかせた。

「ノックぐらいしてよね」

「冷たいんだから。エステのチケットあげようと思ったのに」

「えっ？　エステ!?」

「一回のおためし券だけどね」

　部屋の中へ入ってきたお姉ちゃんは、ピラッと一枚の券を私に差し出す。

「あら、いよいよ本格的になったのね」

　お姉ちゃんの視線が、ベッドの上の結婚情報誌に向いている。

「結婚費用ってどのくらいあればいいの？　お姉ちゃんたちが挙げるホテルって相当高いんじゃない？」

「まあね。でも知り合いが働いているから、結構な割引があるのよ。じゃなかったら、朝倉ホテルに決められなかったわ」

「そうなんだ……」

「結婚式を豪華にしても、これからの生活の方が大事だから、よく考えた方がいいわよ。ま、湊なら大丈夫だと思うけど。それにもっと安いプランだっていろいろあるし。式が決まったら、いろいろ決めることがあって大変よ？　ためしにエステ行ってきなさいよ。気持ちいいわよ」

　ブライダルエステコースかぁ……本当に旅行どころじゃないかも。

　この際、籍を入れるだけでもいいんじゃないかという思いが脳裏をよぎるけれど、湊はひとり息子だからそうもいかないだろうな。私の両親はなんて言うかな……。




　数日経った日の就業後、新宿に来ていた。いつもは職場のある渋谷で買い物することが多いけど、美里ママの誕生日プレゼントに贈ったアロマオイルの香りが気に入って、仕事帰りに買いに行くことにした。渋谷で探すよりも、売っている場所がわかっている方が楽だと思ったから。

　駅ビルの中に入り、好きなブランドのショップに脇目も振らず、アロマオイルのコーナーに足を運ぶ。ショップの少し手前から、ラベンダーなどの癒される香りが漂ってきた。お目当てのショップを見つけて、中へ入る。

　あった！

　私が手にしたのは「イランイラン」の瓶。裏にエキゾチックな甘い香りで、ストレスやムード作りにいいと書かれている。

　ムード作り……んー。

　湊の顔がぽわんと脳裏に浮かぶ。顔だけじゃなくて、ハダカで抱きしめられている。

　わわわっ！

　妄想を振り払うように、首を何度も横に振っていると――。

「ミミちゃんじゃない？」

　だみ声……じゃなくて、ハスキーな聞き慣れたおネエ言葉が背後から聞こえた。

　振り返ると、髪は短く、派手な赤い格子柄のシャツとジーンズ姿の男性が立っていた。

　え……？

　声は美里ママで……目の前の人は普通の男性。

「もしかして、わからないのかしらぁ？」

　私に顔を近づけると、右手を頬に持ってきて、くねっと笑う。

「美里ママっ!?」

「そうよー。すぐにわかってくれなきゃね」

「で、でも男の人みたいで――」

「うふっ。まだ完全体じゃないのよ」

　そ、そうだったんだ……。

「どう？　ミミちゃん、手術する前に、私の子を産んでみない？」

「じょ、冗談はやめてください……」

「ふふっ、そうよねー。ミミちゃんにはイケメンの彼氏がいるんですものね」

「ところで、美里ママもアロマオイルを買いに来たんですか？」

「そうなの。ミミちゃんたちから頂いたアロマオイルの香りが、気に入っちゃって。あ、これよこれ」

　私が買おうと思っていたイランイランの瓶に、美里ママは手を伸ばす。

「私も、それを買いに来たんです」

「これを？　それならこのあと、用がなければお店へいらっしゃいよ。特製ナポリタンはどうかしら？」

　ナポリタンと聞いて、思わずお腹がなりそうだ。

　美里ママのナポリタンの誘惑に逆らえず、「行きます！」と言っていた。

「嬉しいわ～。久しぶりの同伴よ」

　美里ママはイランイランの瓶を二本手にすると、私の腕を引っ張った。

「あ！　私も」

　自分の分を買わなきゃと、陳列棚に戻ろうとすると、止められる。

「私が持っているわ」

　レジでふたつ会計をした美里ママは、ペパーミントグリーンの包装紙で包まれたひとつを、私の胸に押しつけた。

「自分で――」

「いいのよ。いつも来てくれるお礼よ」

「美里ママ、ありがとうございます」

「さあさ、行きましょ。じゃあね。はるちゃん」

　レジの女の子と知り合いだったようで、手を軽く振った美里ママは私の腕を取り、店を出た。

「あの子、可愛いでしょ？　時々、お店に来てくれるの」

　どうりで、レジの女の子は女言葉を使う男性に、驚かなかったわけだ。




「キララちゃーん、ミミちゃんがいらしたわー。着替えてくるからよろしくね～」

　まだ早いせいか、ざっと見てお客様は二組。前回初めてお話ししたキララさんが、笑顔でやってきた。

「いらっしゃいませー」

　キララさんは私と同じくらいの身長で、本当の女の子のように、ふんわりとした雰囲気のニューハーフさん。今日のピンクのフリフリの衣装は、アイドル歌手みたいに可愛い。

「キララさん、可愛いー」

　にっこり笑って膝を少し折って挨拶するキララさんに、拍手で賞賛を送る。

「ありがとうございますぅ。今日の衣装、おにゅーなんですよ～」

　これまた、声も可愛い。元男性だったのに、なんて華奢なんだろう。キララさんに比べたら、紅緒さんは大柄だよね。

　店内を見渡し、紅緒さんを探してしまう。

　キレイな人を見るのは目の保養になるし……。

　紅緒さんを探すのはあくまでも恋心じゃないと、いいわけする。しかし、紅緒さんの姿は見当たらなかった。

　紅緒さんは、今日お休みなのかな。

　美里ママはなかなか姿を見せない。バックヤードのドアの方に視線を動かすと、それを見逃さないキララさんが言う。

「美里ママのお化粧は、一時間はかかりますよぉ」

「そ、そうですよね。お化粧に時間がかかりそう」

　たしかに、さっきの姿から女性に変身するには、時間がかかるだろう。

　キララさんと話しながら、ウイスキーのソーダ割りをちびちび飲んでいた。

　面白おかしい話を聞くこと、一時間近く。入口のドアが開いて、スーツを着たサラリーマン風の男性が入ってきた。

　ちょうど入口が見えてしまう私の席。男性はお酒を飲んできているのか、顔を赤くして目がすわっている。

「いらっしゃいませぇ～」

　明菜さんが、そのお客様を出迎える。それをずっと見てしまっていたのがいけなかったのかもしれない。男性客の目と私の目が合った。その瞬間、男性はパッと笑顔になり、明菜さんの手を振りきった。そしてふらつく身体を支えるように、ソファの背に手をつきながら、なぜか私の方にやってくる。

　いや、隣に座るキララさんにだよね？　ふらつく足元。相当飲んできたみたい。

　男性はテーブル横の通路にやって来て、いきなり私の腕を引っ張って立ち上がらせた。

「きゃっ！」

「ミミちゃんっ！」

　明菜さんとキララさんの慌てる声。

　私は事態が理解できず、ただびっくりしていた。瞬きもできずに目だけが大きくなり、身体が固まる。

「石いし田ださん、なにをしているんですかぁ」

　明菜さんが血相を変えて近づいてきて、引き離そうとしてくれる。けれど、酔った男性の力強い力に明菜さんは太刀打ちできない。

「きみぃ～、な～んていう名前なの？　明菜ちゃーん、この子が気に入ったよ」

　顔をぐっと近づけ、私に名前を尋ねたかと思ったら、いきなり抱きつかれた。

「きゃ――っ！」

　酒臭い男に抱きつかれ、腕の中から逃れようとしたとき――男性は私から強い力で引きはがされた。

「てめぇ！　なに抱きついているんだよ！　ミミはニューハーフじゃねえんだよ！」

　湊の声だった。それは高野先輩と対決したときに、聞いたことのある低く怒りを秘めた声。

　えっ？　湊がどうしてここに？

　身体が自由になって見ると、酔っぱらいの男が通路に倒れている。その側に紅緒さんがいて、倒れた拍子にいびきをかいて眠ってしまった男を見ている。私の位置から、紅緒さんのブラウンの頭しか見えない。

　湊の声は空耳？　そう思ったとき、紅緒さんが顔を上げた。

「ミミ、大丈夫か？」

　紅緒さんの口から、湊の声が。

「えええ――っ!?　湊っ!?」

「ああ！　そうだよ！」

　紅緒さん――姿はまるっきり紅緒さんが、湊？　これは夢？

　なにが起きたのかを把握できずに、ただただ茫然と紅緒さんを見る。男だと知ったせいか、立ち方にいつものような色気が感じられない。

「あら～。バレちゃったのね」

　女性に変身した美里ママがいつ間にか近くにいて、愉快そうに大きな口を開けて笑っている。

「美里、この客任せる」

「おーっけーよ～」

　湊は茫然とつったっている私の手首を掴むと、店の出入口に向かった。

「み、湊っ」

　狭い階段を大股でどんどん降りていく、紅緒さんの姿をした湊についていくのが精一杯。聞きたいことがたくさんあるのに、パニックを起こしているせいで声が出ない。

　一階に降り立った湊は、息を荒くつく私に向き直る。

「大丈夫か？　この裏に車、停めてあるから」

　紅緒さんの姿で湊の話し方をされると……なんだか変な気分。

　少し歩くと、湊の愛車ＢＭＷが小さなパーキングに停まっていた。

「ったく、紅緒の姿で店に来いって言うから、行ってみれば……」

　助手席のドアを開けながら、湊がぶつぶつ言っている。

　湊は運転席に座った途端、スマホを取り出し画面を見ながら重いため息をついた。こんな顔をするときは、へこんでいるとき。

「だ、大丈夫？」

　ブルーのコンタクトレンズで、いつも通りキレイな紅緒さんだけど、態度は湊だから戸惑う。なんて話しかければいいのかわからず、言えたのが「大丈夫？」だった。

　もう一度ため息をついた湊は、自分のスマホを私に差し出す。

　不思議に思って、画面を見ると、美里ママからのメールで、【ミミちゃんに正体を明かした方がいいと思って。これからは紅緒にならなくていいわよ。今までありがとうねぇ。お疲れ様～】とある。

「これ……？」

「あの酔っ払いも、美里の仕込みか？」

　ステアリングに両手を置いて伏せる湊は、これからなにを言おうか考えているみたい。

「湊……」

　どういう態度を取ればいいのか……だって、自分の婚約者がニューハーフだなんて、ありえない展開でしょ？　ここで笑いでもしたら、湊は傷つくよね？







第三章










それでも好きだよ




「あ、暑いよな」

　ステアリングから伏せた顔を起こした湊は、エンジンをかける。

「あ、あの……どうしてなのか、教えてくれるよね？」

　おそるおそる声をかけると、湊が私の方を向いた。

　街灯が紅緒さん……じゃなくて、湊の顔にあたり、モデルのように整った顔が浮かび上がる。その顔にドキンと心臓が高鳴ってしまう。

「ああ……こんな男で、がっかりしただろう？」

　私、がっかりしたのかな？　戸惑っているけど、湊が紅緒さんだったことを受け止められている気がする。

「はっきり言っておくけど、俺はニューハーフじゃなくて、女装していただけだからな」

「う、うん……」

　していただけって……一番女性らしかった気もするんだけど……。

「大学祭の女装コンテストに、無理やり出場させられて優勝したのがきっかけで……。美里はああ見えてもふたつ上の先輩でさ、大学では気が合う飲み仲間だったんだ。卒業してからは忙しかったようで、連絡が途絶えていたんだけど、ある日美人堂をオープンさせたって連絡があった。アイツがニューハーフの店？　って驚いたよ。でも、もっと驚くことをぬかしやがった」

　美里ママが湊より二年先輩っ？　もっと年上かと思ってた。

「誘われたの？」

「冗談なら笑って済ませられたんだけどな？　女装コンテストに優勝したときの写真をネタに、ゆすってきた。店でバイトしないと、会社に写真をばらまくぞと。なにを言っているのかと、俺は腹を立てて殴った。美里は『殴られて、もっともだよな』って言って、理由も言わずに去ったんだ。そんなある日、美里の実家が経営している洋食店が、多額の負債を負ったことを知ってな」

　そこで車の前を通ったおじいさんが、こちらを見ていることに気づいた湊は、言葉を切った。

　車の中で女がふたり、なにをしているのだろうと思っているのだろうか。立ち止まっていたおじいさんは、私たちと目が合うと、そそくさと立ち去った。

「流すか……」

　湊はサイドブレーキを解除し、アクセルを踏んで車を発進させた。

「どこまで話したっけ？」

「えっと、美里ママの実家の洋食店が負債を負ったって……」

「ああ……そうだった……美里は大学卒業後、ゲイだということをカミングアウトしていた。今はやりのニューハーフの店を開業させたんだが、看板になるキレイなニューハーフがいない。そこで思い出したのは俺ってわけだ。負債を返そうと頑張っている美里を見ていたら、無視できなかった」

　いつの間にか車はスピードを上げ、首都高速道路を走っていた。

「それで女装を……？」

「金を貸すと言ったら、金は人から借りたくないと言われてな」

　そうだったんだ。美里ママは大変な苦労をしていたんだね。

「お前が来店したときは、心臓が止まるほど驚いたよ。しかも何度も食い入るように見るからバレたかと」

「見ていたのは、キレイな人だなと思ったからだよ。誰かに似ているとは思ったけれどね。湊に似ているなと思ったのは、翌日江の島に行ったとき。でも似ているニューハーフがいるって言ったら、思いっきり怒られると思って言わなかったんだけど」

　湊は江の島に行ったときのことを思い出したように、口元を歪めて笑う。ちょっと自嘲的な笑み。今ははっきりわかる。紅緒さんの姿をしても、湊だと。紅緒さんの姿でこんな笑い方をされたら、湊だってわかったかもしれない。

「一回だけの来店かと思いきや、何度も来るお前にいつバレるか焦っていたよ」

「あ！　だから私が慌てて終電に乗ったことを知ってたり、電車でばったり会ったんだね？」

「それだけじゃない。お前がストーカーされていたことや、処女だってことも美里の、わざとらしい大きな声で知らされていたんだ」

　私は大きく何度も頷いた。

　そうだったんだ……私がお店で酔いつぶれちゃって、湊の部屋にいたのも、今思うと納得だ。

「お前にプロポーズをしたことを知った美里は、もういつ辞めてもいいと言っていたんだ。できるだけお前と会いたいなら、店になんて行ってられないだろ？　お前が俺を新宿で見た日を最後に、紅緒を封印したんだ。そうしたら、今日いきなり紅緒の格好で来いと言われて、今に至る」

「今日は駅ビルのアロマのお店で、偶然美里ママにあったの」

「そういうことか……俺はこのことを一生黙っているつもりだったのにな」

　たしかに、湊が紅緒さんだったなんて知る必要はなかったかも。キレイな紅緒さんは、この先たまに思い出すだけの存在になっていたはず。

　そのとき、サイドブレーキの側に置かれた湊のスマホが光り、着信を知らせた。

「……美里ママから電話だけど」

「悪いけど、ミミが出て」

「う、うん」

　私はスマホの通話を押し、ついでにスピーカー機能にして出た。

「美里ママ。湊は今運転中で――」

『いいのよ～。で、説明してもらえたかしらぁ？』

「え、はい……」

『湊には本当、無理をさせちゃったわ～。おかげで儲けさせてもらったけれどね。湊は正常なオ・ト・コよ～。うふふ。ミミちゃんも正直にならなくちゃだめよ～』

「しょう……じき……ですか？」

　なにを言われているのか、さっぱりわからなかった。

　湊と思わず顔を見合わせてしまう。

『そうよ～。ミミちゃん、紅緒ちゃんを意識していたんでしょう？』

「美里ママっ！」

『久我ちゃんが言ってたのよ～。ミミちゃんは紅緒ちゃんを好きだって。ま、教えられる前から私や明菜ちゃんには、わかっていたけれどぉ。同一人物でよかったじゃなぁい』

　美里ママの底抜けに明るい声が、車内に響く。

　ハッとして、湊を見ると私を見てニヤッと不敵な笑みを浮かべた。

　紅緒さんが好きって……湊に……バレちゃった。

「お前、なに恥ずかしがってるんだよ。お前って、女も好きだったんだな」

「ご、誤解しないで。た、たぶん紅緒さんを湊に重ねていただけだよ」

『あら～、内輪もめ～？』

「美里、お前楽しんでるだろう？」

　そう聞く湊の声も楽しそうに聞こえる。

『まあね。ということで、あとはおふたりさんでいろいろ話しなさいな。じゃ、ミミちゃん、紅緒ちゃんがいなくても遊びに来てねぇ～』

　湊の部屋に到着すると、背後で衣擦れの音が聞こえてきた。

「シャワー浴びてきていいか？　化粧って、皮膚呼吸できないみたいで嫌なんだ」

「えっ」

　振り返り湊を見ると、手を頭にやり、ロングウィッグを外そうとしているところだった。着ていたスカイブルーのジャケットは、すでに脱いで足元に放られている。

「み、湊っ、もう紅緒さんは見られないの？」

　言ってしまってから、自分がとんでもないことを言ってしまったことに気づく。汗がどっど吹き出る感覚に、両手をスカートに撫でつける。

「……お前、やっぱり紅緒がいいのか？」

　ウィッグを外そうとしていた手は頭から離れ、私の肩に両手が置かれる。

「え？　そ、そうじゃなくて……」

　しどろもどろになる私を睨むように見る湊。

「俺、紅緒に嫉妬しそう」

「なんで？　紅緒さんも湊でしょっ？」

「ま、こういうプレイもありか？」

　プ、プレイ？

「湊!?」

　ギョッとなり、湊を見つめたまま固まる私に顔を近づけ、唇を重ねた。

　メガネをかけていない、ブルーの瞳の湊とするキスは妙に変な感じだ。

　しかも、ウィッグをつけたままだから、相手は紅緒さん。

「この姿でヤッてみたい？　お前、興奮するか？」

　紅緒さんの姿の湊と……エッチ？　そんなことできないよ。別の人とするみたいでできるわけない。

　まつ毛を伏せ、ふるふると首を横に振ると、湊は口元を緩め笑う。

「俺も嫌だ。ミミを抱くときは男の姿じゃないとな」

　湊は真剣なまなざしでそう言い、私から離れる。

「とりあえず、シャワーを浴びてさっぱりしてくる。待っててくれるか」

「うん」

　湊がバスルームに消えると、床に置かれたスカイブルーのジャケットを拾う。しわがつかない程度に軽くたたむと、ソファの上に置いた。その横に自分も座る。

　湊が紅緒さんだった。女装して接客していたなんて、考えたらやっぱりおかしいけれど、自分が紅緒さんを好きになったことに、ホッとしている。湊と紅緒さんは同一人物なんだから。惹かれるのも、無理はなかったんだよね。

　美人堂の紅緒さんは人気ナンバー１だった。ナンバー１になるくらいキレイだったから美里ママも湊を見込んで頼んだんだよね。多額の借金ってどのくらいなんだろう……もう湊にやらなくていいって言うくらいだから、借金は返せたのかな？　美里ママの経歴って、変わってる。湊と同じ超難関大学を卒業していて、洋食店のコックさんを経験して、今はニューハーフ。有名大学を卒業しているのに、なんも役に立っていない気がするんだけど……そんなことないか、経営者だもんね。

　少しして、グレーのスウェットをはき、上半身ハダカの姿でリビングに現れた湊。

　首から下げたタオルで髪をガシガシ拭いている。キレイに筋肉がついた男っぽい姿の湊を見ると、紅緒さんの姿とは重ならないから不思議。

「あ、なんか飲んでいればよかったのに」

　湊はキッチンに行き、缶コーラを持って戻ってきた。プルトップを開けて、私に渡してくれる。

「ありがとう」

　湊は隣に座り、ゴクゴクと喉を鳴らして飲んでいるのを見て、私も口にする。

「あっ！　ナポリタン！」

　美里ママがナポリタンを作ってくれると言うから、美人堂へ行ったのに、食べ損ねてしまった。

「ナポリタンって、美里の？」

　湊が片方の眉を上げて、私を見る。

「うん。ナポリタンを作ってくれるって言うから、今日行ったの。そういえばなにも食べてないっ！　お腹空いたー」

　思い出したら、ものすごくお腹が空いてきた。

「ピザでも取ろうか？　俺も腹減った。パソコン、持ってくるよ」

　ネットで注文するらしい。

　ノートパソコンを取りに行く背中を見ていたら、私にいたずら心が芽生えた。

　ピザを注文したあとは、甘い雰囲気になることなく、なぜかネットゲームで時間をつぶしている。

　そうしているうちに、宅配ピザが到着した。湊が飲み物を取りに行っている間に、私は一緒に頼んでいたタバスコをこっそりかけた。サラミの下にたっぷりと。

　そう……いたずら心とは、辛い物が苦手な湊にタバスコをかけたピザを食べさせること。今までの人生の中で、一番驚かされたことへの仕返し。

　戻ってきた湊はフローリングの床に座ると、タバスコをかけたピザのひと切れを持った。

「うまそ。いただきまーす」

　湊は私よりお腹を空かせていたのかもしれない。タバスコをたっぷりかけたピザは、口元に持っていけば匂うはずだから。バレたら、バレたでいいやと、思っていたら、湊は大きな口を開けてパクっと……タバスコのかかったサラミ部分を口にした。

　咀嚼した瞬間の湊の形相ったら、なかった。目を白黒させ、口に入れたピザをティッシュに吐き出して、キッチンに駆け込んだ。

　キッチンのシンクに、水が勢いよく流れる音が聞こえてきた。

「湊、大丈夫……？」

　流水で何度も口を洗い、タオルで口を拭いている。

　心配になって近づく私の方に、湊は振り向く。

「お前な……」

　まだ辛いのか、口を歪めながら湊は私を見る。怒っているみたい。

「ごめん。ひどいことした……」

　松下さんみたいなこと、しなければよかった。

　何度も水を飲み、あまりにも辛そうな湊の反応に申し訳なくて、しゅんと俯く。

「責任取ってくれよな」

「えっ？」

　どういう責任なのかわからず、顔を上げると唇が重なり、すぐに熱い舌が入ってきた。

「んっ……」

　ひりひりする舌の痛みを紛らわすかのように、舌が私の口腔をさまよう。そして舌がねっとりと絡まり、じゅくっと吸われる。激しいキスに、膝がガクガクしてきて、立っていられないほどだ。湊に腰を支えられていなければ、そのまま床にくずれ落ちそうなそうなくらい。胸の頂までも、キスだけで、敏感に張りつめてくる。

「ン……ぅ……」

　もうダメ……そう思ったとき、フワッと身体が浮いた。私をお姫様抱っこしながら、歩く湊のキスは止まない。向かう先はリビングと思いきや、ベッドの上に下ろされた。

「湊、ピザは……？」

　湊の指は私のブラウスのボタンを外し始めている。

「あとで」

　私の鎖骨は湊の舌でなぞられ、ちゅくと吸われる。

「あとでって、冷めちゃう。美味しくなくなっちゃうし」

「あいにく俺は熱いミミが食べたいんだ。もうこっちはトロトロだろう？　ピザなんて、また取ればいい」

「湊っ！」

　スカートの中に手が入り、ショーツのクロッチ部分に指がかかる。

「んっ……あっ……」

「ほら、もうすぐにでも受け入れられそう」

「湊、怒ってるの？」

　言葉はそっけないけれど、指は優しく動かされ、私の身体がビクッとしなる。

　でも、本気で怒らせてしまったのか心配で、気持ちはエッチどころじゃない。それなのに身体は、湊から与えられる快楽に溺れそうになっている。

　湊の瞳が戻り、甘く微笑む。

「怒ってない。ミミを思いっきり愛したくなったんだ。ピザよりもミミが食べたい。愛していいか？」

　湊の瞳の奥に、問いかけるようななにかが見える。さっきまでの強引さはなくなって、初めて見るようななにか。そのなにかに母性本能が揺れる。なんて言ったらいいのだろうか。

　湊は私に秘密を知られてしまったから、いつもの自信がなくなっているの？　湊を守りたくなる気持ちが、わいてくる。

「……うん。私も湊に愛されたい」

　絡まる手と手。湊の少し薄めの唇と舌が、胸の膨らみやわき腹、おへその下へ愛撫しながら滑っていく――。

　今まで以上に繋がりを身体だけじゃなくて、心でも感じる甘い時間だった。

　全身で湊を受け止めて、身も心も満たされる。

「湊……ああっ……」

　激しい律動で大きな波にさらわれそうな感覚に、腕を湊へ伸ばす。

「なあに？　ミミ」

　伸ばした腕は、湊の唇に優しく食まれる。

「大好き……」

　心を込めた私の言葉に、苦しそうに細められた目が、大きく開かれる。

「ミミ……もっと言って」

「湊、大好き。どんな湊でも愛してる」

「俺も愛している」

　おでこにちゅっと唇を落とされ、少し低めの鼻、それから唇が塞がれた。

　それからしばらくして、湊に後ろから抱きしめられながら、私は呼吸を整えていた。しだいに呼吸が楽になると、お腹が「ぐぅ」と鳴った。

　うわ、こんなタイミングに鳴らなくても……。

「悪い。腹、空きすぎだよな。オーダーしてくる」

　湊は私をぎゅっと抱きしめてから、身体を起こした。

「頼まなくてもいいよ。温めれば食べられるし」

「美味しくないだろう？」

「美味しいよ。湊と一緒なら美味しいよ」

「ミミ……今日のお前に、俺の心臓射抜かれっぱなしなんだけど？　それって、タバスコ食べさせた罪悪感からくるもの？」

「そ、そんなんじゃないよ」

「どもるところが怪しい」

　松下さんと同じことをしてしまったのは後悔している。けれど、罪悪感から言っているんじゃない。

「あれは本当にごめんなさい……」

「だよな？　次やったら……」

「次やったら？」

「めちゃくちゃ愛して、数日間足腰が立たないようにするからな」

「えっ……」

「あ！　今想像しただろ？　いやらしくなったな」

「もうっ！」

　いつものようにからかわれ、枕を投げそうになる。

「もっと腹空かせてやろうか？　腹と背中がくっつくくらいに」

「それって、太ってるってことっ？」

　頬を膨らませてみせる。

　肯定も否定もしないで、湊は笑みを浮かべ、服を着るとピザを温めに出て行った。

　湊と一緒にいるのが好き。一緒にいるときの自分も好き。そろそろ本腰を入れて、式場を探そう。










寂しい時間




　数日後、会社から帰宅し、食事とお風呂を済ませて、そろそろ湊に電話をしようと思ったとき、着信音が流れた。

「すごいタイミング」

　画面に湊の文字を見るだけで心が躍る。

　くすっと笑って、スマホの画面をタッチする。

「湊」

『ミミ。突然で悪いけど、明日から出張になったんだ』

「出張って本社？」

『そう。ロンドンにも寄る予定で、まだ帰国日は決まっていないんだ』

「そっか……」

　湊が出張と聞いて、先ほどの高鳴った胸が一気に変わり、気持ちが沈んでいく。

　沈んだ声を出してしまった。

『寂しいのか？』

「っ！　あ、当たり前だよ。いろいろ相談したいこともあったし」

『俺も寂しいよ。相談って？』

「結婚式のことなんだけどね」

『帰ってから、ちゃんと聞くよ。じゃあな』

「うん。おやすみ」

『おやすみ』

　通話が切れると、ガクッと肩が落ちる。

　一週間、湊と会えないこともあるけど、日本にいないと思うともっと寂しい。

　翌日、中学高校と一緒だった友達から久しぶりにメールをもらった。三み橋はし一いち花か。学生時代一番仲のよかった友人。彼女は自分の名前に数字がふたつも入っているのが大っ嫌いで、早く結婚して苗字を変えたいと、出会った頃から言っていた。

　彼女の名前は結婚すれば変わるけれど、私の美海という名前は、結婚しても変わらない。ましてや湊と結婚するのだから、一生猫みたいにミミって呼ばれ続ける。でも、湊が呼ぶミミは、いつの間にか好きになっていた。

　原宿のアパレル店で働いている一花のお休みも、私と同じ平日が多い。その彼女から会いたいとメールをもらい、木曜日の休みにランチをしようということになった。

　地元の駅前のファミレスで待ち合わせ。

　同じ駅を使っているのに帰宅時間が違うのか、ほとんど会えない。

　一花は先に来ていた。

　きれいに巻いたロングヘアで一見派手な容姿の一花。細くてスタイルがいい彼女は勤めるブランドのジーンズとＴシャツを、キレイに着こなしている。ピンク系のブラウンに染めた髪とヘーゼルのコンタクトレンズ。一花はカリスマ店員として活躍中だ。

　残念ながら彼女のお店のブランドは、童顔の私には似合わない。今日着ているのは、パステルグリーンのワンピース。自分たちの正反対の服装に笑ってしまう。

「相変わらず可愛いね～」

　私を見た一花は、開口一番そう言った。

「一花はカッコいいよ。また痩せた？」

　シャープなあごのラインを見ながら席に着く。

「そう？　忙しすぎてやつれているのかも」

　一花は笑って瞬きをする。びっしりと長いつけまつげが、バサバサと音をたてそうだ。でも似合うから羨ましい。

　以前、つけまつげをして湊に会ったら、気持ち悪いと言われたのを思い出す。

　日替わりランチとドリンクバーをオーダーして、女ふたりの賑やかな話が始まった。

「ミミ、彼氏できた？」

　彼女も私のことを「ミミ」と呼ぶ友達のひとり。

「まあ……」

「なあに？　その含みのある言い方は。もしかして本田先輩？」

「えっ？」

　一花の勘のよさに、持っていたグラスがストンとテーブルに落ちた。

　高い場所から落ちたのでなくてよかった。

「その驚き方は、やっぱりそうなんだ！」

　一花はニヤッと意味ありげに笑う。

「やっぱりって？」

　どうして一花がそう思うのか、わからない。

「くっつくべきふたりだったんだよ。ずっとふたりを見ていて歯がゆかったし」

「歯がゆかったって、私たちあの頃はそんな感情なんてなかったよ？」

「そうかな～。ミミは本田先輩をなにかにつけて頼っていたし、本田先輩はなんだかんだと言いつつ、ミミの力になっていたじゃない」

「湊が私の力になってくれたのは、高校入学の受験勉強と入学してからの試験のときだけだよ。湊はいろいろな女の子と付き合っていたし、私にも……」

　うっかり高野先輩を思い出してしまい、口ごもる。

「本当にそう思ってる？　いつだって本田先輩はミミの世話係だったじゃん。遅くなると迎えに来てくれたりしてさ」

　たしかに高校に入って、一花たちとカラオケやショッピングでつい遅くなってしまったときは、湊が迎えに来てくれたことも数えきれないくらいあった。

「だから私は内心、ふたりがくっつけばいいのにと、思っていたの」

「一花……」

「でも付き合っているんならよかったわ」

「一花はどうなの？　彼氏は？」

　一花は指輪が三つもついている手を、ひらひらと振る。

「一応結婚しようって言ってくれている奴がいるんだけどね？」

「すごい！　一花、結婚するのっ？」

「それがさぁ……苗字がね？」

「うん」

「奴の名前が二宮にのみやなのよ。奴と結婚したら、また数字から離れられなくなるでしょ？　しかも二と一なんて続いてるし」

　一花は眉根を下げて、はぁ～と深いため息をつく。

「二宮一花かぁ……たしかに三橋一花より、数字が続いてるね……」

　昔からの悩みを知っているから彼女のため息はわかる。

「でもその人を好きなんでしょう？　好きなら結婚するべきだよ」

「まあね。同い年でいい奴だし。輸入雑貨の店を出したいって野心家でもあるし。まあまあのイケメン。ナオト以上の人なんてこれから先出てこなそうだから、結婚も視野に入れているけれどさ。私、名前に呪われているよね」

　そう言って一花は自嘲気味に笑った。

「知り合いから聞いたんだけどね？」

　私は思い出したことがあって、口を開いた。

「うん？」

「結婚して子供ができるとね？　お母さんは誰誰ちゃんのママとしか呼ばれないらしいよ？　だから苗字にこだわらなくてもいいと思うの。たしかにそれだけじゃないけれど……」

「ふーん、そうなんだ。子供かぁ、早く欲しいしな～」

　一花の子供好きは知っている。中学のとき、職業体験を保育園に希望した。ちなみに私はケーキ屋さんだった。

「女の子を生んで、思いっきりおしゃれさせたいんだ」

　一花のミニチュア版の女の子が目に浮かぶ。彼女が母親なら、かなりおしゃまな女の子になりそう。

「ミミはどうなのよ？　本田先輩似の男の子欲しくないの？」

「え……」

　湊との子供。ふと、大きな公園で湊と男の子がサッカーボールで遊んでいる姿が、脳裏をよぎる。

「欲しいかも」

　いや、このまま順調に行ったら二年以内には、赤ちゃんがいるかもしれない。

「本田先輩は仕事なにしているの？　あの超難関大学卒なんだから、官僚だったりして」

「官僚!?　そんなわけないよ。想像できない」

　官僚のイメージといったら髪を七三に分け、いかにも真面目そうな人物。湊の七三分けを想像したら、おかしくてお腹を抱えてひとしきり笑った。

「ミミ、笑いすぎじゃない？　じゃあ、なにやってるのよ」

「え……っと……」

　笑いを堪え目尻に浮かぶ涙をハンカチで拭きながら、大きく呼吸をする。

「外資系金融会社のトレーダーやってる」

「なに？　その難しそうな職種は」

「う～ん、手っ取り早く言っちゃうと、株を売り買いして儲ける仕事かなぁ。私も湊の仕事はほとんど知らないの。昼間はパソコンとにらめっこで大変みたい」

「ふーん。外資系と聞くだけでお給料がよさそう」

　一花は頬杖をつきながら頷く。

「私のお給料よりはるかにいいみたい。私なんて毎月かつかつで生活してるよ」

「私たちの給料なんてたかが知れているわよ。だからナオトも店持ちたいんだよね」

　話が弾む中、一花の彼氏ナオトさんが予告もなく現れた。ふたりの夫婦漫才のようなポンポン続く会話に、仲のよさがうかがえる。

　彼らと別れファミレスを出ると、無性に湊に会いたくなった。

　今日は湊の帰国する日。出張は十日におよんだ。マンションで落ち合う約束した私は支度をして家を出た。玄関を一歩踏み出すと、もう夕方だというのに強い日差しに容赦なく照らされる。

　嫌いな季節じゃないけれど、おしゃれをしたときは汗をかきたくない。

　腕をそっと掲げ、腕時計を見る。そのとき、バッグの中のスマホが振動した。見てみると湊からで、タクシーでマンションへ向かっていると書かれてあった。

　マンションへは同じくらいの到着かな。

　これから湊に会えると思うと、心が浮き立ってくる。いや、この気持ちは昨日から続いている。

　湊のマンションへ到着するとロビーで待っているとメールを打つ。

　ロビーのソファに座り、扉の出入口を見ること三十分、スーツを着た湊が疲れた様子もなく颯爽と入ってきた。小さめのスーツケースを引いている。湊の姿を見て立ち上がり、笑みを浮かべながら近づく。

「湊っ！　お帰りなさい」

「ただいま。ミミ」

　私の顔を見た湊は嬉しそうに微笑む。

「待たせたか？　カギを渡しておくべきだったよ」

「ううん。そんなに待っていないよ」

「行こう」

　湊は私の腰に手を置いて、エレベータホールに促した。

　エレベータを待つ間、ふんわりと湊の手が髪に伸びる。湊と面と向かうのは久しぶりで、恥ずかしい。視線を足元に移すと、あごをそっと持ち上げられ、唇が重なった。

　人が来るかもしれないマンションのエレベータホール。

　私は慌てて湊から離れた。そんな私の姿を見て、湊は微笑む。

「ごめん。我慢できなかった」

　甘い雰囲気が、私たちをとりまいていた。

　マンションの部屋に入ると、むわっと生暖かい空気が充満していた。

　十日間も留守にしていれば、空気は悪いに違いない。でも、嫌な臭いはしない。湊のいつもつけているフレグランスがかすかに匂うくらいで。

「うゎ、暑いな」

　湊は窓に向かうと、大きく開け始めた。

「私が開けておくから、湊はシャ……」

「ん？　ミミちゃん、言いかけてなんでやめるのかな？」

　不敵な笑みを浮かべて、顔を近づけてくる。

「あ、もしかして一緒に入りたいとか？」

　さっきまで甘い雰囲気だったのに、今度はからかってくる。

「そんなんじゃないよ！」

　大きく首を振って強く言うと、湊は更に唇と唇が、もう少しで重なりそうなところまで近づけてくる。

「本当に？　俺は期待していたのに」

「だめっ！　恥ずかしすぎるから！」

　私が必死の顔をしていたのだろう。顔を離した湊は、吹き出して笑う。

「もうミミの身体は見ているんだけど？」

「見られていたって、いや。バスルームは明るすぎるし……」

「ま、いいや。今度ってことで。じゃあ、先に入ってくるから。入りたくなったらいつでも来いよ。悪いけど、寝室の窓も開けといて」

　湊はサマースーツのジャケットを脱ぎ、ソファに放り投げてバスルームに消えた。

　ひとり残された私は寝室に向かい、窓を開ける。遠くに見えるレインボーブリッジを見ながら、ベッドに腰をかける。

　やっぱりこの部屋は、ロケーションがいいな。

　しばらく見ていると、爽やかな風が眠りを誘い、堪えていたけれどしだいに逆らえず……。湊に会える嬉しさで昨日はなかなか寝つけなかった。寝不足でよけい眠りに誘われる。湊が来るまで少しだけ……。心地よい風を感じながら、目を閉じた。




　首筋になにかが触れている。くすぐったいような、胸がジンジンしてくるような。

　まだ眠りと目覚めの中間にいる私はその感触を払おうと、手を動かした。

　その手が自由を奪われる。

「ん……」

　私……なにしてたんだっけ……？　あっ！

　目を開けると、オレンジ色の淡い灯に照らされた湊の秀麗な顔。

「やっぱり起きちゃったか」

　メガネの奥の瞳が楽しそうに笑う。

「湊っ」

「ミミは目覚めが悪いから、一度寝ると起きないと思っていたよ。ワンピースを脱がすところまでは成功したけどね」

　ハッとして自分の身体を見ると、この前買った勝負下着……じゃなくて、キレイめなレースのブラとショーツのみになっていた。

「あ……」

　まだ湊の髪は湿っている。どのくらい時間が経ったのだろうか……。

　思わず見惚れてしまうほどのしなやかな上半身に、ボクサーパンツだけはいた湊。下半身の高ぶりを目の当たりにして、慌てて視線を逸らす。

「わ、私もシャワーにっ」

　身体を起こそうとすると、両肩が押さえ込まれる。

「今更、行かせるわけないだろ」

　そう言って、唇を重ねられる。

「っん……っ……」

　湊は舌を絡ませたり、吸ったり、上あごに這わせる。

　ブラジャーの中に手が入り、膨らみを下からすくい上げるようにして揉まれて。

「あぁ……ん……っ」

　何度も高みにもっていかれる身体……。

　ベッドに沈む身体は、湊の愛撫で蕩けてしまいそうだ。うつぶせに寝かされた私の肩に、唇が降りてくる。ちゅっと軽く吸ったあと、肩甲骨に唇は移り、背中に舌を這わせていく湊。

「んっ……あンッ……み、なと……眠く、ないの？」

　疲れていないのか、湊は高ぶりを吐き出しても、飽くことなく私の身体を翻弄し続けている。

「全然。それよりミミの身体が美味しすぎて、眠るどころじゃない」

　楽しそうに答えてから、チュッと唇にキスを落とし、舌をからませてくる。

　湊の体力に脱帽……。

　それから再び、湊の探求は始まった――。










苦しい立場




　ブーブーブー。

　ん……なんの音……？　目覚まし……？

　それがバイブにしてあるスマホが振動している音だということをが、すぐにわからなかった。隣で眠っていた湊が動く気配。目を開けると、身体を起こした湊がちょうどスマホを耳に当てようとしたところだった。

『はい。本田です』

　いつもの口調ではなく、丁寧に名前を言う。

『ああ。はい。わかりました。十四時に伺います』

　そう言って、湊はスマホを持ったまま、枕に頭をつけた。

「クライアント？　それとも会社から？」

　重いため息をついているのが気になって聞いた。

「あ？　会社から。悪い。出社することになった」

　湊はゴロンと私の方に横向きになる。

「今何時？」

「十一時を回ったところ」

「そんなに寝てたの!?」

　時刻に驚き、身体を起こそうとすると、湊の胸に引き寄せられる。

「きゃっ」

「身体、大丈夫？　昨日は欲張りすぎた」

「え？　う、うん」

　私たちが眠ったのは、空が明るくなった夜明け。それまで湊は私を何度も求めた。まだ身体の奥に、湊を感じる。

「もう起きなくちゃ。お昼をどこかで食べてから会社に――んっ」

　おもむろに湊は顔を寄せて、私の唇を塞いだ。

　長い指が敏感になった胸の頂を弾く。

「あっ……」

「健康な若い男なんだから、このまま起きるのは酷ってもんだろ」

　湊はツンと固くなった頂に、愛撫の手を加える。

「こうやって朝を迎えるのも、いいな。早く結婚しような」

　ドキッとさせる笑みを浮かべた湊は、私の身体中にキスの雨を降らせていった。




　湊と朝を迎えた日から、三日が経った。会いたい気持ちが、メールで会話するたびに増してくる。

　首元で揺れるネックレスに自然と指が行き、光る石を弄んでしまう。先日のロンドン出張のお土産だ。

「毎回、お土産はいいよ」と言うと、着けているところを見るだけで嬉しいんだと言う。

　女装していたときに、おそらくアクセサリーやブランドを勉強したんだと思う。湊はセンスがよくて、プレゼントはどれも女の子なら誰でも欲しがりそうな物だ。

　今、私の頭は湊のことしかない。

　恋するオンナってやつ？　湊に溺れる……こんな日が来るとは思ってみなかったな。

　そんな地面から浮いている状態の私だから、昨日の会社の行事である、暑気払いをすっかり忘れてしまっていた。

　支店長の全員参加をモットーに、のせいで私は湊と食事の予定をキャンセル。湊と会えると気持ちが弾んでいたのに、会えなくなって落胆した。しかも、参加して後悔するはめになるとは思ってもみなかった。

　昨日のことを思い出すだけで、重いため息が出てしまう。

　暑気払いの場所は、地鶏が美味しいと評判の居酒屋。

　渋谷支店全体の行事なので、もちろん気まずい関係の松下さんも出席している。最初は遠い場所に座っていた彼女は、一時間ほど経ってふらふらと近づいてきた。酔っているようで、顔を赤らめ目がすわった状態。

「泥棒ネコ、飲みなさいよ」

　ドンと、私の目の前にコップが置かれた。

　透明な色、水を飲ますわけがないから、中身はどうやら日本酒らしい。

「松下さん……」

　泥棒ネコ呼ばわりされるのは、心外だ。

「どういう意味ですか？」

　松下さんの答えはわかっていたけど、聞いていた。

　隣に座っている久我さんが、ぎょっとした表情で私たちを交互に見ている。

「湊が好きだったんなら、はっきり言いなさいよね！」

「前にも言ったかもしれませんが、あのときは、自分の気持ちに気づいていなかったんです！」

　いや、前から湊のことは気になっていた。でも、こうなるとはまったく思っていなかった。

「なにも知りませんって顔をして！　恥をかいちゃったじゃない！」

　松下さんは脚をふらつかせて、声を荒らげた。

　そこへすぐ近くの男性社員が私たちの間に入り、松下さんを落ち着かせようとしている。

「松下さん、今のこれが、恥だと思うんですけど」

　シーンと静まり返ったところに響く私の声。

　穴があったら入りたい気分だ。松下さんの彼氏を取ったと、周りの人に思われてしまった。

「まあまあ、事情はわからないけれど、今は暑気払いだからね？　楽しくやりましょうよ」

　課長が松下さんをなだめながら、私から離れた席へ連れていった。

　そのあと、ぎこちない雰囲気になってしまい、終わるのを待って逃げるように帰ってきたのだ。




　昨晩のことを思い出し、数えきれないほどの重いため息をついたとき、渋谷駅に到着した。重い足取りで会社に向かう。

　松下さんと顔を合わせるのも、ほかの人に会うのも嫌だな……。

　梅雨も明けて、雲ひとつなくカラッとしたお天気なのに、心の中がどんより雲に覆われているみたいな気分。

　更衣室に入るまで、誰にも会わず少し安堵しながらドアを開けると、中に菊池さんと久我さんがいた。ふたりは私の姿を見ると、パッと話をやめてばつの悪そうな表情になる。

「おはよ」

「ねえ、安西さん、松下さんの話は本当なの？」

　久我さんがロッカーを開ける私に聞いてくる。昨日は聞きづらかったみたい。

「話すと長くなるから、お昼に話すね」

　話したいわけじゃなかったけれど、ふたりにはやっぱりわかってもらいたかった。

「うん。わかった。じゃあ、先に行ってるね」

　ふたりは更衣室を出て行った。

　彼女たち以上に、ほかの人たちも好奇心の目で見てくるかもしれない。

「今日一日、頑張ろー」

　自分に気合いを入れて、制服に着替える。

　準備万端。ロッカーのカギを閉めたとき、更衣室のドアが開いた。何気なく見ると、松下さんと仲のいい経理課の女性。すでに制服を着ているので、忘れ物かなと思っていると、彼女は私のところへつかつかと近づいてくる。

「おはようございます」

　頭を下げて挨拶すると、彼女は挨拶を返さず睨みつけてきた。

「松下さん、誰かさんのせいで、今日休みよ。あなたはよく出てこられたわね？」

「…………」

「意外としたたかな子で、驚いたわ」

　したたかって……どんな話を松下さんはしたのだろうか？

「すみません。遅れてしまいますので、失礼します」

　頭を下げると、いらだつ表情の彼女を残し、逃げるように更衣室を出た。

　私たちのことを話題にしたがるのは女性社員ばかり。男性社員が取り合わないことに、少し安堵だ。

　お昼になり、話を聞きたくてうずうずしている久我さんと菊池さんが、私をさらうようにして、昼食に連れ出した。

　会社から少し離れたカフェに入る。ここならば、会社の人に聞かれることはないだろうと、久我さんがチョイスした店。

「で、安西さん。松下さんは単なる言いがかりなの？」

　ズバッと聞いてくるところは久我さんらしい。

「松下さんの好きな人は、私の家の隣に住む幼なじみで――」

　私は今まであったことを包みかくさずふたりに話した。そして、あれよあれよと言う間に婚約したことも報告。

「えっ!?　安西さん、婚約していたの!?」

　菊池さんが目を大きく見開いて、食い入るように見つめてくる。

「婚約したのは数週間前で……」

「驚いたわ……やっぱり、松下さんの独りよがりだったのね。彼は安西さんにプロポーズしたんだから」

　久我さんが口元をへの字にぎゅっと結ぶ。

「それでも……相談されたときに、私も湊が好きだってこと言えばよかったんだよね。そうすれば、こんなことにならなかったのに……」

「それはあるかもしれないけど、彼女のことだから、安西さんに口を挟ませなかったんじゃない？　あ！　もしかして、湊さんって私が見たことある人？　以前、松下さんが外でイケメンと話しているって言ったときの」

「そうだと思う。あのとき、外で待っていてくれたから」

　先日のことを思い出して頷く。

　ふたりも知っている紅緒だったというのは、口が裂けても言えない。

「うわっ！　超イケメンじゃない！」

「そんなにイケメンなの？」

　菊池さんが聞いている。

「メガネをかけた知的な感じの人よ。身長も高かったわ」

　久我さんの記憶力はいいなと、感心してしまう。

「いいな～。そんなイケメンと婚約しているなんて羨ましい。でも、会社に言っていなかったの？　いつ結婚するの？」

「結婚式はまだ決まってないの。だからまだ会社に言う必要もないかなって」

「仕事を続けるつもりなら、急いで報告する必要はないわよね」

　相槌を打った久我さんは、アイスティーのグラスに手を伸ばす。

「でもさ、あの松下さんがこのまま黙っているのかしら」

　菊池さんが思案する。

「部署が違うし、関わったとしても、たまにだから大丈夫。プライドが高い人だしね。昨日は飲みすぎて本音が出ちゃったんだと思う」

「そうよね。これ以上、自分が惨めになるようなことはしないわよね」

　話に夢中になって、目の前のハンバーグが冷めてしまっている。

　私たちは急いで食べると、会社に戻った。

　ふたりに話すことができて、少し気持ちが軽くなった気がする。今晩、湊と会うけれど、鬱うつ々うつとした気持ちを引きずらないで会えそう。

　そう気持ちを切り替えた私だったけれど、湊の方がいつもと様子が違っていた。

　車で迎えに来てくれた湊は笑みを浮かべて助手席のドアを開けてくれる。

　それはいつものことなんだけど……。

「なに食べようか？」

　運転席に乗り込んだ湊は聞いてくる。

「いつものファミレスにする？」

　いつものとは、自宅へ帰る道筋にあるファミレスのこと。

「そうだな。ＯＫ」

　湊はエンジンをかけると、車の波を見計らいアクセルを踏んだ。

　走り出して話すのは私ばかりで、湊は「うん」とか「そうなんだ」と気のない返事ばかり。

　どうしたんだろう……。

　そう聞きたいのをファミレスに入るまで我慢した。

　ファミレスに入って、湊はカルボナーラと生ハムのサラダをオーダーし、私も同じものにした。

「湊、なにか気がかりなことでもあるの？」

　ウエイトレスがいなくなると、聞いてみた。

「え？　今なんて言った？」

　湊は今の言葉すら聞いていなかったみたいで聞き返す。

「なにか気がかりなことでもあるのか聞いたの。様子が変だよ？」

「ごめん。ちょっと考え事してた」

「私じゃ相談相手にならないかな？」

「そんなことないよ。仕事のことだから。もう少し考えがまとまったら、相談するよ」

　湊は柔らかい笑みを浮かべる。

「うん。なんでも言ってね？」

　それからの湊はいつものように軽い冗談を交えながら、話し出した。




「送ってくれてありがと」

　自宅前に車が停まると、シートベルトを外す。

「ああ」

「実家に泊まればいいのに」

「明日も忙しいからな」

　湊の手が私の頬にかかり、唇が重なる。物足りなさを残して、キスが終わる。

　玄関まで送ってくれた湊は、車に戻り帰って行った。

　昔から湊は考え事があると、なにも目に入らなくなっちゃうのはわかっていたけれど、どうしちゃったんだろう。仕事で悩んでいるのなら、私じゃどうしようもないかな……。

　結局のところ、結婚式のことも話し合えていない。










キャンセルミス




「グアム四日間、八月二十八日ご出発、二名様、お取りできました」

　接客中の私は目の前にいるＯＬふたりを内心羨ましいと思いながら、キーボードを叩いた。

　すんなり予約が取れるのは嬉しい。お客様の喜ぶ姿に癒される。

　席がすぐに取れないと、楽しみにしている旅行が行けるのか不安そうな表情になるお客様や、二席ぐらいなんで取れないのか、と不快を顔に出すお客様も少なくない。

　ガイドブックを買いに行こうかと、話しているお客様を見送る。席に戻る前に少し乱れたパンフレットを直そうと棚に近づいたとき、課長が眉間にしわを寄せてやってきた。

「安西君。このカードがキャンセルされて、俺のところに回ってきたんだけど」

　課長のいらだった声に、ビクッと肩が跳ねる。

　キャンセル？

　課長は手にもっていたＡ四サイズを半分に切った大きさの予約カードを、顔についてしまうくらいな近距離で押しつけてくる。

　それは先日、やっと取れたお盆のパリ行のお客様のカードだった。一面に大きく書かれたＣＸＬの文字。

「このお客様、キャンセルされたんですか？」

「なにを言っているんだ!?　顧客から昨日料金を預かってきたんだぞ。それなのに、なぜこれが回ってくるんだ。航空会社を調べたら、座席がキャンセルされていた。なんてことをしてくれたんだ！　お盆の時期なんだぞ」

「私はキャンセルした覚えはありません」

「君がしなくて誰がするんだ？　ちゃんと記録がここに残っているだろう？　航空会社にキャンセルを入れたのも君の名前だ」

「ええっ!?　まさかっ？」

　予約カードの隅に目をやる。すべて記録を残しておくために、印鑑を押さなければならない。それを扱ったのは……安西。

「もう一度リクエストしたが、取れるかわからない。なんてミスをしてくれたんだ」

　私じゃない。誰がそんなことを……？

「でも本当に知らないんです！」

　涙目になって訴えていた。

「証拠はあるんだぞ？　ミスを素直に認めたらどうなんだ？」

　いつもは優しい課長の声が、きつくその場に響く。いらだちを隠そうともせずに自分の席へ戻る課長に唖然となる。

　どうしてこんなことに……？

　ようやく席が取れて、課長が嬉しそうに話してくれたときのことを思い出す。

　本当に身に覚えのないこと。でも、私の印鑑が押されていて……。

　今にも涙が出そうで、下唇をぎゅっと噛む。

「安西さん……本当にキャンセルしてないの？」

　ぼんやりつったっている私のところへ、久我さんがやってきた。

「本当にそうなの……」

「……ってことは、誰かが安西さんを陥れたんだわ」

　周りに聞かれないように小声で耳打ちされる。

「えっ？」

　考えもしなかったことを、久我さんに言われて驚く。

「だって、おかしいわよ。私は安西さんを信じるわ」

「……ありがとう」

　陥れるくらいに、私を嫌っている人と一緒に働いているんだ……。

　その日は何度もキャンセルの件を、コンピュータで確認したかわからない。お盆の時期で、やっと取れたのだから、容易に取れないだろう。そう考えると、悔しいし、気持ちが落ち込む。

　なんとか仕事を終わらせ、自宅に戻ると、ベッドの上に身を投げ出す。

「はぁ……」

　ため息しか出てこない。ベッドに倒れこむようにして仰向けになり、目を閉じる。

「いったい誰がやったの……？」

　昨日のキャンセル……印鑑が持ち出されてしまったのかと考えて、引き出しを見るとちゃんとあった。ということは、誰かがあの席で印鑑を押したんだよね。

　簡単に持ち出すことも可能だ。出勤時間前や退社後、それにお昼休みだって、人の目を盗んで押すことはできる。

　ずっと、誰がやったのか……ばかり考えていた。

「美海～」

　階下で私の名前を叫ぶお母さんの声。

「用があるなら、部屋にくればいいのに……」

　今日の私は機嫌よく部屋から出る気分じゃない。大事な用があれば、部屋にやってくるはず。

　そう考えていると、階段を上がる足音が聞こえてきた。

　古くなった家は隙間もあるし、階段を上がるとき、ミシリときしむ。

　ごろりと寝返りを打ったとき、ドアが開いた。開いたドアから姿を見せたのは、お母さんじゃなくて湊だった。

　驚いてベッドの上に起き上がるのと、湊がベッドの上に座るのはほぼ同時。

「湊……」

「スマホ、どこ？」

「あ、バッグの中」

　帰ってきて置いたときのままの、ドレッサーの上のバッグへ視線を動かす。

「やっぱり見ていないのか。返信がないから、もしやと思ったけどな。浮かない顔をしているけど、どうかしたのか？　具合でも悪い？」

「ううん……湊こそ、どうしたの？　家に来るなんて……」

「親父に話があったんだ。お前にも。でも、それよりなんかあったんだろう？」

　さすが付き合いが長いだけあって、私の表情でわかってしまう。

　仕事で自分が誰かに陥れられたと、話すのが恥ずかしくて、湊のまっすぐな瞳から目を逸らし俯く。

「ミミ？」

　湊は両手で、私の頬を挟むようにして持ち上げた。湊のまなざしに勇気づけられて口を開く。

「会社で――」

　私は会社での出来事を話した。

「誰なんだろう……私、そんなに嫌われていたのかな……」

　最後にぼそっと、愚痴が出てしまった。

　湊は真剣な表情で話を聞いていてくれたけれど、最後の私の言葉に目を細め、厳しい視線を投げかけた。

「ミミ、それを考えるのはあとだろう？」

「えっ？」

「社内のゴタゴタで迷惑しているのは、客なんだぞ」

「それはわかっているけど……」

「まずはその客の席をなにがなんでも取るべきだ。仕事にしろ、遊びにしろ、座席が取れて安心していたはずだしな。経由便もお盆の時期じゃきついかもしれないけど、いろいろあたれよ。お前は陥れられたかもしれないが、それは客には関係ないことだからな」

　湊の言うことは、もっともだと思う。

　だけど、私にはそんな風に割り切れない……。

　私の脳裏に松下さんの顔がちらつく。キャンセルを入れたのは昨日……松下さんは休み。彼女を疑ってしまうけれど、そんなことできるはずがない。

「もちろん、頑張るけどっ……そんな風に割り切れないのっ！」

　二日前の松下さんの暴露話で、一部の女性社員から非難の目で見られているストレスと、課長から覚えのないことで叱られ、心の中が苦しかった。

　いろいろな思いで、涙が溢れ頬を伝う。

「ミミ……」

「なんでもできる湊にはわからないよ！」

　アドバイスをしてくれる湊にひどい八つ当たりをしているのはわかっていた。けれど、心の中のふつふつとわき出てくる嫌な思いで、いらだちが増してくる。幼稚だとわかっているけれど、止められない。

「お前……」

　私はベッドから降りて、ドアを開ける。

「ひとりで考えたいから、出て行ってっ！」

　このとき、湊が話があると言っていたことは、頭の中から抜け落ちていた。

「お願いっ！　ひとりにして」

　ドアノブを持つ手が震える。

　湊はベッドからゆっくり立ち上がり、能面を張りつかせたような顔で私を見る。

「俺のアドバイスはただひとつだ。客のために全力をつくせよ」

　湊はそれだけを言うと、私の横をすり抜けるようにして出て行った。

　湊……。

「あら、もう帰るの？　今お茶を――」

　階下でお母さんの声。湊の返事が聞こえる前に、ドアを閉めベッドの端に座る。

　湊を怒らせてしまった……昔はよくケンカしたけど、一方的に出て行かせる……なんてことはなかった。湊の言っていることは、もっともだ……。

　全力で席を取らなきゃいけない。でも、課長でも取れないのに、私になにができる？

　そこで、湊は話があって来たのだと思い出す。

「なんの話だったんだろう……」

　大事な用事だからこそ、自宅まで来たんだよね？




「美海ちゃん、湊はもう帰っちゃったのよ」

　湊の話が気になって、それから自分の態度も謝りたくて、隣の本田家へ。

　そう言われるまでもなく、車庫にも路上にも湊の車がなかったから、すでに帰ってしまったのだろうと思っていた。

「そうですか……」

「ケンカでもしたの？」

「え？　そ、そんなんじゃないんですけど……」

「昔はよく衝突していたものね。でも翌日には普通に戻っているから、安心していたわ。大丈夫よ。今回もすぐに仲直りね」

「あ、ありがとうございます。帰りますね」

　頭を下げて、本田家の玄関をあとにした。

　湊の用が気になってメールを送ると、三十分後に【仕事が解決してからでいい】と送られてきた。それほど急ぎの用ではなかったんだね……でも、それならどうして今日来たんだろう……。

　解せない部分もあったけれど、湊の言葉に甘えて今は仕事のことを考えよう。




　課長は田代部長に席を頼んだから、なにもするなと言った。でも、ひと晩よく考えた結果、湊の言う通り、私にできる限りのことをやるしかない。

　先方には手違いで、席がない旨を伝え済み。私がまず一番にしなくてはならないのは、迷惑をかけてしまった顧客に頭を下げに行くことだと考えた。

　顧客は仕事がらみの渡航だけれど、ちょうどお盆休みの時期ということで、奥様も連れて観光をする予定だと聞き、本当に申し訳なく思う。なおさら楽しみだったのだろう。

　勇気を出して顧客の会社に出向き、応接室で激怒されてしまったけれど、何度も頭を下げるうちに、気持ちを和らげてくれた。

「……君は若くて女の子なのに、勇気があるな」

　私が頭を下げた相手は、四十歳代くらいの男性で中小企業の部長さん。

「頑張ります。不安にさせてしまい、本当に申し訳ありません」

「私も日程を、変更できるか確認をしてみるよ」

「佐さ古こ田た様……」

「誠実な君の心に打たれたよ。昨日、なんとか変更できないか聞かれたが、頭に血が上りできないと答えたんだ。でも、今の君を見ていたら、自分が大人げない気がしてきたよ。精一杯、頑張ってくれ。結果がどうであれ、もう私は嫌な気持ちになったりしないから」

　優しい言葉をかけられ、胸と目頭が熱くなり堪えていた涙の粒が零れ落ちる。

「あああっ、泣かないでくれ」

　私の涙を見て、オロオロと慌てている。この部屋に入ったときの怖い印象とはすっかり変わっていた。

　少し心が軽くなって、会社に戻る電車の中。

　これは湊のおかげだ。あのとき、「可哀想だな」と、ただ慰められていただけだったら、こんな行動は起こせなかった。社内に私を恨む人がいたとしても、頑張れそうな気がする。今回の件で、この仕事にやりがいを感じた。

　山手線を降り、改札を抜けて外に出ると、ぎらぎらとした太陽に肌がひりっとなる。

　いつもなら、「暑い～だらける～」といったところだけれど、今の私はやる気に満ちていて、そんな暑さにも負けず、はつらつと歩き会社に戻った。

「ただ今戻りました」

　後ろめたいことがあれば、堂々とできない。私には後ろめたいことなんて、これっぽっちもないから、堂々としよう。

「あ、お帰りなさい。外は暑かったでしょう」

　久我さんがカウンター越しにねぎらいの言葉を言ってくれる。

　真夏の日中は、お客様の足も遠のいているようだ。

「どうだった？」

　問題の顧客のところへ行ったのを知っている久我さんは、気遣うように訪ねてくる。

「なんとか――」

「安西君、会議室に来てくれないか」

　そこへ課長がやってきて、早口に言われる。

「はい」

　私は返事をすると、課長のあとについて、会議室に向かった。

　会議室に入るとほぼ同時に、田代部長が姿を現した。

「安西君、ご苦労だったね。話はすぐに済むが、まあかけてくれ」

　田代部長のねぎらいの言葉に、小首を傾げながらも、パイプ椅子に腰を下ろす。

「佐古田様から電話をもらったよ。君のような部下を持って羨ましいと。あんなに激怒していた人の気持ちをよく和らげたね」

「……どんなに叱られても、謝るしかないと思ったんです」

「自分のせいではないのに、よくやったな」

「えっ？」

　部長は私のせいじゃないって、今言った？

「以前、君が受けたキャンセルカードと、今回のカードの文字を照らし合わせてみた。まったく違う文体だったよ。それと、キャンセルをした時間、君は久我君たちとランチに出ていた」

「部長……信じてくださるんですか？」

「もちろん。自分がやったことではないから、顧客の身になって誠実に謝れたんだろう？」

　わかってもらえて、安堵したせいか、瞳を潤ませてしまい頷くだけしかできない。

「出発日の前後に余裕をもらえたから、なんとか取れると思う」

「……よかったです」

「ということで安西君、カウンター業務は満足しているか？」

「はい。お客様に喜ばれると、元気をいただけます」

「そうか……実は、君を企画営業課に欲しいと思ってね」

「え……」

　企画営業課といったら、松下さんがいる部署。

「ああ、社内発表はまだだが、松下は本社に移動になる」

　松下さんが本社に移動……社長令嬢なのだから、これから経営に関わっていくためなのだろう。

「今までの仕事より、大変だがやりがいはある。海外研修旅行も年間に数回あるから、視野を広げられる」

　海外研修旅行……とても魅力的な話だ。

「今すぐの返事でなくていい。研修旅行でつるわけではないが、九月の始めに北欧三か国を周る研修旅行に君を推薦したいんでね」

「はい……失礼します」

　会議室をあとにして、カウンターに戻りながら、夢のような話を思い出す。

　私が企画営業課？　研修旅行も行かせてもらって、やりがいのある仕事。結婚しても仕事は続けたいと思っていたから、この話は素晴らしいものに思えてくる。

　松下さんがいなくなるのなら、なおさら魅力的だ。私の運気、もしかして上昇中？

　湊に早く伝えたい。それと、昨晩なんの話があって来たのか気になっていた。




　湊のマンションに向かっていた。仕事が終わってメールを入れると、自宅に来てと言われたから。

　お蕎麦でもゆでて夕食を食べようと、途中で買ったスーパーの袋をぶら下げている。

　マンションに向かう電車の窓から、打ち上げ花火が見えた。

　花火！　もしかして、花火大会？　そういえば、車両に浴衣を着ている人がいる。

　湊のマンションの駅で降りると、いつもより人が多い。人の波に流されないように、改札を出てマンションを目指した。

　夏の香りがする。ほんのり火薬の匂いと潮の香り。

　花火の音は夏が本番だと言っているみたいで、心が弾んでくる。

　昨日の気分とは一八〇度、まったく違う晴れやかな心。これで、お客様のパリの席が取れたらもっとスッキリするのに。










結婚延期？




　エレベーターを降りると、湊が壁に寄りかかるようにして立っていた。目が合うと、笑みを浮かべる。だけど、その笑みはいつもとなにか違う気がした。かすかに小首を傾げながら、湊に近づく。

「湊、今日は花火大会なんだね。駅はすごい人だったよ」

「ああ、俺もすっかり忘れてた。ついさっき、花火の音で気づいたんだ」

　玄関に入り、パンプスを脱ぎ上がるまで、湊はそこで待っていてくれる。

「オムライス？」

「ううん。違うよ。お蕎麦。暑かったからさっぱりしたものを食べたかったの。いい？」

「ああ。いいよ。ちょうど食欲なかったんだ」

　今日の湊は元気がないんだ。そうか、だからなにか違う気がしたんだね。

「大丈夫？　夏バテ？　それとも夏風邪かな？」

　荷物を持っていない方の手を湊のおでこにあてる。

「ん～熱はないみたいだけど、だるそう。休んで待っててね」

　バッグを床に置いて、湊をソファに残しキッチンに向かおうとした私の手首が掴まれる。

「湊？」

「ミミは、はつらつとしてるな。仕事、解決したのか？」

　ゆっくり話そうと思っていたけれど、話を振られてにっこり頷いた。

「湊のおかげだよ。お客様に謝りに行ったの。何度も何度も頭を下げて……最後にはわかってくれて、日程の幅までもらえたの」

「そうか。よかったな」

「うん。本当に湊に感謝している。私の考えは甘かったもんね。あ、それからね？　部長が企画営業課に来ないかって言ってくれたの」

「企画営業課？」

「私、仕事に燃えてきたみたい。今までは無難に日々仕事をして、お給料もらって。ていうのが当たり前だったけれど、今回の件で目覚めたの。もっと喜ぶお客様の顔が見たいって」

　私の話が進むにつれ、湊の表情が曇ってきたのがわからなかった。熱弁をふるう私に湊は軽く頷く。

　いつの間にか、私の手首を握っていた手が離されていた。

「企画営業課になったらね？　海外研修旅行もあるって。すごく楽しみ。あ、先にお蕎麦ゆでてくるね」

　すりガラスの引き戸を開けて、キッチンに入った。

　シンクの中に汚れた食器がかなりある。

　こういうところは几帳面で、いつもキレイなのに……やっぱり体調がよくないんだね。

　食洗機の中に、汚れた食器を入れながら思う。

　お蕎麦をゆでている間に、ねぎ、みょうが、しそを刻んでいく。おつゆは手抜きして麺つゆを使い、冷たい水を注ぐ。

　湊、大丈夫かな。最近忙しそうだったから、疲れたんだね。

　リビングに戻ると窓が開けられた窓辺で、壁に肩をもたせかけるようにして湊は外を見ていた。

　ちょうど花火大会の打ち上げ花火が見えるリビング。ここは特等席だけど、浴衣を着て外で見てみたい。湊が浴衣を着たら、絶対に似合うと思う。

　ローテーブルにトレーを置いてから、私に気づかない湊のところへ行く。

　ポンと腕を叩くと、湊は肩をビクッと揺らし驚いた。

「びっくりした？　気づかないなんて、なにか考え事でもしてた？」

「ああ……」

「食事できたよ」

　ローテーブルに戻ろうとした私の腕が掴まれ、引き留められる。

「湊、どうしたの？」

「ミミ、話がある」

　真剣なまなざし、形のいい眉がかすかに眉間に寄り、辛そうな顔。

「湊……？　どうしたの？」

　いつものように冗談を言う湊ではない。

　どうしたのだろうか……私の心臓がトクンと鳴って、身体に緊張が走る。

　なんの話なのか見当もつかなくて、怖い。

　湊は私をじっと見つめたまま、なかなか口を開かない。

　パンパーン、ドオーンと打ち上げ花火の音だけが、やけに大きく聞こえる。

「湊……？」

「……結婚は……しばらく延期しよう」

「え？　な、なにを言ってるの？　意味がわからないよ」

　予期せぬ言葉に、心臓が痛いくらい暴れ始める。

　どうなってるの？　湊はどういうつもりで？

「わ、別れたいの……？」

「そうじゃない！　違う。ロンドン支社に転勤になったんだ。期間は二年」

「ロンドン……転勤？　転勤だと、結婚は延期になっちゃうの？　どうして？　早く結婚しようなって言ってくれてたじゃん」

「いろいろ考えて、俺が日本に戻ってきてからがいいんじゃないかと思ったんだ」

「そんなっ！　勝手に決めないでよ！」

　転勤するから結婚できないだなんて、おかしいよ。

「湊の気持ちがわからないっ！　帰る」

　子供っぽい行動だけど、結婚を延期しようって簡単に言う湊に腹が立ち、バッグをひったくるようにして持つと玄関に向かう。

「ミミ！」

　湊が追いかけてきて、玄関でつかまる。

「ミミ、誤解すんなよ。俺はお前を愛している」

「湊のバカッ！」

　どうしようもなく悲しくて、湊の胸を押し返すと、玄関を出た。

　転勤だから結婚を延期？　バッカみたいっ！

　なぜ、湊がその決断をしたのか、考えてもわからなかった。

　マンションのエントランスを出て、駅に向かう間も、追いかけてきてくれなかったな、と更に深い悲しみが胸に広がる。

　混雑を避けようと、花火大会の会場から早めに出てきた家族連れやカップルをすり抜けるように駅に向かう。

　もっとちゃんと理由を聞けばよかったと電車の中で後悔し、先ほどの会話を思い出すと涙がこみ上げてきた。

　自分がどれだけ結婚を楽しみにしていたかを、思い知らされた。

　湊は二年間、私と会わなくていいと思ったんだよね？　私はそれだけの存在なの？

　何度も途中下車して、湊のもとへ戻ろうかと思った。けれど、気持ちと裏腹に脚が動いてくれない。自分を必要だと思ってくれていない人のもとへ、行けない。

　愛しているなんて口先だけだよ。本当に私を愛してくれているのか……今は自信がない……。

　通い慣れた駅に到着し、電車を降りるとバッグの中のスマホが振動していることに気づく。

　湊だった。

　出ようか迷った。混乱している頭を整理してから話したい。

　呼び出しの振動が止まない画面を、固まったように見つめていた。それから重苦しいため息をつくと、画面をタッチした。

『ミミ、家に着いたか？』

「……まだ。電車降りたところ」

『これから行って話したい』

「今は嫌！　疲れたの。湊だって体調悪いんでしょ？　ゆっくり考えさせて」

『ミミ！』

　言いかけのところ、通話を切り電源を落とした。




　明け方になってウトウト眠った睡眠不足の私の目に、翌朝の太陽はまぶしすぎて痛かった。

「サングラス、持ってくればよかった……」

　お客様を接客しているときは、集中できるものの、それ以外は始終、湊のことばかり考えていて、このままではミスをしてしまいそうだった。

「――さん、安西さん」

　久我さんに肩を軽く叩かれて、ハッとなる。

「あ、はいっ」

「どうしたの？　具合でも悪い？」

「少し頭痛が……」

　頭痛はないけれど、そうでも言わないとなぜなのか聞かれそうで、そう言っていた。

「頭痛薬あるわよ」

「ん、薬はあまり飲みたくないから……」

「えっ!?　そういうこと？」

　久我さんの言葉が理解できなくて、キョトンとなる。

「そういうことって？」

「妊娠している可能性があるから、飲まないんじゃないの？」

　久我さんの的外れな憶測に、暗かった気分が少し晴れて、吹き出しそうになる。

「そんなんじゃないよ。それに可能性はないから……」

　妊娠していたら、今こんな風に悩まなくて済んだかもしれない。それに今日は月のものが来そうで、下腹部が重苦しい感じなのだ。

　そこへ自動ドアが開きサラリーマンが入ってきて、久我さんは自分の席に戻っていった。




　私の足は自宅でも湊のマンションでもなく、美人堂へ向かっていた。

　狭い階段を重い足取りで上りきり、ドアを開けた。ドアを開ける力さえ失われているようで、肩を使って中へ入る。

「いらっしゃいませ～あらっ！　ミミちゃんじゃない！」

　入口付近にいた明菜さんが、声をかけてくれる。

「美里ママ～、ミミちゃんよ～」

　カウンターの中にいた美里ママが顔を出す。嬉しそうな笑顔になった美里ママを見て、少し気持ちが和らぐ。

「ミミちゃ～ん、いらっしゃいませ～。どうぞどうぞ」

　私を席につかせた美里ママは隣に座り、おしぼりを渡してくれる。

「イケメンの彼氏は元気かしらぁ～？」

　湊のことを言われ、美里ママの顔を見たら、涙腺がじわっと決壊して私の目から涙が溢れてきた。

「ミミちゃん？　いったいどうしたのよ」

　両手でぎゅっと握ったおしぼりを奪われ、頬を伝わる涙を拭かれる。

「美里ママ……」

「なんかあったのね？　う～ん、ここじゃだめよね。こちらへいらっしゃい」

　泣き続ける私を立たせると、バックヤードへ連れていった。隅にあるふたりがけのソファに座らされ、美里ママも隣に腰かける。

　バックヤードはいろいろな香水の香りが充満していた。衣装やウィッグなんかも乱雑に置かれてあり、見てはいけないものを見てしまった気分になる。

「いったいなにがあったのよ～。湊が女装していたのが許せないの？」

　私の涙が止まらないものだから、美里ママは矢継ぎ早に聞いてくる。

「ち、違うんです……昨日……」

　昨晩の話を、喉を詰まらせながら話した。

「ロンドンへ転勤になったから、結婚を延期しようって……湊から理由は聞いていないのね？」

「っ……はい……理解できなくて、飛び出してきちゃったんです……」

「辛かったわね」

　美里ママは私の肩を抱き寄せて、そっと抱きしめる。

　一瞬驚いたけれど、今唯一の理解者である美里ママに抱きしめられて、湊とは違う心地よさを感じた。

「でもね、ミミちゃん。湊の話をよく聞かないで飛び出したのは、いけなかったわね」

「……そうですよね」

「湊は俺様マイペース男に見えて、他人を思いやる心が人一倍あるの。愛しているミミちゃんならなおさらよ。おそらく延期しようと言ったのは、ミミちゃんのためじゃないかと思うわ」

「私のため……？　湊が他人を思いやる心が人一倍あるって……？」

「聞いてないかしら？　湊が女装した理由を」

　美里ママは思い出したようにふっと笑った。

「借金を……」

「そうよ。聞いているなら話はわかっているわよね？　湊が女装してくれたのも私のため。今回のことだってきっと理由があるに違いないわ」

　湊……。

「まず人のためを考えてしまう性格なのよね……損な男だわ」

　あのとき、私は企画営業課へ行けることを話した。楽しみだって。だからなの？　でも、そんなことで勝手に決心しないでもらいたい。私はなによりも、誰よりも、湊を優先したいのに。

「美里ママ、ありがとうございます！　私、湊に会ってきます！」

　自分の気持ちを打ち明けて、湊の気持ちも包み隠さず聞こう。

「きっとうまくいくわ。だって、湊はミミちゃんが大好きなんですもの」

　元気づけられた私は美里ママに送り出されて、湊のマンションへ向かった。

　途中で湊に電話をかけたけれど、呼び出し音が鳴るばかり。

　湊……マンションにまだ戻っていないのかな……。

　湊のマンションの最寄りの駅のホームで、ようやく繋がった。

『ミミ、どこにいるんだよ』

「え……、湊のマンションの近く。湊は今どこにいるの？」

　電話の向こうで呆れたような乾いた笑い声が聞こえた。

『お前んちの前だよ』

「あ……」

『話がしたい。こっちに来るか？　それとも――』

「駅前のコーヒーショップで待ってるから」

『わかった。三十分で行く』

「……うん。待ってる」

　改札口を出てすぐのコーヒーショップに入り、冷たいアイスコーヒーを頼むとロータリーが見渡せる窓際の席に座った。

　素直な気持ちで、話そう。

　待つこと三十分、言った通りに湊のＢＭＷがロータリーに入ってくるのが見えた。

　飲み干したカップを処理してコーヒーショップを出た。気が急いて、自動ドアがゆっくり開くのがもどかしい。

　コーヒーショップを出ると、湊はちょうど車から降りたところだった。

「湊っ！」

　私の明るい表情に、湊はかすかに眉根を寄せて見る。

「ミミ……」

「無理しなかった？　スピード出したの？　本当に三十分で来ちゃったね」

「ん？　ああ。今日は道が空いていたんだ。夕食は食べたのか？」

「あ……ううん。まだ。でもね？　夕食より湊とちゃんと話がしたいの」

「腹を空かせたままだと、怖いな。ちょっと、乗って待ってて」

　湊は助手席のドアを開けると、私を座らせドアを閉める。それからファーストフードが建ち並ぶ方へ向かった。

　お腹を空かせたままだと、怖いって……。

　昨日とは違って軽口を叩く湊に、少し安堵する。

　湊の姿を目で追うと、コーヒーショップの隣のハンバーガーショップに入っていった。




「湊、話して。どうして結婚を延期したいのか」

「先に食べないか？」

　湊が買ってくれたハンバーガーのセットは、ローテーブルに袋ごと置かれている。それを見ながら、首を横に振る。

「ううん。湊は食べて。私は今はまだ、喉を通らないから」

　リビングのソファに隣同士に座った私たち。でもいつもの甘い雰囲気はない。理由を知りたいけれど、湊の話を聞くのが怖いのもたしか。

「俺は結婚を、急ぎすぎたみたいだ」

「え？」

「転勤の話が持ち上がってから、俺たちのことをよく考えたんだ。ここでなら結婚しても、お前はこれからも仕事を続けられるし、両親や友達に会いたいときには会える。でも、ロンドンへ行ったら、まず仕事はできないだろし、寂しくなっても両親には会えない。俺の仕事中はひとりきりだ。かなりのストレスになると思う。昨日、お前が頑張る姿を見て、縛ってはいけないと思ったんだ。実際、昨日会うまでは一緒にロンドンへついてきてほしいと思っていた。だけど、お前のやりたいことを奪いたくないと思ったんだ」

「そんな……湊は勝手に考えすぎるよ！」

「ここに住むように言ったときも、父親のためを思ってやめただろう？　ちょくちょく会えるここでさえそうなんだから、連れていけるわけないと思ったんだ」

「……湊は私と二年も離れていていいの？　私に会えなくてもいいの？」

　湊が両親のことを考えてくれているのはわかった。美里ママの言う通り、自分の気持ちより人を思いやる湊……ずっと身近にいたのに、気づかなかった私って本当にバカだ……。

「二年間、ずっと会えないわけじゃない。日本に出張もあるだろうし、長期休暇のときには戻ってこられる」

　私を安心させようとする湊のまなざし。

「信じて待っていてくれないか？」

「…………」

「ミミ？」

「……それは……湊の本心なの？」

　胸が痛い……私には湊と離れていられる強さなんてない。

　湊は私の問いに答えず、視線を逸らし目の前の紙袋に手を伸ばす。中から、コーラとジンジャーエールを出してストローをさした。

「ねえ、湊っ。私はそんなに長く離れていられないからっ。ロンドンでもアフリカでも、アマゾンでも、どこでもついていくから！」

　コーラのカップを持ち、ひと口飲もうとする湊の動きが止まった。

「私は湊が一緒じゃないと毎日が苦痛になるの。湊が大好きだからっ、愛しているから、一緒にいたいの。湊には誰も勝てないの。親でもね」

「ミミ……」

「一緒に行こうって、言ってよ……」

「ミミ……」

　湊のコーラのカップを持つ手が離れ、私の背中に手が回される。力強く抱きしめられ、湊の吐息がこめかみをくすぐる。

「ミミ……いいのか？　お前の気持ちを聞くのが怖かったんだ。よくわかったよ……一緒に行こう。これからはお前を不安にさせないと誓うよ」

　ゆっくりと額にキスを受け、それから唇が重ねられた。上唇と下唇を啄む湊の唇。慈しむようなキスに心が落ち着いてくる。何度も口づけを重ねられ、身体がふわふわ飛んでしまいそうだ。

　ソファに沈む身体。湊の顔が私の肩口で止まる。

「美人堂へ行ったのか？」

「う、うん……。するどいね」

「美里の香水の匂いがする。お前、美里に抱きしめられたんじゃないか？」

「え……」

「くそ、マーキングする犬みたいに俺の女に匂いをつけやがって」

「湊、そんなんじゃないよ。それにニューハーフなんだし。慰めてくれただけ。それと励まして、勇気をくれたの」

　慌てて弁解する私は大きく首を横に振る。

　湊はメガネの奥の切れ長の目で睨むと、顔を近づけ激しく唇を重ねた。

「んっ……ふぅ……」

「やっぱり置いていけないな。俺がいないうちに男にさらわれそうだ」

「そんなことないよ」

「いや、お前がわからないだけだよ」

「湊だって、ひとりにさせられないんだからっ。いろいろ誘われちゃいそうだし」

「誘われるって、誰に誘われるんだ？」

　したり顔で口元に笑みを浮かべ、顔を近づけてくる。

「え……、っと……」

　自分で振っておいて、言葉にするのが恥ずかしくなる。

「い、いろいろよ。会社の人とか……」

「ふ～ん。俺が浮気するとでも思っているんだ」

「そんなんじゃ……ないけど……向こうの人は恋人がいても……」

「俺はミミしかいらないんだけど？」

　唇に甘いキスを落としてから、指が耳殻をなぞる。それだけなのに、身体の芯が疼き始める。

「湊……」

　私をお姫様抱っこした湊は寝室へ向かった。

　せっかく買ったハンバーガーは、すっかり忘れられ、ふたりが気持ちをたしかめ合ったのち、温められた。










大好きな人と




　数日後、私たちは両親に時間を作ってもらい、ロンドン転勤の話をした。

「……そうか。ロンドンへ……」

　父はしんみりした声でポツリ言うと、お茶をすすった。

「外資系の会社に勤めているのだから、遅かれ早かれそういうことはあると思っていたよ。もちろん、美海は一緒に行くべきだ」

「お父さん……」

　さすが会社員を長年務めてきただけのことはあるな、と思った。

「湊くん、美海をよろしく頼むよ」

「はい。不自由はさせません」

　きっぱりと言い切る湊に「うん。うん」と頷くお父さん。

「渡英は来月末か。式だけでも早急に挙げないといけないな」

「あのね、お父さん。結婚式は挙げないで、籍だけ入れようと思うの」

　これは私だけが考えていたことだから、お父さんより湊が驚いた。

「ミミ？」

「日本に帰ってきたときに挙げたいの。湊はいい？」

「結婚式は男より女の楽しみの方が多いだろ？　ウエディングドレス着なくていいのか？」

「うん。帰ってきたら着られるでしょう？　まだ着ても十分おかしくない年だし」

　私がそう言うと、今まで黙っていたお母さんが口を開いた。

「湊くんがいいと言うのなら、私たちはふたりに任せるわ。こちらへ戻ってきたとき、素敵な式を挙げなさいな」

「お母さん……」

　温かい家族に見守られ、愛する湊がいて、私は幸せだと実感した。

　出発まであと一ヶ月もない。

　会社に退職届を出し、企画営業課に誘ってくれた田代部長に説明した。恋人が急な海外転勤になり、籍を入れついていくという事情を話すと、急な退職も特別に受理された。残念がってくれたのが、内心嬉しかったりする。必要とされていると思えるから。

　佐古田様のパリ行の席は、日程の幅をもらえたことで、取ることができた。

　この件は私を少し大人に成長させてくれた。仕事を辞めるのは寂しい。それでも、私には湊が大事。残り少ない業務を、精一杯務めよう。




「湊、マンションは誰にも貸したりしないの？」

　仕事帰り、待ち合わせてあのハンバーグが絶品だったお店に来ていた。前回と同じように湊は草履サイズのハンバーグを食べている。

「ああ。貸すとなると家財道具全部を貸倉庫か、実家に送らなくちゃならないからな。時間もないしめんどくさい」

「そうだね。たしかに時間がないものね」

　ロンドンへ送る荷物整理だけでも大変な作業だった。ロンドンの住まいは前任者が住んでいたアパートメント。

「ミミは明日が仕事最後だったよな？」

「うん。送別会をしてくれるの」

「ミミの泣き顔が見られそうだな。迎えに行こうか？」

　私の泣き顔を想像しているようで、湊は楽しそうな笑みを浮かべている。

「えっ？　ううん。来ないでいいからね。あ！」

　ある人を思い出した。

「どうした？」

「美人堂へ行かなきゃ」

　美里ママに励まされた日から、行っていない。

「美里か？」

「うん。あれから行っていないから、心配していると思うの」

「あ、次の日だったかな、お前を泣かせるなって、電話がかかってきたから大丈夫」

　私を泣かせるなって、美里ママらしい……。

「美加姉の結婚式に一度戻ってくるんだから、そのときに行けばいいんじゃないか？　出発まであと五日しかない」

「……そうだね。出発日二日早まったけれど、急かされているの？」

「まあな。ほら、料理冷めるぞ？」

「あ、うん」

　ひと口サイズに切り分けたハンバーグを口に入れた。

　まだ二回しかこのお店に来ていないけれど、懐かしい味になるんだろうな。

　これからの生活……湊をちゃんとサポートできるか心配だけれど、ロンドンに住むのも楽しみでもある。




　翌日、会社に出勤する最後の日。

　普段と変わりなくカウンターに座り、仕事をしていると自動ドアが開いた。

「いらっしゃいま――」

　クリーム色のツーピースを着た松下さんの姿を見て、言葉が途切れる。松下さんは店内のパンフレットが置かれているコーナーに視線を送りつつも、まっすぐ私のいるカウンターにやってきた。

　目の前に立った松下さんを見て、心臓がドキドキと波打ち嫌な汗をかきそうだ。

　彼女とは暑気払い以来、会っていなかった。

　用事を聞こうと立ち上がる私を、久我さんが困惑の表情で見ている。

「お疲れ様です」

　私は頭を下げた。松下さんの本社での肩書は、予約課の主任だと聞いていた。

「課長、安西さんを少しお借りします」

　松下さんは私の後方の課長に視線を向けて、許可を取っている。

「あ、あのっ……」

　私をお借りしますって……？

「早くそこから出てきなさいよ」

　戸惑う私に、松下さんは前のようなきつい言い方ではなく、柔らかい口調で命令した。でも、その口調に騙されちゃいけない。この期に及んで、なにか言われるに違いない。

　行きたくなかったけれど、みんなが見ている前で拒絶することもできず、のろのろとカウンターを出た。

　私がカウンターから出るのを見た松下さんの足は、自動ドアに向かっている。

　松下さんに連れてこられたのは、少し離れた喫茶店。若い女性が入るようなカフェではなくて、サラリーマン御用達みたいなおしゃれな要素がまったくない古い喫茶店だ。

　いつもこのお店の前を通るけれど、一度も入ったことがない。

　セレブな松下さんには似合わないお店。

　低めの赤いビロード素材のソファに松下さんは座り、対面に私も腰かける。

　スプリングがいかれているのか、身体がぐっと沈み込む。

「お昼、まだでしょう？」

「お水で結構です。お財布を持ってきていないですし」

「そんなのはわかっているわ。私が払うからなにか注文しなさいよ」

　なにか魂胆があるのだろうか。警戒してしまう。

　松下さんはウエイターに向かって軽く手をあげた。

「クラブハウスサンドとアイスコーヒーを、ふたり分お願いします」

「松下さんっ」

「ここのサンドイッチ、美味しいのよ」

　戸惑う私に松下さんは微笑みを浮かべる。

「なんのお話でしょうか？」

　つっけんどんな口調になってしまう。

「昨日、あなたが今日で退職するって聞いて」

「…………」

「あなたに迷惑をかけてしまったこと、謝りたくて来たの」

「えっ？」

　今まで目を合わせたくなくて逸らしていたけれど、今の言葉に松下さんを見る。

「パリ行のお客様の件、キャンセルしたのは私よ」

　喉が渇き、水をひと口飲もうとした私の手が止まる。

　まさか、松下さんが？　でも、あの日は……。

　松下さんの告白に、私は眉根を寄せ怪訝そうに見つめる。

「キャンセルした日、松下さんはお休みでしたよね？」

「誰かにやらせるくらい簡単よ。その人の名前は言えないけれど」

　私は経理課の松下さんと親しい女性の顔を思い出した。

　あの日、更衣室で彼女は私を非難した。疑うのは悪いけれど、彼女のような気がした。

「関係のないお客様に迷惑がかかったんですよ？」

「ええ……あの件は本当に申し訳なかったわ。私がやらせたことだと、すぐに田代部長に知られたわ。本社に異動になったのも、この件があったからなの。予約の重みを一から勉強するようにと田代部長に言われて」

　田代部長はすべてわかっていたんだ……。

「もう済んだことなので……でも、話してくださってありがとうございました」

　すんなりと許せた。あの件で私は少しだけ成長できた気がするから。

　そこへクラブハウスサンドとアイスコーヒーが運ばれてきた。パセリなどの飾りなどなにもないけれど、美味しそうだ。

「ここはあのとき、田代部長に教えてもらったの。席を取るのがいかに大変で重要かを延々と説教されて……おかげで、今の部署に愛着を持てるようになったわ。食べながら聞いて」

　そう言われて、目の前の美味しそうなサンドイッチに手を伸ばした。新鮮なレタスにトマト、香ばしく焼いたチキン、ソースも絶品だった。

　噛むほどにじわっと美味しさが味わえる。

「……美味しいです」

「でしょう？　もっと前から知っていればよかったわ」

　松下さんはふっと微笑む。

「そうですね」

「……もうひとつ、謝らなければならないことがあるの」

　微笑みを浮かべたその顔が真顔になる。

「え？」

「ランチに誘ったときのこと。あなたの気持ちはわからなかったけれど、湊の気持ちは知っていたの」

「湊の気持ち？」

「ええ。大学のときに告白した私に、俺には好きな子がいるから。それでもよかったらいいよって言われたの。付き合って私を好きになってもらおうと、いろいろな手を使って気を引いたりしたけれど、結局は湊の心を私のものにできずに別れた。最後に好きな子って誰？　って聞いたわ。そうしたら、幼なじみだって」

　湊がそんなことを……？　前から私を好きだったってこと？

「だから、あなたが幼なじみだと聞かされて、湊の好きな人だとピンときた。長い時間を一緒に過ごしてきたあなたに到底勝てるはずがなかったわね。でも、それが許せなかったの。本当にごめんなさい。ようやく結ばれたのだから、幸せになってね」

「松下さん……」

　素直に打ち明けてくれた松下さんに、胸が熱くなる。

「ありがとうございます。あのときは私も正直に打ち明けていればよかったんです。ごめんなさい」

　松下さんは営業所に寄らずに、忙しいからと本社に戻っていった。

　もういちど、「お幸せに」と言って。

　松下さんとわだかまりがなくなり、会社の同僚や上司に見送られて、順風満帆とまではいかなかったけれど、楽しかった私のＯＬ生活は終わった。




　一週間後。

　目の前に広がるミントブルーの海。

　真っ白なソファにうつぶせになり、澄んだ空気と解放感溢れる景色を満喫して、幸せの吐息が漏れる。

　手を伸ばせば、透明な海の中で優雅に泳ぐ魚たちに触れられる。

　ロンドンに行く前にモルディブに立ち寄って、ハネムーンを過ごそうと言ったのは昨日のこと。しかもロンドンに直行するとばかり思っていた私に、湊は空港で突然告げたのだ。

　私を驚かせたかったみたい。もちろん、嬉しくてテンションが上がった。それまで日本を離れることで、少しセンチメンタルな気分になっていたから。

　首都マーレから水上飛行機で四十分ほどのこの島は、息をのむくらい美しかった。まさに想像していた通りの南の島の楽園。

　湊のロマンティックなサプライズに幸せを実感する。

「午後はシュノーケリングでもするか？」

　ちゃぷちゃぷと静かに揺れる水面に手を入れて遊んでいると、湊がやってきてそう言った。

「本当？　一度やってみたかったの」

　色とりどりの魚を目の前で見たい。

　起き上がり瞳を輝かせる私に、湊は満足そうに笑う。

「そうなのか？　ミミは昔から泳ぎが苦手だったから、どうかなと思ったんだけど？」

「昔のことでしょ。多少は泳げるからね」

「それはよかった。小学校五年のときだったか？　家族で行ったプールで溺れそうになっ――」

「もうっ！　なんでそういうことだけは、よく覚えてるのよっ！」

　湊の口を手で塞ぐ。思いのほか勢いがあって、湊を押し倒してしまう。

「俺を襲う気？」

「そ、そんなわけないでしょっ。シュノーケリングができなくなるし」

　起き上がろうとしたとき、腰に回った湊の手にぐっと力が入る。

「まだ五日間もあるし、いつでもできるよ」

　パーカのジップを引き下げていく長い指。

「昼間っから……いや……っうん」

　唇が塞がれ、舌がするりと入り込む。

　真っ青なスカイブルーの空の下、私を弄ぶような湊のキスは止まない。

「まだ処女発言だな。数えきれないくらい俺に愛されているのに」

　クスッと笑われ、ソファの上で反転させられる。湊の指は、すでに脱がしたパーカの下の水着の肩ひもを下げようとしている。

　その手をがしっと押さえて起き上がり、湊から離れる。

「ぜーったいにシュノーケリングするからね」

　湊は笑って、ソファにごろっと仰向けになる。

「日焼けだけは気をつけろよ？」

「え？　日焼けしちゃダメなの？」

　色が白すぎるから、日焼けして小麦色の肌になるのが夢なのだ。

「当たり前だろ？　ミミの肌は白すぎるから、すぐに赤くなるぞ？　そうなったら痛くて眠れなくなるよ」

「そうかなぁ……」

「用意しておいた日焼け止め、しっかり塗っとけよ。スーツケースの中に入っていたよな？」

　湊は水着から日焼け止めまで、必要と思われるものをすべて用意してくれていた。

「湊は女性が持つものに抜かりがないね？　さすが紅――」

　紅緒の名前を出そうとすると、湊が切れ長の目で睨む。紅緒を忘れたいみたい。

「お前、その名前を言ったら、帰りまで寝室から出さないからな」

「はいはい！　わかりました。湊さん」

　私はいつかまた湊の紅緒さんを見たいと心の中で考え、クスッと笑った。

　その希望はいつ叶うか……。




　太陽が海に沈んでいく。私たちは砂浜を歩きながら見ていた。南国の花のような鮮やかな色が、海ににじみ消えかけている。ゆっくりと太陽は海に消えて、空は満点の星空へと変わった。

「キレイな夕日だったね。星空もすごくキレイ。今にも星が降ってきそう」

　月が満月のせいか、辺りは明るく、私たちは手をつなぎながら、波打ち際に足を進める。

「湊、私ね、海のキレイなところへ、旅行したいと思っていたんだ」

「知ってる」

「え？」

「美人堂で話しているのを聞いて知っていた。お前の願いを叶えてやりたかったんだ」

「湊……ありがとう。私すごく幸せ」

「二年後も……それ以降も、ずっと幸せでいてもらいたいな」

「それは……」

「それは？」

　湊が腰を軽く曲げ、顔を近づけて聞き返す。

「多大なる湊の努力が必要だからね」

　茶目っ気たっぷりに笑うと、おでこをピンと軽く弾かれる。

「お、言ったな。絶対幸せにするからな」

「うん。私も……」

　今にも落ちてきそうな星空の下、さざ波の音に優しく包まれ唇が重なった。
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　二年間のロンドン支社勤務を終えて、私たちは日本へ戻ってきた。ロンドンは住み心地もよくて、楽しい新婚生活を送っていたから正直、まだ住んでいたい気持ちもあった。

　湊の持っている湾岸地区のマンションに戻って、二ヶ月ほど経った十一月のある日曜日の朝。

　ジリリリリ……目覚まし時計が鳴ったのは七時。

　けたたましくなる目覚まし時計を止めた手が、ゆっくりと私の背中に置かれる。その手は撫でるように腰へ移動していく。腰からお尻に移る手を感じて、私はしだいにまどろみから覚醒した。

「ん……湊……もう、朝……？」

「まだ寝てていいよ」

　湊の吐息が耳朶を刺激し、それから食まれる。

「ンっ……だめ……ぁ……んんっ」

　お尻を撫でていた手が腹部へ移り、身体の線をなぞるようにじわりと上がってきた。

「もうっ、湊……っん」

　Ｔシャツの裾から入り込んだ手は、胸の膨らみに到達しゆっくりと揉み始めて……。

「だ……だから、それじゃ眠れないよ……はぁっ……」

　尖りを見せ始めた頂に捏ねるように刺激を与えてから、湊が喉の奥でクッと笑った。

「身体はとっくに起きてるよ。エッチなミミに文句を言う資格はないな」

　エッチなミミって……その原因は湊なのに。

　かすかな抵抗なんて口ほどにもなく、私の身体は湊の愛撫ですでに蕩けそうになっている。

「ミミ、久しぶりにデートしようか」

　誘うような切れ長の目とぶつかる。

「ドライブが……んっ……ぁ……」

　頂をペロッと舐められて、びくっと身体がしなる。

「ミミはドライブしたいんだ？　でも、映画とか買い物は？　服が欲しいって言っていただろう？」

　背に回された腕に抱きこまれ、湊のキスは止まらない。音をたてながら、柔肌を吸いあげられ何も考えたくなくなる。

「ミミ？」

「ん……っはぁ……ドライブが……いい……」

　服も欲しいけれど、どこかドライブデートがいい。

「それほど言うなら、いいよ。どこがいい？」

　湊の指は下腹部を滑り、ショーツの上から膨らんだ蕾に触れてきた。

「っ……や、あン……」

　答えたいのに、喘ぐ声しか出なくて……。

「ねえ？　ミミ？　どこに行きたい？　あぁ、いますぐ別のところへイッちゃいそうだね？」

　愛撫の手を休めずに聞いてくる。朝から湊に翻弄されっぱなし。快楽を与えられすぎて、言葉にならないのだから。

「ん……湊が……欲しい……」

　じらす指にたまらなくなる。

　湊が美麗な顔に笑みを浮かべて行動に移そうとしたそのとき――。

　私たちの耳にインターホンの機械音が聞こえてきた。

　一瞬、インターホンの音に固まり、顔を見合わせる。

「こんな時間に？」

　まだ朝の七時過ぎ。誰がこんな朝早い時間に来るのだろう。

　私は湊の身体の下から抜け出て、ベッドの上に起き上がった。インターホンの音に熱くなっていた身体は、氷を浴びせられたようにジュッと冷めかけている。

　湊もやれやれと、深いため息を吐いてから、むっくり起き上がった。

「俺が行ってくる。戻ってきたら続きだからな」

　そう言い残して、ベッドルームを出て行った。湊の背を見送り、もう一度ベッドにゴロンと身体を横たえる。けれど、さっきの続きを……というわけにはいかなくなったな。

　インターホンに対応した湊は、戸惑った表情で戻ってきた。

「誰だった？」

「美加姉。もうすぐ上がってくるよ」

「なんで、お姉ちゃんが!?」

「わからない。切羽詰まった声だったけど」

　湊は仕方ないなと言うように、ふっと笑って肩をすくめると、クローゼットを開けて着替えはじめた。

　私も慌てて着替えたところで、玄関のインターホンが鳴る。ドアを開けると、お姉ちゃんがベビーカーを押して勢いよく玄関に入ってきた。

「お姉ちゃん、こんな朝早くにどうしたの!?」

　義兄とケンカでもしたのだろうか。家出の文字が頭に浮かぶ。

「ふたりが最後の頼みの綱なの。お願い！　大だい地ちを今日一日預かって！」

　私と湊はあぜんとなった。そんな私たちにはおかまいなくお姉ちゃんは、愛息子を抱き上げる。加藤さんとお姉ちゃんの第一子、生後六ヶ月になる大地くんだ。ぐっすり眠っている大地くんは抱き上げられても目を覚まさない。

「手がかからない子だから、面倒はかけないと思うの。よろしくね」

　用意したスリッパは無視され、お姉ちゃんは上がらずにその場で大地くんを私に抱かせる。六ヶ月の赤ちゃんとはいえ、腕にずっしりくる。

「私たちが預かるの？　お母さんはどうしたの？　普通、実家に行くもんでしょう？」

　私の視線は、腕の中のすやすや眠る大地くんとお姉ちゃんの顔をいったりきたり。

「お母さんたち、旅行に行ってるのよ。今日は空けておいてねって、言っておいたのに、すっかり忘れられちゃって。加藤は出張中だし、友達の結婚式にこれから札幌に行かなきゃならないの。今日中に戻ってくるから」

　お姉ちゃんは私たちの都合も聞かずに出て行こうとしたが、思い出したように振り返る。

「あ、お土産買ってくるわね！　湊、そのバッグにいろいろ入っているから。じゃ！」

　ベビーカーにかかっている赤いバッグは大きく膨らんでいる。

「ああっ、もう！　お姉ちゃんっ！」

　慌ただしく言い残し、玄関のドアがパタッと閉まる。

「湊ぉ……」

「めちゃくちゃ急いでいたみたいだな」

「それにしても電話ぐらいしてくれればいいのに……どーしよ……」

「断られると思ったから直接来たんだろうな。とにかくベッドに寝かせよう」

　玄関を離れ、大地くんを寝室に連れて行った。後から湊が必要なものが入っているという赤い大きなバッグを持ってきてくれる。

　大地くんをベッドの上にそっと寝かせると、ため息が漏れた。

「お姉ちゃん、勝手なんだから……」

　ぷっくりした頬をそっと突っついてみる。

　甥っ子は可愛い。だけど、まだ数回しか会っていない。目を覚まして泣かれたらどうしよう。

「ごめんね。湊」

　土曜日の昨日、湊は取引先の都合で休日出勤だった。

　せっかくの休日がこんなことになってしまい、申し訳なく思う。

「仕方ないさ。今日は一日ベビーシッターになろう」

　さっきまで、ドライブに行けると思っていた気持ちがしゅんとしぼむ。

「ドライブできると思ったのに……あ、大地くんも連れて――」

「チャイルドシートがないんだから、車で出かけるのは無理だろ」

　すかさず言われて、「あ、そうか……」となる。

　大地くんが目を覚ましたら、すぐわかるように寝室のドアを開けたままにして、リビングのローテーブルに赤いバッグの中身を出してみる。

　おむつやミルクの缶、哺乳瓶、おしゃぶり、その他もろもろの必要であろう物を並べる。

「ミルクなんて作ったことないし……教えてから、行ってほしかったな」

「メモが入っている」

　湊が折りたたんだレポート用紙を渡してくれる。

　急いでいたのかお姉ちゃんらしくない乱雑な字で、ミルクの作り方が書かれてある。だいたいのことがわかり、気持ちが少し落ち着く。

「とりあえず、寝ているうちに朝飯、食うか」

「そうだね」

　朝食の準備をしていても、大地くんが気になる。

「ね、湊。大地くん、寝返りを打ってベッドから落ちないよね？」

　目玉焼きを焼いている途中、フライ返しを持ったままリビングに顔を覗かせ、新聞を読んでいる湊に声をかける。

「それもありえるな」

　湊は寝室に行き、クローゼットから毛布とバスタオルを持って戻ってきた。リビングの床に、毛布を四つ折りにし、バスタオルをシーツ代わりにして簡易布団を作る。

「これなら大丈夫だろう」

　ベッドから大地くんを移動させ、簡易布団に寝かせて布団をかける。

「まだ寝てるね。お姉ちゃんの言うように、手がかからない子なのかな」

　起こして遊びたい気持ちもあるけれど、やっぱりまだ眠っていてほしい。

　朝食を食べ終わっても、大地くんはすやすや眠っている。時々、手足を動かす仕草が可愛い。

　大地くんのそばで張りついて見ている私を、湊が笑う。そんな湊も小説を読んでいるはずの視線が、何度も大地くんへ動いていた。




　それから少しして大地くんは目を覚ました。その途端、大泣き。

「大地くん、おばちゃんだよ」

　抱き上げあやしながら、小さな背中をトントン優しく叩く。

　それでも泣き止まない。

「お腹空いているんじゃないか？」

　大地くんを覗き込んだ湊は私に助言する。

「あ、そうだね！　今用意するから、湊、よろしくね」

　湊に大地くんを預けて、キッチンへ急ぐ。

　あらかじめ煮沸消毒しておいた哺乳瓶にミルクを作る。作っている最中も大地くんは泣き止まない。そっと覗くと、大地くんを抱いた湊がリビングを歩き回っている。

「急がなきゃ。え……っと、適温まで下げる……人肌……え？　人肌？」

　メモ書きを読みながらミルクを作ったものの、わけがわからずミルクの作り方をスマホから検索。

「ミルクの温度は腕の内側に落として……やや熱く感じる程度……」

　なんとか出来上がった哺乳瓶を持ってリビングに戻ると、湊はホッとした表情になった。

　こんな湊なんて、滅多に見られない。

　ちょっと得した気分になって、大地くんを湊から引き取る。

　ソファに座って、大地くんの口に哺乳瓶の乳首をくわえさせようとするけれど、泣くばかりで口にしてくれない。小さな身体で手足をばたつかせ、全力で拒否される。

「ごめんね。いつもと違うんだよね。大地くん、ミルクだよ」

　バタつかせていた小さな手が、不意に私の胸に当たる。お姉ちゃんの胸だと思ったのか、揉むように動かされ、顔をすりすりとこすりつけてくる。

　母乳が飲みたいのかな……。

「大地くん、ママじゃないから出ないんだよ」

　湊がそれを見て困ったように笑う。

「どうしよ……飲んでくれない……」

　私も大地くんと一緒に泣きたくなった。

　本当に瞳が潤み始めたとき、インターホンが鳴った。

「誰だ？　今日は多いな」

　今日のふたり目の来客にブツブツ言いながら、湊はモニターへ向かう。エントランスからの呼び出しではなく、玄関のインターホンの音だ。マンションの住人と一緒に入ってきたのだろうか。

　スイッチを押した途端、「湊ぉ～、早く開けなさいよ～」と、低く掠れた声が。

　モニターから離れた私にも聞こえてきた声。

「え？　美里ママ？」

「ああ。めんどうなのが来た」

　湊はため息をつきながら肩をすくめて、玄関へ。

　ぼんやり湊の背中を見送っていると、腕の中の大地くんが「うぎゃー」っと、身体を逸らし、泣き声をあげた。

　もう一度、哺乳瓶の乳首を大地くんの口にあて、なんとか飲ませようと試みるけれど飲んでくれない。

　玄関の方で美里ママと湊の声が聞こえてきた。

　美里ママとは、帰国してから会っていないから、お正月に一時帰国したとき以来。

　濃いめのブラウンのセミロングウィッグをつけ、幾何学模様の派手なワンピース姿の美里ママがリビングに入ってきた。

　大柄な美里ママに長身の湊。ふたりが並ぶと、リビングが一気に狭く感じる。

「あら、あらっ、ミミちゃん！　いつの間に生んだのよ！」

　知らなかったわ～どうして言ってくれないのよ～と、バサバサのつけまつ毛を瞬またたかせながら詰め寄ってくる。

「ち、違いますっ！　美里ママ、姉の子供です」

　慌てて説明する私を、湊は美里ママの後ろで大爆笑している。

「そうだったのぉ？　いやだわ、てっきり私に内緒で生んだのかと思ったわ」

　そんな誤解中の間も、大地くんは大声で泣き叫び続ける。

「どうして泣いているのかしら？」

　美里ママが大地くんをのぞき込む。

「お腹空いていると思うんですけど、飲んでくれないんです」

「お尻は？」

　すかさず聞かれ、キョトンとなる。

「赤ちゃんはお尻が汚かったら、飲まないわよ～」

　美里ママは私から大地くんを取り上げると、先ほどまで寝かせていた布団の上に寝かせる。

　それからスナップボタンを開けてお尻の方へ手を入れる。

「やっぱりだわ～。びしょ濡れ。湊、おむつ取って」

「あ？　ああ」

　湊はおむつを一枚とって美里ママに渡す。

「湊ぉ～。おむつだけじゃだめよ～。おしりふきもなきゃ～」

　手を伸ばせば取れるところにあったおしりふきを、美里ママは自分の手元に置く。それから大地くんのおむつを開き、テキパキと替えはじめた。

　ただただ、その手際のよさに私と湊は感心するばかりで見惚れる。

「美里ママ、どうして慣れているの？」

「十才離れた弟がいるの。弟が新生児の頃からおむつを替えていたわ。あ、ミミちゃん、ミルクをもう一度作って来てね」

「あ、はいっ！」

　私はもう一度、哺乳瓶と乳首を煮沸消毒し、ミルクを作る。

　ソファに腰かけた美里ママは腕に大地くんを抱き、ミルクを飲ませる。その姿はさながら聖母マリア様のようで、私は口元を緩ませて見つめていた。

「美里ママ、ありがとうございます。助かりました」

「ミミちゃんの顔ったら、なかったわね～。途方に暮れた顔をしていたわ」

　ミルクを全部飲んだ大地くんの背を、美里ママは背中をゆっくり撫でている。お腹いっぱいになった大地くんはご機嫌で「アーアー」や「ウー」なとど言葉を発している。

「今朝、お姉ちゃんがなにも教えてくれずに置いて行っちゃったんです」

　湊がコーヒーを淹れて、トレーに乗せて戻ってきた。

「そうだったの。お姉さんもあんまりだわね。でも、結婚して二年経ったし、もうそろそろ赤ちゃんがいてもいいんじゃないかしらぁ？　私はふたりの赤ちゃんを世話したいわ～」

「世話させて美里みたいになったら困る」

　ローテーブルにカップを置きながら、湊が憎まれ口をきく。

「いやよ～。湊のミニチュア版を育てて、将来は紅緒に――」

　美里ママの頭を手のひらでパコンと叩く湊。

「痛いわね～」

　片手でウィッグを撫でつけている。

「お前が禁句を言うからだろ」

「あら紅緒は禁句だったのぉ～？　知らなかったわ～」

　美里ママにタジタジの湊に、私は笑ってしまう。

　今日は最強のコンビに調子を狂わせられているみたい。

　お尻がきれいで、お腹がいっぱいになった大地くんは再びウトウトし始めている。

「泣いているときは怪獣みたいだったけど、満足しているときの赤ちゃんは天使みたいだね」

「ミミちゃん、早く赤ちゃん欲しいんじゃないの？」

　まだ実感が沸かない。欲しいと言えば欲しいし、まだふたりの時間を楽しみたい気持ちもある。

「ミミ、欲しいのか？」

　子供の話は今まで話したことがなく、湊に聞かれると返事に困る。

　ロンドンにいるうちは暗黙の了解で、赤ちゃんの話は出したことがない。しっかり避妊もしていた。結婚式もまだだったし。

「湊は？　湊は欲しい？」

「まあな。でも、結婚式が先だろ。ミミの希望なら、今日から子作りに励むけど？」

「湊～なに昼間っからサカってるのよ～。目の前でイチャつかないでよ」

「これが普通だし。しかも、俺は今日からって言ったんだ。今からって言ってないだろ」

「あら、そんなに子作りに励みたいなら、大地くんの面倒は見ているから、お好きにどうぞ～」

「み、美里ママっ！　なにを言ってるんですかっ！」

　ふたりの会話に私の頬は熱くなる一方だ。

「湊も変なこと、言わないでっ！」

　美里ママが豪快に笑う。

「二年経っても、まだ初々しくて可愛いわね～」

「美里、用があって来たんだろ？」

「そうそう、赤ちゃんの泣き声のせいで、玄関に肝心なものを置いてきちゃったわ」

　美里ママは大地くんを簡易布団に寝かせてから玄関へ行き、買い物袋を持って戻ってきた。

「ランチをご馳走しようと思って来たのよ」

「いなかったらどうするつもりだったんだよ」

　買い物袋はふたつ。両手に持った美里ママに湊が呆れたように言う。

「別にそれでもかまわないわ」

　それでもよかったのかと、のんきな美里ママに笑う私。そんな私を美里ママは茶目っ気たっぷりな表情で見てから口を開いた。

「だってね？　私、このマンションへお引越ししちゃったのよ～」

「ええーっ!?」

　私は叫び、湊は「嘘だろ」と首を横に振っている。

　私と湊は美里ママの引っ越し発言にびっくりだ。

「あ、だから玄関のインターホンだったんだ……」

「うふふ。ランチ、彼も呼んでいいかしら～？」

　爆弾発言に成功した美里ママはにっこりほほ笑む。

　か、彼？　今、美里ママは「彼」って言った？

「お前、彼氏が出来たのか」

　絶句していると、私より立ち直りの早い湊が聞く。

「ええ。一緒に住もうってことになって、このマンションに決めたの。立地条件いいじゃない？　湊たちもいるしぃ」

　私たちが戸惑う中、美里ママはキッチンへ入り、料理を始めた。




　美里ママの恋人は、男性にしては小柄な人だった。美里ママよりも背が低く、少し気弱そうに見えて、美里ママに始終押され気味の印象。でも、そんな美里ママを岸きし谷たにさんは相槌を打ちながら、優しく見守っている。意外とお似合いのカップルに見える。

　私の大好きなナポリタンとハンバーグのワンプレートランチを作ってくれて、四人でなかなか楽しい昼食だった。途中、大地くんが目を覚まし、どうにか泣かさずに、瓶に入った離乳食を食べさせた。美里ママがいてくれたおかげで心強い。

　そのあと、美里ママと岸谷さんは腕を組みながら帰っていった。

「美里ママ、幸せそうだね」

「ああ。誰かと一緒に住むのは初めてだから、本気なんじゃないかな」

「うん……幸せになってほしいな」

　自分にぴったりの人と会うのは難しい。男女の間でもそうなのだから、美里ママのような人ならなおさら難しそう。

「でもびっくりだね。まさか同じマンションに住むことになるなんて」

「まったくな。これからどうなることやら」

　湊は嫌そうな口ぶりだけれど、内心そんなこと思っていないはず。性別はどうであれ、美里ママは湊の大事な友人だから。

「さてと！　だいちー、散歩に行こう。ミミ、行くぞ」




　大地くんをベビーカーに乗せて、マンション下の遊歩道を散歩。

　少し行くと、海が見える公園に出て、何艘もの屋形船に大地くんは興味ありげに反応する。足をバタつかせて嬉しそう。

　もう少し暗かったら、屋形船の連なる提灯に灯りがともされてきれいだから、もっと喜ぶだろうな。見せてあげたいけれど、真冬に近づく季節。吹く風にぶるっと震える。

　さむっ、風邪でも引かせたら大変。

　早々に散歩を切り上げてマンションへ戻る道を歩く。湊がベビーカーを押して、私は隣を歩く。外気で寒いけれど、心の中はほっこりして、なんとなく幸せを感じる。

　そこへ見知らぬ年配のご夫婦が、私たちの側で立ちどまる。手を繋いでおり、仲のよさが伺えるご夫婦だ。

「可愛い赤ちゃんですね」と奥様が褒めてくれる。

「若いお父さんとお母さんだな」と旦那様が言うと、「子育ては早いうちがいいんですよ」と奥様。私たちの子供ではないとは言えず、ふたりは仲睦まじく去っていった。

　ふたりの手を繋ぎ歩く後ろ姿を見て、羨ましさが胸を包む。

「湊、あの年になっても手を繋ぎながら散歩っていいね」

「ん？　ああ。仲がよさそうだったな。大丈夫。俺たちだってあれくらいの年になっても手を繋いでいるさ」

「湊……」

　ベビーカーから片手を外して、私に差し出してくれる手。その手をぎゅっと握って微笑んだ。




　お姉ちゃんからメールが来たのは夕方。これから戻るから、八時過ぎに来られそうだと。

　散歩の途中で大地くんは眠ってしまい、次に目を覚ますと、今度は私からミルクをあげてみる。ゴクゴク飲んでくれる大地くんを見ていたら、胸の奥がきゅんとなった。

　ミルクを飲み終わったあと、大地くんをおもちゃであやす湊。そんな姿になんとも言えない感情が。なんだろう……とても愛おしい感情と言ったらいいのだろうか。

　あとどのくらい大地くんと一緒にいられる？

　時計を見て、計算している自分がいた。あと、三十分くらいだろうか。お姉ちゃんが大地くんを迎えに来る。そう思うと、無性に寂しくなる。

　今朝、預かったときはそんな感情が芽生えるとは思ってもみなかった。

「ミミもこっち来いよ。大地、可愛いぞ」

「あ、うん」

　湊に手招きされて、ふたりの側に座った。




　それから少ししてお姉ちゃんが現れた。大地くんはママの元へ帰る。お姉ちゃんが大地くんに上着を着せるのを、神妙な面持ちで見てしまう。

「面倒をみてくれてありがとう。いい勉強になったでしょう？」

「まあな」

　湊が正直に頷いている。

「さてと、大地。お家に帰ろう」

　お家に帰ろう……その言葉にしんみりしてしまう。




　マンションのエントランスに降り、大地くんを見送ると、車が見えなくなるまでその場にいた。

　心の中が、ぽっかり穴が開いたようで、無性に寂しい。ぶるっと震える寒さがもっと寂しさを煽るようだ。

　悲しくなって、ポロッと涙がこぼれそうだ。

「最初はどうなることかとおもったけど、いなくなると寂しいな……」

　湊がぼんやり暗闇を見つめる私の頭をそっと撫でてくれる。

「……うん」

「俺たちも本気で家族増やすか」

「……うん。そうしたいな」

　私は湊に向き直ると、腰に腕を回して抱きついた。

「戻って、今朝の続きをしよう」

　額に落とされる唇に、こくっと頷いたとき――。

「ねえ～今朝の続きって、なにするのかしらぁ～？」と、おネエ言葉が。

　ニヤニヤ笑う美里ママがすぐ後ろに立っていた。

「美里ママっ！」

「お前、なんでいるんだよ。店は？」

「今日はね～お店のビルに清掃が入る日で、お休みなのよ～」

　ムッとしている湊を気にせずに、美里ママは楽しそう。

「ね、これからなにをするのぉ～？　お邪魔してもいい～？」

「このエロかま、楽しんでんじゃねーよ。やることと言ったら決まってるだろ」

　湊の開き直りに、美里はニタリ顔で笑いながら人差し指をたてる。

「あ、そうだったわね～。こ・づ・く・り・よね～」

「じゃあな。ミミ、行こう」

　湊に腕を軽く引っ張られながら、振り返り美里ママに手を振る。

　美里ママはにっこり笑みを浮かべて口を動かす。

「が・ん・ば・って・ね」

　がんばってって……恥ずかしい……。

　これからの生活、美里ママの突然の出現に慌てそうな予感がする。

　でも、すぐ近くにいると頼もしい気もある。

「楽しそうだな」

　エレベーターを待っていると、湊が顔をのぞき込んできた。

「え？　私、笑ってた？」

「ああ。にやけてた。あそこで美里に会ってよかったよ。お前、寂しそうだったから」

「湊……」

　相変わらず私はすぐに思ったことが顔に出てしまうみたい。

「これから忙しくなるからな」

「え？」

「子作りに、結婚式。早く家族、作ろうな」

「赤ちゃんが先なの？」

「妊婦の花嫁も悪くないと思うし」

「うん。そうだね。それもいいと思う。出来ることなら、三人で式を挙げたいな」

「ま、それは神のみぞ知る……だな」

　そこへエレベーターが下りてきてドアが開く。

　乗り込もうとしたところへ――。

「なんでなの～まだ行ってなかったのぉ？　寒いところを待ってあげていたのにぃ～」

　再び美里ママ登場。

「あら、ちょうど来たところだったのね。さ、乗りましょ」

　美里ママはエレベーターに乗り込んだ私と湊の間に入り込み、ニコニコと笑っている。

　湊はわざとらしい深いため息をつく。それにもめげず湊の腕に絡みつこうとする美里ママの腕。その腕をそっけなく避ける湊。

　やっぱり私たちのこれからの生活、美里ママに振り回されそう。

　私はふたりを見ながらクスッと笑みを漏らした。
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あとがき




　こんにちは。若菜モモです。このたびは『その恋、取扱い注意！』をお手に取っていただきありがとうございました。五冊目の書籍になりました。

　なんとかここまでやってこられたのも、応援してくださる皆様のおかげです。

　本当にありがとうございました。

　このお話を書き始めたのは前作品の『君のための嘘』の改稿をしている時でした。

　甘いけれど、切ない系が多かった私の作品ですが、ちょっと感じを変えてみようと書いた作品です。

　今回は少しコメディテイストを入れて、安心して読んでいただけるように仕上げたつもりです。湊と美海の会話にクスリと笑っていただけたら嬉しいです。

　そして忘れてはいけません。この作品のキーパーソン、美里ママを。番外編のお話を頂いたとき、やっぱりこの人を出さないわけにはいかないでしょう。と、執筆しました。サイトでは湊と美海がロンドンへ行ってからの番外編を公開していますが、今回は二年後、ロンドンから戻ってきたお話にしました。おネエ様方が、ロンドン観光にやって来てドタバタ……なんていうのもありかなと思いましたが。

　最後になりましたが、美麗なカバーイラストに仕上げてくださったｒｉｅ様。

　担当の堀口様、編集を担当してくださった相川様。

　この本にたずさわってくださいましたすべての皆様、本当にありがとうございました。




　これからの「Berr'ys Cafe」そして「ベリーズ文庫」の発展をお祈りします。

　そして私を支え、応援してくださる皆様に感謝を込めて。








二〇一三年十一月吉日　　若菜モモ









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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